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葺いた屋根が雄大な傾斜をなして聳え立ち、軒が深い。( 中略 ) 確かに、日本人は、そのような造作
に対して、筆舌に尽くしがたいほどに霊験あらたかなものを感じるにちがいない。」
　と、深い軒などの日本建築固有の造作に対し、日本人は深い霊験を感じるのであろうと指摘した。































　規矩の「規」は、すなわちブンマワシ ( コンパス ) のことで、「矩」はまがりがね ( 差金 ) を指し、
合わせて軒廻りの設計技法を言う 7)・注 1)。しかし、規矩と言う用語は意味が広く、建築の分野で使わ
れるばかりではなく、本来は測量術の理論を意味する言葉であった 8)。その他、造船 9) などの広い分
野で使われ、それが転じて物事の道理、法則を指す意味でも使われるようになった。












1-3. 研究の背景－その 1. 中世軒規矩についての現代の理解
　中世の軒規矩術の技法が、それまでの近世の技法と異なることが知られるようになったのは、昭和
5 ～ 8 年に解体修理がおこなわれた重要文化財喜光寺本堂であったと、岡田英男が述べられているこ
とから 13)、昭和の初期にはまだ十分に理解されていなかったことが判る。
　また、この時期は最初の修理工事報告書とされる『東大寺南大門史及昭和修理要録』14) が昭和 5
年に刊行され、引き続き国宝正福寺地蔵堂 ( 同 8 年 )15)、滋賀県では国宝都久夫須麻神社本殿 ( 同 11
年 )16)、国宝西明寺本堂 ( 同 13 年 )17)、奈良県では国宝法隆寺礼堂や東院鐘楼 ( 同 10 年 )18)、重要文
化財法隆寺地蔵堂 ( 同 12 年 )19) などの修理工事がおこなわれ、報告書も次々と刊行されるようになり、
中世の軒規矩が少しずつ知られるようになってきた時期である。
　この頃、文化庁 ( 当時の文部省宗教局保存課 ) では、軒規矩術の研究の気運が急速に高まり、研究
が盛んに始められたことを、上田虎介が紹介していて 20)・注 4)、昭和初期の 10 年前後はまさしく中世
軒規矩術研究の黎明の時期であったと言える。
　こうした軒規矩術研究の高まりと集まり始めた軒規矩の知見を背景に、昭和 17 年、大岡實は「建


















1-4. 研究の背景－その 2. 近世軒規矩についての現代の理解
　一方、中世はともかく近世の軒規矩の技法については、大岡實が「現在我吾々が比較的明瞭に考へ
得る日本建築の規矩は桃山時代に起こり江戸時代初期に完成したものであって、( 後略 )」24) と述べ
たように、軒規矩術の完成時期と認識されていたことが判る。
　同様の意識は、同じく文化庁の課長を務めた服部勝吉が、上田虎介と共に著した『建築規矩術』( 昭
和 23 年 ) の序において、「江戸時代初中期には全くその完璧に達したと見られてゐる。」25) と述べて
いることでも確認出来るであろう。
　その後、上田虎介は数多くの文化財建造物修理を手掛け、積極的に軒規矩術に関する論考を発表し
て、昭和 55 年 4 月には規矩術 ( 近世規矩 ) の分野において選定保存技術保持者に認定されるに至っ
ては 26)、近世の軒規矩術法については概ね解決されたような印象を広く与えているに違いない。











































　代表的なものを挙げると、大竹巽、中村只八 ( 中村達太郎序 ) が大正 10 年に著した『新式規矩術』
28) では、平の軒出は最後に求められることが明記されていて、明らかに「引込垂木法」である。その他、
建仁寺流 12 代の大島盈株の遺作集で昭和 4 年に著わされた『日本建築図譜』29) や内務省技師で神社





探ってみたい ( 以下の図は全て『国宝・重要文化財 ( 建造物 ) 実測図集』から引用 )。
　戦後の軒規矩図では、「現代軒規矩術法」が広く認められることから、昭和 20 年以前の軒規矩を
描いた「保存図」を年代順に整理したものが表 1 である。
　「保存図」の中の軒規矩図で最古例に属するものとして、建長寺昭堂の軒規矩図 ( 大正 13 年 ) があ
るが、茅負正面図と平の断面図を重ねた図にさらに隅木側面を重ねているために、垂木割が 2 種類
描かれている ( 図 1)。つまり、伝統的な「引込垂木法」の図法に「現代軒規矩術法」の隅木側面を基
準にした考え方を加えた軒規矩図になっていて、「現代軒規矩術法」はまだ完成しているとは言えな
い。類似の例は不動寺本堂の軒規矩図 ( 昭和 8 年 ) でも確認出来る ( 図 2)。
??　??の??と??
?－5 【5】






　建長寺昭堂 大正 13 年 解体修理 － ○ 垂木割は隅木真と側面の 2 通りある
　善光寺本堂 ( 大分 ) 大正 15 年 解体修理 － 不　明 図面は位置は「現代軒規矩術法」と同じ
　西願寺阿弥陀堂 昭和 2 年 解体修理 有 不　明 同　上
　竹林寺本堂 昭和 6 年 屋根替修理 － ○ 基準を隅木側面としない
　石山寺多宝塔 昭和 7 年 解体修理 － ○ 基準を隅木側面としない
　正福寺地蔵堂 昭和 8 年 解体修理 有 不　明 完全な軒規矩図にはなっていない　
　不動寺本堂 昭和 8 年 解体修理 － 　 ○ 基準を隅木側面としない
　石山寺東大門 昭和 8 年 解体修理 － ○ 基準を隅木側面としない
　安国寺釈迦堂 昭和 8 年 解体修理 － ○ 分離型
　福済寺本堂 昭和 8 年 解体修理 － ○ 一体型　戦災焼失
　喜光寺本堂 昭和 8 年 解体修理 － ○ 基準を隅木側面としない
　鑁阿寺本堂　 昭和 9 年 解体修理 有 　 ○ 基準を隅木側面としない
　前山寺三重塔 昭和 9 年 解体修理 － ○ 分離型
　錦織神社本殿 昭和 10 年 解体修理 － ○ 分離型
　長弓寺本堂 昭和 10 年 解体修理 － ○ 分離型
　法隆寺東院鐘楼 昭和 10 年 解体修理 － ○ 分離型
　石手寺三重塔 昭和 10 年 解体修理 － ○ 一体型
　滝山寺三門 昭和 11 年 解体修理 － ○ 分離型
　都久夫須麻神社本殿 昭和 11 年 解体修理 有 ○ 一体型
　勝鬘院多宝塔 昭和 11 年 解体修理 － ○ 下層は分離型　上層は一体型
　南明寺本堂 昭和 11 年 解体修理 有 ○ 一体型
　法隆寺西円堂 昭和 11 年 解体修理 有 ○ 分離型
　護国院鐘楼 昭和 11 年 解体修理 有 ○ 分離型
　瑞龍寺仏殿 昭和 12 年 解体修理 有 ○ 一体型
　聖神社本殿 昭和 12 年 災害解体修理 有 ○ 一体型
　法隆寺地蔵堂 昭和 12 年 解体修理 有 ○ 分離型
　根来寺多宝塔 昭和 12 年 解体修理 有 ○ 一体型
　石津寺本堂 昭和 12 年 解体修理 有 ○ 分離型
　豊楽寺薬師堂 昭和 12 年 解体修理 － ○ 一体型
　大聖寺不動堂 昭和 13 年 解体修理 有 ○ 一体型
　妙成寺三光堂 昭和 13 年 解体修理 有 ○ 一体型
　妙成寺経堂 昭和 13 年 解体修理 有 ○ 一体型
　西明寺本堂 昭和 13 年 屋根替修理 有 ○ 分離型
　西明寺三重塔 昭和 13 年 屋根替修理 有 ○ 分離型
　興福寺東金堂 昭和 14 年 解体修理 有 ○ 一体型
　一乗寺三重塔 昭和 17 年 解体修理 － ○ 一体型
表 1　戦前期までの「保存図」における軒規矩図一覧
　他に、石山寺多宝塔の図 ( 昭和 7 年 ) や同東大門の図 ( 昭和 8 年 ) も隅木側面を基準にした図には
なっておらず、「現代軒規矩術法」とは言い難く、竹林寺本堂の図 ( 昭和 6 年 ) や鑁阿寺本堂の図 ( 昭
和 9 年 ) も「現代軒規矩術法」である根拠が認められない。
　しかし、安国寺釈迦堂の軒規矩図 ( 昭和 8 年 ) は、図面の配置は現代のものと異なるが、隅木側面
を基準とした「現代軒規矩術法」と認めることが出来る ( 図 3)。さらに、降って興福寺東金堂の図 (
昭和 14 年 ) では、現在の形式と全く同じ形式の「現代軒規矩術法」が完成していることが判る。
　図 3 と図 4 は一見違う軒規矩図に見えるが、配置が違うだけで隅木側面を基準としている点では




の軒規矩図の「保存図」の作図方法から判断すると、昭和 8 年から 10 年頃に成立した可能性がある
??　??の??と??
?－6 【6】
図 1　建長寺昭堂　軒規矩図 ( 大正 13 年　筆者書込みあり )
下段の茅負正面図と平断面図において、垂木割が 2 通り描かれている。
1 ～ 9 は隅木真を基準とした場合の垂木真の位置を示し、
①～⑨は隅木側面を基準にした場合の垂木真位置を示す。
近世の「引込垂木法」の表記に「現代軒規矩術法」を重ねた図になっている。









図 3　安国寺釈迦堂の軒規矩図 ( 昭和 8 年 )
図面は分離されているが ( 分離型 )、すべて隅木側面を基準に作図されている。
昭和初期の軒規矩図はこうした形式をとるものが多い。
図 4　興福寺東金堂の軒規矩図 ( 昭和 14 年 )　































多くの研究報告や著作があり 33)、昭和 55 年に選定保存技術保持者 ( 規矩術 ) に選定された。この選

































　そうした業績から平成 3 年 12 月に選定保存技術保持者 ( 規矩術 ) に認定された。






















































































3-2. 配付垂木割が、標準の 1 枝寸法と揃わない理由
　中世において平面の柱間寸法が枝割制で決定されていれば、組物とは六枝掛の関係になるのが一般
的で、平面や組物を決定する基準となる標準の 1 枝寸法が存在する。しかし、軒桁から外側の配付

















































































導き出した中世軒規矩術法 (「留先法」と言う ) によって、修理工事報告書や保存図の軒規矩図を基










　第 1 編から第 3 編までの 3 編構成とする。
　第 1 編は、中世の軒規矩術法について、「留先法」という仮説を提示し、実際に調査する機会を得
た建造物の軒の復原をおこない、その仮説の正当性を論じる ( 第 1 章 )。
　次にその仮説をもとに、入手可能な軒規矩図を使って、最も遺構例が多く正式な軒形式である二軒
繁垂木を中心に検証をおこない ( 第 2 章 )、その他の平行垂木である一軒疎垂木、一軒繁垂木、二軒




そこでは「引込垂木法」が述べられていることを指摘し、その技法について明らかにする ( 第 6 章 )。
　次に、それ以外の、大工文書や版木本の軒規矩術法を検証し、やはり全てにおいて「引込垂木法」
が述べられていることを検証する ( 第 7 章 )。
　さらに、幕末に著された『独稽古隅矩雛形』において、同じ「引込垂木法」でありながら、設計基
準の統一が計られ、「引込垂木法」が変容することになり、その変容が「現代軒規矩術法」をもたら
した可能性があることを指摘する ( 第 8 章 )。
　第 3 編は、中世、近世を通して見られる、隅の軒出と平の軒出の関係 ( 第 9 章 )、垂木勾配の決定
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復原する事例は、筆者が解体修理工事に従事し知見を得た桑実寺本堂 ( 室町時代前期 ) と、当初隅








軒出とは平の軒出 ( 軒桁真から茅負外下角まで ) をいい、まずはじめに平の断面を決定するという
考え方は、一般的に広く受け入れられている。
例えば、近世初期の木割書『匠明』の軒出の記述について、伊藤要太郎は『匠明五巻考』において、





意寺三重塔修理工事報告書』では、平の軒出は、初層が地軒 6.83 枝、飛檐 4.61 枝であるが、各層と
も 7 枝 5 枝と解説されている 10) ( 近世の「引込垂木法」による表記では、軒出は配付垂木の数であ

































































































1 枝寸法は標準間 (14 枝 ) が 6.41 寸 ( 当初寸法 6.4 寸 )、中央間 (16 枝 ) が 6.46 寸 ( 同 6.45 寸 ) とし、




軒は中世に一度全面的な解体修理を受け、さらに寛永 17 年 (1640) にも修理されている。また、正


















や平枘穴が残っていて、それらは正確に 6.1 寸弱で割付けられていたことが判明した ( 但し木負口脇
位置は埋木のために不明 )。つまり、桁外の当初の配付垂木の 1 枝寸法は、桁内の標準間の 1 枝 6.41
寸に対し 3 分短い値であった。
この 1 枝寸法の違いは、側廻りの出三斗組の肘木長さ ( 方斗 - 巻斗真 ) においても確認出来る。壁
付方向の肘木長さは、標準間の 1 枝 6.41 分の 2 枝分で通例どおり六枝掛となっているが、手先方向
の肘木長さは、配付垂木割である 1 枝 6.1 寸の 2 枝分と一致する。つまり、肘木長さは、壁付方向










木鼻が切揃えられていた ( 図 4)。

















を標準間の 1 枝寸法の裏目 6.41 寸で除すと、ちょうど 7.0 枝となり計画性があると判断出来た。こ
のことから、隅木真で入中から木負留先までを軒の計画の最初の段階と仮定して、以下の計画の流れ
を想定した ( 図 5)。
①　木負留先長さの決定：隅木真上で入中から木負留先までを決定する。長さを決定するのは、柱間
寸法を決定したのと同じ枝割制によって決めるもので、標準間の 1 枝寸法 (6.41 寸 ) の何枝分として
木負の留先を決定する ( ここでは計測結果の 7 枝とした )。
　裏目 6.41 寸× 7 枝＝裏目 4.487 尺 ( 木負留先長さ )
　実測値 4.496 尺より 9 厘短いが、誤差の範囲として良いであろう。
②　木負口脇の決定：木負留先から隅木半分 ( 裏目 ) を引いて、その値を隅木面に移せば、そこが木
負口脇位置になる ( 隅木の下幅は 5.0 寸 )。
　また垂木の割付は、隅木側面における出中墨からおこなうから、この場合、入中墨から出中墨 ( 隅
木 1 本裏目 ) の長さも引く必要がある。つまり、①で求めた入中から木負留先までの長さから、隅木
1.5 本 ( 裏目 ) を差引く。これを木負口脇長さとする。
裏目 4.487 尺－ (5.0 寸÷√ 2) × 1.5 本＝裏目 3.956 尺 ( 木負口脇長さ )
③　垂木割の決定：②で求めた出中墨から口脇までの長さ ( 木負口脇長さ ) を必要な枝数で割込む。
実際の垂木割は出中墨から木負口脇まで 6.5 枝であるから、6.5 枝で割込む。
裏目 3.957 尺÷ 6.5 枝＝裏目 6.09 寸 ( 配付垂木割 )
これにより、1 枝 6.09 寸を得る。実測結果においても 6.1 寸弱の割付であったが、この理論値とよ
く一致すると言える。













定勾配 2.8 分を得た。木負を矩 ( 直角 ) として居定勾配を投げ勾配に取ると、その投げ勾配上で平か
ら 6.6 寸反り上がった位置に、上で定めた木負口脇位置が納まることが判明した。
木負成を現状と同じ 5.5 寸と仮定すると、木負は平から木負口脇まで約 1.2 本分の反り上がりとな

















枝又は ( 整数 +0.5) 枝を求めると ( ここでは検討の結果 5.5 枝分とした )、





して進める ) から、茅負口脇までを必要な垂木数や 1 枝寸法で割込めば完成する。この飛檐垂木の 1
枝寸法は比較的自由に決定出来るが、ここでは先に求めた地垂 1 枝の 6.09 寸で木負口脇から追って
いき、残りが茅負口脇と 1 番垂木の小間として妥当かを検討することとする。
　木負口脇から 6.1 寸を 5 枝分取ると、
　裏目 3.526 尺－裏目 6.09 寸× 5 枝＝裏目 4.81 寸
　となり、茅負口脇から 1 番垂木の真までが裏目 4.8 寸になる。
　茅負口脇から 1 番垂木真までは、1 枝から垂木幅 (2.7 寸 ) 半分差引いた値となると小間が揃うこと
になるから、
　裏目 6.09 寸－ ( 裏目 2.7 寸÷ 2) ＝裏目 4.66 寸
　となり、1.5 分の誤差で先に求めた茅負と 1 番垂木の小間と一致し、茅負口脇と 1 番垂木の小間と
して問題のない値となった。





求めた木負口脇位置から、寛永の飛檐隅木の曲線 ( 飛檐垂木上端線 ) をほぼそのまま上へ移動させた
ものを描き、その線上に先に求めた茅負口脇の平面上の位置を仮定した ( 図 6)。
原寸図で定めた平の断面から 1.1 寸の茅負前面の投げ勾配を引くと、仮定した茅負口脇位置は投げ






















このような割付の実際例は、国宝明王院五重塔 20)、重要文化財勝福寺観音堂 21) で報告されている。




若松寺観音堂 24)、都久夫須麻神社本殿 ( 身舎 )25)、寶積寺三重塔 26)、大崎八幡神社本殿 27)、神明神社
観音堂 28) などの事例を挙げることが出来る。










あった。復原の結果、現状と比べて飛檐垂木は 1 本多くなり、論治垂木は 5 番から 6 番垂木となる。
復原された各面の軒の飛檐垂木の総数は、正面が 88 本から 90 本となる。側面は背面が一軒に省



























とから判断して、平面は入側の 1 枝寸法で計画されたと考える方が、可能性が高いと考えられた注 13)
( 図 10)。
   　                  　　  実際の軒 　　　　　     入側内陣の化粧屋根裏
 中央間  16 枝 (1 枝＝ 6.65 寸 )　　⇒ 　 18 枝 (1 枝≒ 5.8 寸 )
 脇　間  14 枝 (1 枝＝ 6.69 寸 )　　⇒ 　 16 枝 (1 枝≒ 5.85 寸 )








は、論治垂木までを 6.4 寸とし、それより先は 6.3 寸で割り、1 番垂木と茅負口脇の間は 8.4 寸と大
きく開いた納まりになっている。後述する当初の隅木に残る垂木割は、6.4 寸を少し切る値であるか
ら、現状の地垂木の割は当初の垂木割をほぼ踏襲した可能性がある。
部材の年代は、地隅木の正面 2 丁が明治以前 ( 天和 2 年か ) で、垂木の割付が変更した痕跡は認め
られないが、背面の 2 丁は拡張期から天和までのものと推察され、垂木の割付の変更が認められる。
飛檐隅木は正面が地隅木と同じ年代で、背面は明治材である。なお現状の隅木幅は 6.8 寸で当初の














分が残る。下端幅は 5.8 寸注 14) で側面を柾目とした檜材で、上端に飛檐隅木のダボ穴、鼻先には木負
内側の刳りが残るが、留先部分は大引に転用された時に枘として欠き取られて、はっきりとは残って
いない ( 図 12、13)。








木負の反りは、作図により想定される口脇位置で 5 寸程と推定されるから、現状の 2.4 寸より 2 倍
以上反っていることになる。
4-5. 当初軒の復原





端間の実際の軒の割には近いが、標準間として通常使われる脇間 (1 枝 6.69 寸 ) や中央間 (1 枝 6.65
寸 ) に対して 2-3 分ほど小さく、その 1 枝寸法がどのように決定されたかが課題となる。
4-5-1. 木負留先の位置と地垂木割の復原
西明寺本堂においても、桑実寺本堂と同様の「留先法」の技法で、当初の軒を復原することが可能
であるかを検討する ( 図 14)。
①　木負留先長さの決定：木負の留先廻りは、ほとんど痕跡が残っておらず、木負の内側の口脇が概
ね判明する程度である。そこで、木負の留先を理論値から先に求めることとする。
　設計の基準となる 1 枝寸法は、先に述べたように、実際の軒の 1 枝寸法ではなく、それより 2 枝
多い入側内陣の化粧屋根裏の垂木割の方がふさわしい。脇間と中央間で 5 厘ほど違いがあるが、こ
こでは端数のない中央間の 5.8 寸を基準の 1 枝寸法とする。また隅木の基準墨は、桑実寺では入中墨
であったが、ここでは入中墨ではうまく納まらず、出中墨から取ると納めることが出来た。
　隅木真上で出中から基準の 1 枝の 7.5 枝をとると、
　裏目 5.8 寸× 7.5 枝＝裏目 4.35 尺 ( 木負留先長さ )
　となり、木負留先位置が定まる。
②　木負口脇の決定：西明寺の場合は、はじめに出中から留先を取っているので、この木負留先位置
から隅木半分 ( 裏目 ) を引いて隅木側面に移して出中から取ると木負口脇位置  ( 木負口脇長さ ) が定
まる。この位置は木負内側の口脇痕跡を基準に木負幅が現状と同じ 4.8 寸と仮定して得られる木負口
脇と、ほぼ一致する位置となった。
　裏目 4.35 尺－ (5.8 寸÷√ 2) × 0.5 本＝裏目 4.145 尺 ( 木負口脇長さ )
③　垂木割の決定：②で求めた木負口脇から出中まで  ( 木負口脇長さ ) を、実際の垂木数である 6.5
枝で割付けると、



























現状の飛檐垂木の垂木割は 6.3 寸で、地垂木割に比べて 1 分短いだけであるが、茅負口脇と 1 番垂
木の小間は大きく開いている。
当初飛檐隅木は、資料を欠くため直接知ることが出来ないが、地隅木と同様に「留先法」によって
垂木割を検討する ( 図 16)。
設計の基準は同じく実際の軒の 1 枝寸法ではなく、入側の中央間の化粧屋根裏の枝割である 1 枝
5.8 寸とする。
①　茅負留先長さの決定：先に決めた木負留先から、5.5 枝とった位置を茅負留先位置と決定する。

















一方、現状の飛檐垂木の居定勾配は 9 分、茅負前面投げ勾配も 1 寸とほぼ垂直に近い勾配である。
中尊寺金色堂なども、茅負は、ほぼ垂直に反り上がるから、西明寺本堂でも少しだけ茅負の形を鋭角
に木造れば投げは垂直になる。つまり、茅負も垂直に反り上がるとすれば、当初の飛檐垂木の平の軒
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注 5) 側面前より 2 つめの柱間寸法は 22 枝であるが , 標準間 14 枝の 1 間に半間 (7 枝 ) を加えた変則
的な柱間となる。1 枝寸法が 1 厘長いのは、当初尺が 5 尺に対して 1 分ほどの延びがあったためで、
遺構尺は 1.002 尺と推定された。
注 6) 報告書の詳細図では、手先方向の肘木長さを 1.282 尺とし、1 枝を 6.41 寸と基準尺の延びを加
えているが、それは機械的に遺構尺による延びを加えただけである。また、実際の隅木の垂木割
は 6.1 寸より若干短い値であった。






注 9) 修理前の納まりは , 木負は 5.5 寸 ( 成 1 本 ) の反り上がりで、口脇は木負投げ上になく 1 寸前に
出した位置にあった。論治垂木と次の垂木の間は、7.3 寸近くあり大きく開く無理な納まりであ
った。
注 10) 文献 3) の内、大岡實：「茅負における特殊なる技法、茅負曲線の一性質について」において紹
介されている。
注 11) 文献 29) 第 10 章において「中世前期の仏堂・層塔遺構では垂木総数が 100 の単位で整うと
いう現象が顕著に認められる。」とする。桑実寺本堂も現状の側面は 98 本、正面 88 本であるが、
復原すると各面 2 本ずつ増えて、側面は 100 本、正面が 90 本となる。桑実寺本堂の事例は、中
世の軒が後世の改造によって、軒出を縮め、投げを近世風に投げ成りに反ると、1 本減じた垂木
数になるという典型と考えられる。
注 12) この時刊行された『国宝西明寺本堂他一棟修理工事報告書』では、当初隅木の写真の掲載は 1
枚もなく、発見の記述もない。ただ刊末の発見資料一覧表に 2 丁とあるだけである (1 丁の間違い )。
注 13) 前掲文献 30) 及び注 12) において、西明寺本堂の 1 枝寸法の根拠を 1 丈 /15 枝 (0.6667 尺 )
とするが、値は同じとはいえず、中央間や側面後端間 ( 当初 ) の 1 枝寸法も説明しきれない。西
明寺本では、平面計画については本論で示した内陣化粧屋根裏による 1 枝寸法を使用し、実際の
軒の 1 枝寸法は 1 丈 /15 枝に近似した値としたものと考えられる。

















第 1 章の検討では、平の軒出が判明していため「留先法」の計画を 3 段階の工程として示したが、





と呼ぶ ) のいずれかから留先位置を水平距離で定める。前章で復原した桑実寺本堂、西明寺本堂の 2
例では、留先位置までの長さは枝割制によって定められていたが、留先までの長さの決め方には、そ
れ以外の方法もある。
隅木基準墨から木負留先までを木負留先長さ L1、そこから茅負留先までを茅負留先長さ L2 とし、
L1 と L2 を合せた全体つまり隅木基準墨から茅負留先まで (「隅の軒出」) を L0 とする。なお、L1、L0
において、出中墨を基準とする場合は L1( 出 )、L0( 出 )、本中墨の場合は L1( 本 )、L0( 本 )、入中墨の場合は































代から室町時代までの 164 事例を対象とした注 1)。分析の結果は表 1 に掲げた通りである注 2)・注 3)。
「留先法」では、はじめに隅木真上に木負、茅負の留先位置を決定する必要があるが、留先位置の
決定方法において大きく 2 つの形式に分類することが出来ると考えられた。その 2 つの形式を、便
宜的に「基本型」と「按分型」と呼ぶこととする。





図 1　「留先法」( 基本型、按分型 ) の作図の流れ









「按分型」は、はじめに隅木基準墨から茅負留先までの出 ( 隅の軒出 )L0 を決めた後、それを按分し









とした ( 図 2)。この形式を C 型とする。
以上の分類を纏めると、以下の通りである。
なお、図面上からは A － 1 と B － 1 どちらにも分類出来る事例が認められるが、明らかな按分型
が現れるのが鎌倉時代中期であることから、それ以前のものは「基本型」A － 1 に分類した。
基本型   A
完 数 式・・・ A － 1
枝 数 式・・・ A － 2
按分型   B
完 数 式・・・ B － 1
枝 数 式・・・ B － 2
総割型   C
　
3-1. 基本型 (A 型 )








醍醐寺五重塔 2)：天暦 6 年 (952)
飛檐隅木廻りの復原資料が乏しいが、規矩図を参照にすると出中墨を基準に木負留先まで L １表目
7.3 尺、木負留先から茅負留先まで L2 表目 3.7 尺、合計した隅の軒出 L0( 出 ) は表目 11.0 尺で決定さ




l図 2　「留先法」( 総割型 ) の作図の流れ








を参考に木負、茅負の留先を求めると、出中墨を基準に木負留先まで L1( 出 ) 裏目 5.0 尺、木負留先か
ら茅負留木まで L2 裏目 3.0 尺、合せて隅の軒出 L ０( 出 ) は裏目 8.0 尺と正確な完数値で計画されてい
ることが判る。平の軒出は 7.91 尺で、地軒と飛檐の比はほぼ 9：5 となる ( 図 4)。
中尊寺金色堂 4)：天治元年 (1124)
軒廻り材のほぼ全てが当初材であり、「留先法」でよく説明が出来る。出中墨を基準に L1( 出 ) 裏目
3.5 尺、L2 裏目 2.2 尺で、合せて隅の軒出 L0( 出 ) は裏目 5.7 尺となる。平の軒出は 5.82 尺で、地軒と




出中墨を基準に木負留先まで L1( 出 ) 裏目 3.0 尺、木負留先から茅負留先まで L2 裏目 1.8 尺で、隅の
軒出 L0( 出 ) は裏目 4.8 尺となる。隅の軒出は 5：3 の整数比関係も認められる。平の軒出は 4.91 尺、






3-1-2. 基本型 / 枝数式 (A-2)




実際の留先長さは、標準間の 1 枝寸法の整数倍又は整数倍に 0.5 枝を加えたもので決定される。木
負留先は 6.0 ～ 8.0 枝、茅負留先は 4.0 ～ 6.0 枝程度とするものが多く、全体で 10.0 ～ 12.0 枝とな
るものが標準的である。この計画上の枝数に対し、実際の桁外の配付垂木数が一致することは稀で、
地垂木で 1 枝少なくなる場合が多い。
鎌倉時代では、金剛峯寺不動堂、明王院本堂、海住山寺五重塔 ( 初層、五層 )、法道寺食堂などが
代表的な遺構として挙げられる。
海住山寺五重塔初層 7)：建保二年 (1214)
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中
図 4　平等院鳳凰堂身舎　基本型 / 完数式 (A-1)
ｳ：裏目寸法を示す




から茅負留先まで L ２裏目 1.65 尺 (5 枝 ) と木負、茅負の留先を定めている。そこから口脇位置を定
め、論治垂木から内側の地垂木割を実際の垂木数で割込むと 1 枝 4.06 寸、外側の飛檐垂木割は、先
に茅負口脇から垂木半分をとり小間を揃えてから (3 分ほど誤差があるが )、残りを垂木数で割込んで
1 枝 4.27 寸が決められたものと考えられる ( 図 7)。
平の軒出は 4.0 尺と完数で定め、地軒と飛檐を 3：2 の比率とする。
室町時代では、浄土寺阿弥陀堂、明王院五重塔、桑実寺本堂、興福寺東金堂、教王護国寺講堂など
を挙げることが出来る。
興福寺東金堂 8)：応永 22 年 (1415)
後世の改造が少なく当初形式をよく保存している遺構で、本中墨を基準に標準の 1 枝寸法 7.54 寸
を基に、木負留先まで L1( 本 ) 裏目 6.03 尺 (8 枝 )、木負留先から茅負留先まで L ２裏目 3.39 尺 (4.5 枝
) と木負、茅負の留先を順に定める。そこから木負口脇を求め実際の垂木数で割込んで、配付垂木割
1 枝 7.2 寸を得る。論治垂木真から外は同じ 1 枝寸法で論治垂木から追っていき、茅負口脇と 1 番垂
木の小間はその残りとする。この方法で飛檐垂木割を定めると、1 番垂木の小間が揃わない可能性が
あるが、配付垂木割を全て揃えることが出来るため多用されている。
平の軒出は、9.15 尺を地軒と飛檐を 5：3 の比率とする ( 図 8)。
3-2. 按分型 (B 型 )
3-2-1. 按分型 / 完数式 (B － 1)
はじめに茅負留先長さ ( 隅の軒出 )L0 を完数によって決定した後、それを整数比で按分して L1 と L2
を決定する形式である。基本型と異なり木負留先は後決めされることになる。
鎌倉時代中期以降出現し、室町時代は先の A － 2 に次いで多く見られる。この B － 1 形式は二軒
疎垂木や扇垂木でも広く採用されている注 5)。
鎌倉時代の遺構としては、豊満神社四脚門 9) がこの形式の古例に属する。この建物も茅負留先長さ
が表目で決定されていると考えられる。それ以後では、西明寺 ( 滋賀 ) 三重塔各層、石手寺三重塔各
層が挙げられるが、この時代の遺構はまだ多くはない。
石手寺三重塔初層 10)：鎌倉時代後期
本中を基準に茅負留先まで ( 隅の軒出 )L0( 本 ) を裏目 6.0 尺と定め、木負留先までＬ 1( 本 ) と木負留先
から茅負留先までＬ 2 を 3：2 の比によって定めている。また、平の軒出は 5.87 尺とするが、地軒と





三層はその代表的事例で、入中を基準に茅負留先まで ( 隅の軒出 )L0( 入 ) を裏目 5.0 尺で定め、木負
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平の軒出は 4.73 尺とするが、地軒と飛檐の比率は√ 2：1 に正確に按分されている ( 図 10)。
3-2-2. 按分 / 枝数型 (B-2)
茅負留先長さ ( 隅の軒出 )L0 を、枝割制で何枝と決定した後、木負留先位置を整数比で按分して定
めるものである。
海住山寺五重塔二層 12)：建保二年 (1214)
これに分類される古例である。初層は A － 2 であるから層の間で方式が異なるが、茅負留先長さ
が枝割制で決められている点は共通する。こうした違いは層塔の中間層という事情に起因していると
考えられる。
隅は、本中を基準に茅負留先まで ( 隅の軒出 )L0( 本 ) を 9.5 枝と定め、それを 3：2 に按分して木負
留先位置 L1( 本 ) を定めている。平の軒出は 3.78 尺でやはり地軒と飛檐を 3：2 に按分し木負位置を決
めている ( 図 11)。






































































































































































































































代建 物 名 / 層等




































全長 地軒 飛檐 全長 地軒 飛檐 全長 地軒 : 飛檐 枝数 地軒 : 飛檐
平安時代
醍醐寺五重塔 1 天暦 6 952 木 － 出 A-1 11.00 7.30 3.70 6 2 － .850 1.010 － .850 .905 5.23 5.78 2.68 2.96 2 ： 1 .75 .38 1.97 .53 
平等院鳳凰堂身舎 天元 1 1053 木 － 出 A-1 8.00 5.00 3.00 5 3 － .850 .960 － .913 .968 5.06 5.23 2.85 2.94 7 ： 4 .80 .40 2.00 .57 
平等院鳳凰堂裳階 天元 1 1053 論 － 出 A-1 5.00 3.00 2.00 3 3 ○ .380 .767 .796 .796 .813 3.14 3.86 1.81 2.23 7 ： 4 .60 .26 2.31 .42 
中尊寺金色堂 天治 1 1124 木 － 出 A-1 5.70 3.50 2.20 5 3 － .318 .682 － .686 .678 3.62 5.34 2.20 3.24 5 ： 3 ○ .50 .18 2.78 .35 
當麻寺本堂 永暦 2 1161 木 － 出 A-1 8.00 4.80 3.20 5 4 － .670 .975 .965 .873 .895 5.03 5.62 2.95 3.30 5 ： 3 ○ .86 .32 2.69 .61 
一乗寺三重塔 1 承安 1 1171 木 ○ 入 A-1 6.10 4.00 2.10 6 4 口 .547 .520 .568 .516 .557 3.72 6.68 2.10 3.77 7 ： 4 .50 .20 2.50 .35 
　　　　〃　　　　2 承安 1 1171 論 ○ 入 A-1 5.90 3.80 2.10 6 4 口 .550 .50 他 .528 .52 他 .510 3.52 6.90 2.05 4.02 7 ： 4 ○ .44 .20 2.20 .31 









福智院本堂 建仁 3 1203 木 ○ 入 A-1 8.00 4.80 3.20 6 5 ○ .580 .640 .635 .635 .635 4.46 7.02 3.20 5.04 7 ： 5 .70 .28 2.50 .49 
海住山寺五重塔 1 建保 2 1214 論 － 本 A-2 11.0 6.0 5.0 5 4 ○ .353 .427 .406 .406 .411 2.37 5.77 1.63 3.97 (7 ： 5) .34 .18 1.89 .24 
　　　　　〃　　　　 2 建保 2 1215 論 － 本 B-2 9.5 3 : 2 5 4 ○ .315 .394 .376 .389 .411 2.29 5.57 1.49 3.63 (3 ： 2) .34 .18 1.89 .24 
　　　　　〃　　　　 5 建保 2 1216 木 － 出 A-2 8.0 4.5 3.5 4 4 ○ .300 .370 .400 .400 .417 1.96 4.70 1.40 3.36 7 ： 5 .34 .18 1.89 .24 
大報恩寺本堂 安貞 1 1227 論 ○ 入 A-1 8.10 5.20 2.90 6 4 ○ .689 .742 .742 .699 .667 4.82 7.23 2.87 4.30 5 ： 3 ○ .56 .27 2.07 .40 
東大寺念仏堂 嘉禎 3 1237 木 － 本 A-1 6.50 3.60 2.90 5 5 口 .505 .55 他 .610 .600 .592 3.50 5.91 2.86 4.83 6 ： 5 .54 .21 2.57 .38 
元興寺極楽坊本堂 寛元 2 1244 木 ○ 本 A-1 7.00 4.30 2.70 7 4 ○ .570 .680 .685 .685 .629 5.27 8.38 2.54 4.04 (2 ： 1) .56 .28 2.00 .40 
光明寺楼門上 宝治 2 1248 木 － 本 A-1 5.00 2.70 2.30 4 4 ○ .570 .550 .550 .550 .503 2.66 5.29 2.24 4.45 6 ： 5 ○ .46 .21 2.19 .33 
釈尊寺観音堂宮殿 正嘉 2 1258 木 － 出 A-1 1.00   .60   .40 3 3 ○ .100 .140 .173 .162 .160 .64 4.00 .39 2.44 5 ： 3 .13 .07 1.92 .09 
新薬師寺地蔵堂 文永 3 1266 木 ○ 入 A-1 4.80 3.00 1.80 5 4 ○ .400 .470 .460 .460 .500 2.85 5.70 2.24 4.48 5 ： 4 .54 .27 2.00 .38 
明通寺三重塔 1 文永 7 1270 木 － 出 A-1 5.90 3.30 2.60 6 5 ○ .490 .50 他 .540 .48 他 .530 3.40 6.42 2.50 4.72 4 ： 3 .46 .21 2.19 .33 
       〃　　　　 2 文永 7 1270 木 － 出 A-1 6.00 3.55 2.45 6 5 ○ .450 .51 他 .500 .50 他 .525 3.40 6.48 2.50 4.76 4 ： 3 .43 .21 2.05 .30 
       〃　　　　 3 文永 7 1270 木 － 出 A-1 5.80 3.30 2.50 6 5 ○ .440 .51 他 .530 .49 他 .520 3.40 6.54 2.50 4.81 4 ： 3 .45 .21 2.14 .32 
西明寺本堂 鎌倉前 1274 論 ○ 出 A-2 13.0 7.5 5.5 6 5 口 .638 .638 .638 .638 .580 4.56 7.86 3.19 5.50 √ 2 ： 1 .58 .26 2.23 .41 
長寿寺本堂 鎌倉前 1274 木 － 入 A-2 11.0 6.5 4.5 5 5 ○ .470 .650 .730 .730 .700 4.22 6.03 3.15 4.50 4 ： 3 .59 .24 2.46 .42 
如意寺阿弥陀堂 鎌倉前 1274 論 ○ 出 A-2 11.0 6.0 5.0 5 5 口 .525 .525 .525 .525 .507 3.10 6.12 2.35 4.64 4 ： 3 .43 .19 2.26 .30 
法隆寺東院鐘楼 鎌倉前 1274 論 ○ 出 A-1 4.80 3.00 1.80 5 4 ○ .422 .460 .550 .494 .570 3.12 5.47 1.79 3.14 7 ： 4 .56 .20 2.80 .40 
金剛峯寺不動堂背北 鎌倉前 1274 木 ○ 本 A-2 12.5 7.5 5.0 6 5 ○ .548 .504 .547 .527 .503 3.73 7.42 2.54 5.05 3 ： 2 .45 .23 1.96 .32 
長弓寺本堂 弘安 2 1279 木 ○ 出 A-2 13.0 8.0 5.0 7 5 ○ .510 .633 .643 .643 .620 5.00 8.06 3.00 4.84 5 ： 3 .58 .26 2.23 .41 
大善寺本堂 弘安 9 1286 木 － 出 A-2 12.5 7.0 5.5 6 5 ○ .795 .695 .700 .700 .670 4.95 7.39 3.38 5.04 3 ： 2  ◎ .66 .25 2.64 .47 
海竜王寺経蔵 正応 1 1288 木 ○ 本 A-2 10.0 6.5 3.5 6 4 ○ .460 .600 .610 .610 .670 4.16 6.21 2.24 3.34 (7 ： 4) .54 .27 2.00 .38 
鑁阿寺本堂 正安 1 1299 木 － 入 A-1 11.00 6.50 4.50 6 5 ○ .610 .680 .680 .680 .670 4.42 6.60 3.09 4.61 √ 2 ： 1 .60 .25 2.40 .42 
法隆寺上御堂 文保 2 1318 木 － 入 A-1 9.50 5.80 3.70 7 5 ○ .580 .750 .750 .753 .748 5.95 7.95 3.60 4.81 5 ： 3 .78 0.33 2.36 .55 
明王院本堂 元応 3 1321 木 － 入 A-2 12.5 7.5 5.0 7 5 ○ .500 .530 .530 .530 .526 3.64 6.92 2.40 4.56 3 ： 2 ○ .52 .24 2.17 .37 
豊満神社四脚門 元享 3 1323 論 － 本 B-1 8.00 3 ： 2 6 5 ○ .434 .462 .484 .465 .486 3.28 6.74 2.30 4.73 √ 2 ： 1 .44 .21 2.10 .31
浄土寺本堂 嘉暦 2 1327 論 － 本 A-1 7.30 4.20 3.10 6 5 ○ .620 .610 .610 .610 .592 4.25 7.18 3.10 5.24 (4 ： 3) .62 .28 2.21 .44 
日竜峯寺多宝下 鎌倉後 1332 木 － 入 A-2 13.5 8.5 5.0 7 5 ○ .360 .360 .360 .360 .364 2.91 8.00 1.80 4.95 (5 ： 3) .40 .18 2.22 .28 
日竜峯寺多宝上 鎌倉後 1332 木 － 本 A-2 11.0 7.0 4.0 6 4 ○ .350 .350 .350 .350 .355 2.44 6.87 1.40 3.94 7 ： 4 .34 .16 2.13 .24 
金蓮寺弥陀堂 鎌倉後 1332 論 ○ 出 A-2 12.0 7.0 5.0 6 5 ○ .450 .450 .450 .450 .441 3.14 7.13 2.10 4.77 3 ： 2 .42 .20 2.10 .30 
石山寺鐘楼 鎌倉後 1332 論 ○ 入 A-1 8.50 5.00 3.50 6 5 ○ .550 .470 .470 .470 .470 3.28 6.98 2.44 5.19 4 ： 3 .44 .22 2.00 .31 
西明寺三重塔 1 鎌倉後 1332 論 － 入 B-1 5.00 3 ： 2 6 4 ○ .500 .495 .469 .469 .478 3.12 6.53 2.05 4.29 3 ： 2 .42 .21 2.00 .30 
西明寺三重塔 2 鎌倉後 1332 論 － 入 B-1 5.50 9 ： 5 6 4 ○ .470 .490 .480 .480 .474 3.21 6.77 2.01 4.24 (5 ： 3) .42 .20 2.10 .30 
西明寺三重塔 3 鎌倉後 1332 木 － 入 B-1 5.30 9 ： 5 6 4 ○ .401 .473 .465 .465 .445 3.08 6.92 1.88 4.22 5 ： 3 .42 .18 2.33 .30 
法道寺食堂 鎌倉後 1332 論 － 入 A-2 9.5 6.0 3.5 5 4 ○ .420 .530 .530 .530 .580 3.15 5.43 2.10 3.62 3 ： 2 .50 .21 2.38 .35 
朝光寺鐘楼 鎌倉後 1332 論 ○ 本 B-2 12.0 3 ： 2 6 5 ○ .270 .346 .346 .346 ０ 2.42 6.99 1.59 4.59 3 ： 2 .34 .16 2.13 .24 
安楽寺塔婆 鎌倉後 1332 木 ○ 入 A-2 12.5 7.5 5.0 6 5 ○ － － .450 .450 .461 3.20 6.94 － － (7 ： 5) .50 .23 2.17 .35 
浄妙寺多宝塔 鎌倉後 1332 論 ○ 入 B-1 5.00 3 ： 2  6 5 ○ .370 .410 .410 .410 .374 2.77 7.41 2.03 5.43 (7 ： 5) .32 .16 2.00 .23 
石手寺三重塔 1 鎌倉後 1332 木 － 本 B-1 6.00 3 ： 2 6 5 ○ .360 .502 .502 .502 .502 3.46 6.89 2.41 4.80 √ 2 ： 1 .52 .23 2.26 .37 
石手寺三重塔 2 鎌倉後 1332 木 － 本 B-1 5.75 3 ： 2 6 5 ○ .330 .485 .485 .485 .485 3.37 6.95 2.26 4.66 3 ： 2 .48 .22 2.18 .34 








浄土寺阿弥陀堂 貞和 1 1345 木 － 入 A-2 14.5 8.5 6.0 7 6 ○ .610 .493 .493 .493 .493 3.90 7.91 2.95 5.98 4 ： 3 ○ .50 .23 2.17 .35 
延暦寺転法輪堂 貞和 3 1347 木 － 本 A-2 13.0 8.0 5.0 7 5 ○ － － .735 .735 .735 5.53 7.52 － － 7 ： 5 .70 .35 2.00 .49 
明王院五重塔 貞和 4 1348 木 － 入 A-2 12.5 7.5 5.0 6 5 ○ .502 .472 .556 .514 .514 3.50 6.81 2.60 5.06 4 ： 3 ○ .50 .23 2.17 .35 
福祥寺本堂宮殿 応安 1 1368 木 － 入 A-2 12.0 7.0 5.0 6 5 － .210 .230 － .240 .242 1.61 6.65 1.15 4.75 7 ： 5 .22 .11 2.00 .16 
圓福寺本堂 応安 4 1371 論 － 入 B-1 4.70 5 ： 3 5 4 ○ .406 .455 .455 .455 .540 2.69 4.98 1.73 3.20 (3 ： 2) .36 .17 2.12 .25 
法隆寺地蔵堂 応安 5 1372 論 ○ 入 B-1 5.20 5 ： 3 8 6 ○ .273 .336 .336 .336 .336 3.05 9.08 1.93 5.74 (3 ： 2) .36 .16 2.25 .25 
興隆寺本堂 文中 4 1375 論 － 入 B-2 14.0 7 ： 5 6 5 ○ .709 .550 .550 .550 .503 3.76 7.48 2.95 5.87 (4 ： 3) .52 .23 2.26 .37 
宝福寺三重塔 1 永和 2 1376 木 － 出 A-2 10.0 6.0 4.0 5 4 ○ .400 .549 .500 .549 .442 2.58 5.84 1.72 3.89 3 ： 2 .40 .20 2.00 .28 
宝福寺三重塔 2 永和 2 1376 論 ○ 出 B-1 4.10 3 ： 2 5 4 ○ .400 .419 .422 .422 .442 2.35 5.32 1.67 3.78 7 ： 5 .33 .16 2.06 .23 
宝福寺三重塔 3 永和 2 1376 論 － 出 B-1 4.00 3 ： 2 5 4 ○ .420 .420 .400 .420 .442 2.33 5.27 1.67 3.78 7 ： 5 .33 .16 2.06 .23 
道成寺本堂 天授 4 1378 木 － 出 A-2 13.0 8.0 5.0 7 5 ○ .549 .714 .751 .712 .693 5.60 8.08 3.40 4.91 5 ： 3 .65 .30 2.17 .46 
如意寺三重塔 1 至徳 2 1385 木 － 出 B-1 5.6 7 ： 5 6 5 ○ .433 .464 .484 .484 .482 3.29 6.83 2.22 4.61 3 ： 2 .45 .20 2.25 .32 
如意寺三重塔 2 至徳 2 1385 論 ○ 出 B-1 5.6 9 ： 7 6 5 ○ .531 .475 .459 .459 .463 3.19 6.89 2.24 4.84 7 ： 5 .42 .20 2.10 .30 
如意寺三重塔 3 至徳 2 1385 木 － 出 B-1 5.6 9 ： 7 6 5 ○ .546 .471 .459 .459 .460 3.19 6.93 2.24 4.87 7 ： 5 .42 .20 2.10 .30 
西国寺金堂 至徳 3 1386 木 － 入 A-2 13.5 8.5 5.0 7 5 ○ .545 .545 .545 .554 .554 4.32 7.80 2.64 4.77 5 ： 3 .59 .25 2.38 .42 
滝山寺三門 室町前 1392 木 ○ 本 B-1 8.20 √ 2 ： 1 6 5 ○ .600 .682 .682 .682 .724 4.72 6.52 3.35 4.63 √ 2 ： 1 .63 .30 2.10 .45 
妙楽寺本堂 室町前 1392 論 ○ 出 B-1 7.10 7 ： 5 6 5 ○ .600 .600 .600 .600 .640 4.00 6.25 3.10 4.84 (5 ： 4) .50 .28 1.79 .35 
桑実寺本堂　 室町前 1392 論 － 入 A-2 12.5 7.0 5.5 6 6 口 .610 .610 .610 .610 .641 4.13 6.44 3.40 5.30 6 ： 5 ○ .50 .27 1.85 .35 
春日神社本殿 室町前 1392 木 － 出 B-2 9.5 3 ： 2 5 4 ○ .220 .343 .343 .343 .343 2.03 5.92 1.33 3.88 3 ： 2 .35 .16 2.19 .25 
宝幢寺本堂 室町前 1392 論 ○ 本 A-2 13.5 8.0 5.5 7 6 ○ .350 .500 .500 .500 .515 3.97 7.71 2.80 5.44 √ 2 ： 1 .54 .20 2.70 .38 
喜光寺本堂上 室町前 1392 木 ○ 入 B-1 9.40 5 ： 3 7 5 ○ .600 .700 .700 .700 .720 5.54 7.69 3.51 4.88 (5 ： 3) .72 .36 2.00 .51 
清水寺本堂 室町前 1392 木 － 入 B-1 11.00 3 ： 2 7 6 ○ .688 .753 .804 .758 .753 6.06 8.05 4.17 5.54 (7 ： 5) ○ .85 .30 2.83 .60 
常徳寺円通殿 応永　8 1401 木 － 本 A-2 15.5 10.0 5.5 9 6 ○ .260 .347 .356 .356 .365 3.61 9.89 2.05 5.62 7 ： 4 .30 .16 1.88 .21 
東福寺三門下 応永 12 1405 論 ○ 出 B-1 10.00 6 ： 4 5 4 ○ .951 1.022 1.065 1.022 1.065 5.93 5.57 3.98 3.74 3 ： 2 .94 .45 2.09 .66 
東福寺三門上 応永 12 1405 木 ○ 出 B-1 10.00 6 ： 4 5 4 ○ .720 1.050 1.050 1.050 1.068 5.88 5.51 3.76 3.52 (3 ： 2) 1.00 .50 2.00 .71 
西郷寺本堂 応永 13 1406 木 － 本 A-2 10.0 6.0 4.0 5 4 ○ .620 .650 .660 .660 .652 3.77 5.78 2.55 3.91 3 ： 2 ○ .47 .23 2.03 .33 
吉川八幡宮本殿 応永 15 1408 木 － 本 A-2 9.5 5.0 4.5 8 7 ○ .510 .520 .510 .510 .500 3.47 6.94 3.26 6.52 - ： - .46 .20 2.30 .33 
遍照院三重塔 1 応永 23 1416 木 － 入 A-2 13.5 8.0 5.5 6 5 ○ .420 .455 .455 .455 .415 3.02 7.28 2.02 4.87 3 ： 2 .36 .22 1.64 .25 
遍照院三重塔 2 応永 23 1416 論 ○ 入 B-1 5.50 3 ： 2 6 5 ○ .400 .449 .449 .449 .432 3.06 7.08 1.98 4.58 (3 ： 2) .37 .20 1.85 .26 
遍照院三重塔 3 応永 23 1416 論 ○ 出 B-1 5.20 7 ： 5 6 5 ○ .400 .449 .449 .449 .414 3.06 7.39 1.95 4.71 (3 ： 2) .37 .20 1.85 .26 
興福寺東金堂 応永 22 1415 論 ○ 本 A-2 12.5 8.0 4.5 7 5 ○ .549 .710 .720 .720 .754 5.74 7.61 3.41 4.52 5 ： 3 .90 .32 2.81 .64 
向上寺三重塔 2 永享 4 1432 木 － 入 B-1 5.00 3 ： 2 6 5 ○ .308 .400 .390 .390 .391 2.74 7.01 1.91 4.88 √ 2 ： 1 .46 .18 2.56 .33 
向上寺三重塔 3 永享 4 1432 木 － 入 B-1 5.00 3 ： 2 6 5 ○ .310 .410 .400 .400 .375 2.78 7.41 1.95 5.20 √ 2 ： 1 .46 .18 2.56 .33 
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A  基本型 B　按分型 Ｃ総割型垂木数 論治納り 1 枝寸法 ( 尺 ) 平の軒出 ( 尺 ･ 枝 )
地 ： 飛檐
撓込み隅木幅垂木幅隅木／垂木隅 巾裏目






















全長 地軒 飛檐 全長 地軒 飛檐 全長 地軒 : 飛檐 枝数 地軒 : 飛檐
当麻寺薬師堂 文安 4 1447 論 ○ 出 B-1 5.80 8 ： 5 7 5 ○ .406 .457 .457 .457 .456 3.64 7.98 2.13 4.67 5 ： 3 .42 .24 1.75 .30 








護国院多宝塔上 文安 6 1449 木 － 出 B-1 5.20 7 ： 5 6 5 ○ .350 .450 .450 .450 .450 3.06 6.80 2.15 4.78 √ 2 ： 1 .40 .18 2.22 .28 
円教寺常行堂 享徳 2 1453 論 ○ 出 B-2 15.5 4 ： 3 8 6 ○ .740 .680 .625 .625 .625 5.40 8.64 4.00 6.40 4 ： 3 .58 .28 2.07 .41 
如意寺文殊堂 享徳 2 1453 木 ○ 入 B-1 7.00 4 ： 3 5 4 ○ .970 .670 .673 .673 .668 3.90 5.84 3.00 4.49 (4 ： 3) .45 .28 1.61 .32 
新長谷寺本堂 長禄 4 1460 木 － 入 B-2 13.5 5 ： 3 7 5 ○ .520 .509 .509 .509 .509 3.93 7.73 2.50 4.92 (3 ： 2) .47 .23 2.04 .33 
円教寺大講堂上 寛正 3 1462 論 ○ 入 B-1 9.40 3 ： 2 6 6 ○ .730 .760 .760 .760 .750 5.16 6.88 3.88 5.17 4 ： 3 .65 .30 2.17 .46 
小山寺三重塔 寛正 6 1465 木 － 入 B-1 5.00 5 ： 3 6 5 ○ .350 .402 .402 .402 .402 2.70 6.72 1.90 4.73 √ 2 ： 1 ○ .42 .18 2.33 .30 
円教寺食堂 寛正頃 1466 木 ○ 出 A-2 19.5 12.5 7.0 11 6 ○ .800 .683 .651 .651 .608 4.86 7.99 3.70 6.09 4 ： 3 ○ .52 .26 2.00 .37 
中尊寺旧覆堂 室町中 1466 木 － 本 B-2 8.0 3 ： 2 4 3 ○ .750 .750 .750 .750 .740 3.50 4.73 2.31 3.12 3 ： 2 .43 .21 2.05 .30 
立石寺中堂 室町中 1466 木 － 本 A-1 15.50 10.20 5.30 7 5 ○ .500 .800 .900 .900 .875 7.16 8.18 3.52 4.02 2 ： 1 .73 .33 2.21 .52 
木幡神社楼門 室町中 1466 木 － 出 B-1 4.50 5 ： 4 6 5 ○ .450 .377 .377 .377 .377 2.45 6.50 1.96 5.20 5 ： 4 ○ .32 .16 2.00 .23 
密蔵院多宝塔下 室町中 1466 木 ○ 本 A-1 5.10 2.90 2.20 7 6 ○ .340 .364 .360 .360 .351 2.83 8.06 2.13 6.07 4 ： 3 .35 .16 2.19 .25 
密蔵院多宝塔上 室町中 1466 木 ○ 本 A-1 5.20 3.10 2.10 8 6 ○ .220 .364 .341 .341 .341 3.02 8.86 2.01 5.89 3 ： 2 .32 .16 2.00 .23 
性海寺多宝塔下 室町中 1466 論 ○ 本 A-1 6.10 3.60 2.50 6 5 ○ .340 .357 .357 .357 .363 2.52 6.94 1.74 4.79 3 ： 2 .31 .11 2.82 .22 
性海寺多宝塔上 室町中 1466 論 － 入 A-1 4.60 3.00 1.60 5 4 ○ .350 .327 .327 .327 .327 2.03 6.21 1.25 3.82 (5 ： 3) .32 .15 2.13 .23 
高田寺本堂 室町中 1466 － － 出 Ｃ 16.0 9 6 ○ .490 .456 .456 .456 .456 4.54 9.96 2.78 6.10 5 ： 3 .52 .20 2.60 .37 
久安寺楼門 室町中 1466 論 ◎ 入 B-2 19.0 9 ： 5 7 5 ○ .440 .540 .540 .540 .542 4.47 8.25 2.47 4.56 (7 ： 4) .60 .25 2.40 .42 
石峯寺三重塔 1 室町中 1466 木 ○ 入 A-1 9.00 5.50 3.50 6 5 ○ .440 .500 .526 .526 .528 3.61 6.84 2.37 4.49 3 ： 2 .48 .23 2.09 .34 
石峯寺三重塔 2 室町中 1466 木 ○ 入 A-1 9.00 5.50 3.50 6 5 ○ .440 .500 .526 .526 .528 3.61 6.84 2.37 4.49 3 ： 2 .48 .23 2.09 .34 
石峯寺三重塔 3 室町中 1466 木 ○ 入 A-1 9.20 5.55 3.65 6 5 ○ .450 .528 .528 .528 .528 3.61 6.84 2.47 4.68 3 ： 2  .48 .23 2.09 .34 
興福寺大湯屋 室町中 1466 論 ○ 本 B-1 7.50 3 ： 2 5 4 ○ .630 .730 .730 .730 .801 4.30 5.37 2.95 3.68 (7 ： 5) .70 .38 1.84 .49 
南法華寺礼堂 室町中 1466 木 － 入 A-2 14.5 8.5 6.0 7 6 ○ .840 .683 .709 .709 .716 5.60 7.82 4.14 5.78 4 ： 3 .80 .36 2.22 .57 
護国院楼門 室町中 1466 木 － 本 A-2 11.5 7.0 4.5 6 5 ○ .230 .560 .560 .560 .560 3.72 6.64 2.36 4.21 (3 ： 2) .50 .25 2.00 .35 
真光寺三重塔 1 室町中 1466 木 － 入 B-1 5.00 3 ： 2 6 5 ○ .400 .398 .398 .398 .394 2.74 6.95 1.99 5.05 (7 ： 5) .44 .19 2.38 .31 
真光寺三重塔 2 室町中 1466 木 － 入 A-2 12.5 7.5 5.0 6 5 ○ .290 .400 .400 .400 .394 2.74 6.95 1.94 4.92 √ 2 ： 1 .40 .19 2.16 .28 
真光寺三重塔 3 室町中 1466 木 － 入 A-2 12.5 7.5 5.0 6 5 ○ .320 .400 .400 .400 .393 2.76 7.02 1.94 4.94 √ 2 ： 1 .40 .17 2.42 .28 
厳島神社宝蔵 室町中 1466 木 ○ 入 B-1 9.00 8 ： 5 6 4 ○ .600 .610 .545 .545 .545 3.75 6.88 2.42 4.44 (3 ： 2)  .40 .24 1.67 .28 
善光寺本堂 室町中 1466 木 ○ 入 B-2 15.0 √ 2 ： 1 7 5 ○ .590 .62 他 .610 .530 .504 4.24 8.41 3.02 6.00 7 ： 5 .44 .20 2.20 .31 
寶塔寺多宝塔下 永享 10 1468 木 ○ 本 A-2 12.0 7.0 5.0 6 5 ○ .260 .300 .300 .300 .300 2.05 6.83 1.50 5.00 (7 ： 5) .30 .13 2.31 .21 
広八幡神社楼門 文明 7 1475 木 － 出 B-2 11.0 3 ： 2 6 5 ○ .459 .551 .485 .485 .492 3.32 6.75 2.11 4.29 (3 ： 2)  .45 .24 1.88 .32 
烏帽子形八幡神社本殿 文明 12 1480 木 － 入 A-2 10.0 6.0 4.0 5 4 ○ .320 .410 .410 .410 .410 2.44 5.95 1.63 3.98 3 ： 2  .38 .18 2.11 .27 
不動院本堂 文明 15 1483 論 － 本 B-1 7.50 5 ： 3 7 5 ○ .530 .573 .573 .573 .573 4.54 7.92 2.68 4.68 5 ： 3 .52 .20 2.60 .37 
教王護国寺講堂 延徳 3 1491 論 ○ 入 A-2 11.5 7.5 4.0 6 4 ○ .915 .915 .915 .915 .915 6.35 6.94 3.60 3.93 7 ： 4 .88 .36 2.44 .62 
定光寺本堂 明応 2 1493 木 ○ 本 A-2 16.0 9.0 7.0 8 6 ○ .770 .362 .362 .362 .368 3.20 8.70 2.50 6.79 (5 ： 4) .36 .18 2.00 .25 
龍正院二王門 文亀 4 1504 木 － 入 B-1 6.00 4 ： 3 6 5 ○ .680 .460 .460 .460 .460 3.19 6.93 2.33 5.07 (7 ： 5) .47 .21 2.24 .33 
若松寺観音堂 永正 6 1509 木 － 本 A-2 15.50 9.0 6.5 7 6 － .330 .560 .560 .560 .500 4.44 8.88 3.14 6.28 √ 2 ： 1 .56 .20 2.80 .40 
竹林寺本堂厨子 永正 8 1511 木 ○ 出 B-1 1.70 8 ： 5 4 3 － (   記 載 な し  ) 1.12 － .60 － (7 ： 4) .24 .11 2.18 .30 
地蔵峰寺本堂 永正 10 1513 論 － 出 A-2 14.0 8.0 6.0 7 6 ○ .430 .492 .492 .492 .482 3.89 8.07 2.88 5.98 3 ： 4 .48 .22 2.18 .34 
雨錫寺阿弥陀堂宮殿 永正 11 1514 論 ○ 本 B-1 4.20 9 ： 5 6 4 口 .350 .386 .386 .386 .386 2.65 6.87 1.44 3.73 (7 ： 4)  ○ .32 .17 1.94 .23 
新海三社神社三重塔 2 永正 12 1515 木 － 入 B-1 4.40 7 ： 4 6 4 ○ .390 .390 .380 .380 .388 2.53 6.52 1.56 4.02 (5 ： 3) ○ .35 .18 1.94 .25 
新海三社神社三重塔 3 永正 12 1515 木 － 本 B-2 11.0 5 ： 3 6 4 ○ .394 .388 .380 .380 .388 2.52 6.49 1.46 3.76 7 ： 4 .35 .18 1.94 .25 
大威徳寺多宝塔上 永正 12 1515 木 ○ 入 B-2 13.0 3 ： 2 6 5 ○ .290 .308 .308 .308 .296 2.14 7.23 1.50 5.07 √ 2 ： 1 .30 .16 1.88 .21 
霊山寺仁王門 永正 13 1516 木 － 本 B-2 10.0 √ 2 ： 1 5 4 ○ .500 .425 .425 .425 .436 2.48 5.69 1.80 4.13 4 ： 3 ○ .36 .17 2.12 .25 
東光寺本堂 永正 14 1517 木 ○ 本 A-2 10.5 6.0 4.5 5 4 ○ 1.160 .830 .830 .830 .830 4.84 5.83 3.73 4.49 (4 ： 3) .72 .30 2.40 .51 
東光寺本堂厨子 永正 14 1517 木 ○ 出 B-1 3.50 8 ： 5 7 4 － .440 .270 － .290 .303 2.18 7.19 1.32 4.36 5 ： 3 .24 .12 2.00 .17 
平等寺薬師堂　 永正 16 1519 木 ○ 本 B-1 7.80 4 ： 3 8 7 ○ .300 .340 .340 .340 .340 2.95 8.68 2.37 6.97 5 ： 4 .43 .17 2.61 .30 
立石寺三重小塔 永正 17 1520 木 － 入 B-1 .45 8 ： 5 5 3 － .057 .049 － .049 .049 .26 5.39 .16 3.31 5 ： 3 .03 .02 2.00 .02 
成法寺観音堂 永正 1522 － － 入 Ｃ 13.0 6 6 － .400 .410 － .430 .412 2.86 6.93 2.67 6.48 - ： - .45 .23 1.96 .32 
名草神社三重塔 1 大永 7 1527 論 － 入 B-1 5.80 3 ： 2 6 5 ○ .429 .485 他 .500 .480 .480 3.32 6.92 2.37 4.94 7 ： 5 .45 .19 2.37 .32 
名草神社三重塔 3 大永 7 1527 論 － 入 A-2 12.5 7.5 5.0 6 5 ○ .439 .483 他 .500 .480 .480 3.30 6.88 2.40 5.00 (7 ： 5) .46 .22 2.09 .33 
久麻久神社本殿 大永 7 1527 木 － 本 B-2 11.5 7 ： 5 6 5 ○ .300 .360 .360 .360 .360 2.50 6.94 1.77 4.92 7 ： 5 .33 .16 2.06 .23 
薬王院本堂 享禄 2 1529 － － 出 Ｃ 14.0 7 6 ○ .700 .603 .603 .603 .603 4.70 7.80 3.70 6.14 5 ： 4 ○ .53 .24 2.21 .37 
三明寺三重塔 1 享禄 4 1531 木 － 出 B-2 12.0 9 ： 7 6 5 ○ .360 .300 .300 .300 .300 2.04 6.80 1.50 5.00 4 ： 3 .30 .14 2.14 .21 
三明寺三重塔 2 享禄 4 1531 木 － 出 B-2 11.5 √ 2 ： 1 6 5 ○ .170 .293 .293 .293 .293 1.99 6.80 1.33 4.55 3 ： 2 .28 .14 2.00 .20 
観音寺多宝塔下 天文 5 1536 木 － 本 B-2 20.0 9 ： 7 7 6 ○ .350 .330 .330 .330 .330 2.56 7.76 2.00 6.06 (5 ： 4) .30 .15 2.00 .21 
西明寺三重塔 1 天文 6 1537 木 ○ 本 A-2 13.0 7.0 6.0 6 6 ○ .270 .343 .343 .343 .343 2.34 6.82 2.02 5.89 (8 ： 7) .34 .17 2.00 .24 
不動院金堂 天文 6 1537 木 － 本 B-1 7.50 9 ： 7 7 6 ○ .490 .530 .540 .540 .504 4.09 8.12 3.09 6.13 4 ： 3 .46 .23 2.00 .33 
多治速比売神社本殿 天文 10 1541 論 ◎ 入 B-1 3.70 3 ： 2 6 5 口 .200 .324 .324 .324 .324 2.32 7.16 1.43 4.41 (5 ： 3) .31 .12 2.58 .22 
地蔵院本堂 天文 11 1542 木 ○ 出 B-2 15.0 7 ： 5 8 6 ○ .500 .398 .402 .402 .402 3.42 8.51 2.41 6.00 √ 2 ： 1 ○ .40 .18 2.22 .28 
円教寺金剛堂 天文 13 1544 論 ○ 入 A-2 15.0 9.0 6.0 7 6 ○ .247 .354 .354 .354 .336 2.84 8.45 2.04 6.07 7 ： 5 .35 .12 2.92 .25 
遠照寺釈迦堂 天文 18 1549 論 － 出 A-2 12.5 7.0 5.5 6 5 ○ .675 .478 .478 .478 .468 3.23 6.91 2.46 5.26 4 ： 3 .42 .20 2.10 .30 
小菅神社奥社本殿 天文 1555 木 － 出 B-1 6.60 √ 2 ： 1 6 5 ○ .360 .574 .574 .574 .574 3.99 6.95 2.66 4.63 3 ： 2 .39 .25 1.56 .28 
根来寺多宝塔下 天文 1555 論 ○ 入 A-2 14.0 9.0 5.0 7 5 ○ .660 .708 .750 .729 .704 5.76 8.19 3.49 4.96 5 ： 3 .80 .34 2.35 .57 
根来寺多宝塔上 天文 1555 論 ○ 入 A-1 10.50 6.50 4.00 7 5 ○ .820 .765 .770 .770 .765 5.95 7.78 3.75 4.90 (5 ： 3)  .76 .35 2.17 .54 
慈光寺開山塔 天文 25 1556 木 － 本 B-2 10.0 7 ： 5 5 4 ○ .200 .182 .190 .182 .182 1.07 5.88 .73 4.01 (7 ： 5) .11 .06 1.83 .08 
護徳寺観音堂 弘治 3 1557 木 － 本 A-1 11.00 6.40 3.60 6 3 ○ .790 .840 .860 .860 .863 4.43 5.14 2.45 2.84 (7 ： 4) .40 .22 1.82 .28 
勝福寺観音堂 永禄 1 1558 論 － 本 A-2 12.0 7.0 5.0 6 5 ○ .531 .492 .516 .503 .504 3.40 6.75 2.45 4.86 7 ： 5 .43 .22 1.95 .30 
庫蔵寺本堂 永禄 4 1561 論 ○ 入 B-1 8.00 9 ： 7 5 5 ○ .880 .450 .440 .440 .444 2.73 6.15 2.61 5.88 - ： - .51 .16 3.19 .36 
都久布須麻神社本殿庇 永禄 10 1567 木 － 入 A-2 13.5 7.5 6.0 6 6 ○ .410 .442 .442 .442 .442 3.10 7.02 2.58 5.84 6 ： 5 .44 .20 2.20 .31 
土佐神社本殿 元亀 2 1571 引込垂木か 9 7 口 .300 .420 .420 .420 .420 4.35 1.36 2.62 6.24 5 ： 3 .45 .22 2.05 .32 
三輪神社須賀神社本殿 室町後 1572 － － 出 Ｃ 11.5 6 5 ○ .335 .335 .335 .335 .345 2.39 6.93 1.65 4.78 (3 ： 2) .32 .17 1.88 .23 
大聖寺不動堂 室町後 1572 木 － 本 B-1 5.00 3 ： 2 5 4 ○ .425 .500 .500 .500 .449 2.90 6.47 1.94 4.33 3 ： 2 .38 .16 2.38 .27 
円満寺観音堂 室町後 1572 論 － 本 B-2 9.5 8 ： 5 5 4 ○ .370 .437 .437 .437 .455 2.63 5.78 1.70 3.74 (3 ： 2) .38 .17 2.24 .27 
前山寺三重塔 1 室町後 1572 木 － 本 B-2 13.0 5 ： 3 7 5 ○ .248 .325 .325 .325 .325 2.52 7.74 1.52 4.66 5 ： 3 .32 .16 2.00 .23 
前山寺三重塔 2 室町後 1572 木 － 本 B-2 12.0 3 ： 2 7 5 ○ .255 .325 .325 .325 .325 2.21 6.78 1.53 4.69 (3 ： 2) .32 .16 2.00 .23 
前山寺三重塔 3 室町後 1572 論 － 本 B-2 12.0 3 ： 2 7 5 ○ .254 .330 .325 .325 .325 2.23 6.85 1.55 4.75 (3 ： 2) .32 .16 2.00 .23 
雲峰寺仁王門 室町後 1572 論 － 出 B-1 4.50 5 ： 4 5 5 ○ .280 .430 .430 .430 .430 2.52 5.86 2.06 4.79 6 ： 5 .40 .20 2.00 .28 
浄厳院本堂 室町後 1572 木 － 入 B-2 12.5 3 ： 2 6 5 ○ .580 .628 .628 .628 .628 4.27 6.80 3.13 4.99 (7 ： 5)  .64 .28 2.29 .45 
金剛寺仁王門 室町後 1572 木 － 本 A-2 10.0 6.0 4.0 5 4 ○ .500 .535 .535 .535 .538 3.04 5.65 2.18 4.05 7 ： 5 .50 .24 2.08 .35 
丈六寺三門下 室町後 1572 論 ○ 出 A-2 12.5 7.5 5.0 6 5 ○ .374 .374 .374 .374 .374 2.61 6.97 1.85 4.94 √ 2 ： 1 .38 .15 2.53 .27 






円教寺常行堂 13)：享徳 2 年 (1453)
出中を基準に茅負留先まで ( 隅の軒出 )L0( 入 ) を 15.5 枝に定め、４：３に按分する。配付垂木割は
論治垂木より内側は標準間の 1 枝寸法に揃えるが、外側は同じ割では 1 番垂木が狭くなり、先に小
間を揃えて割込むと 7.2 寸と大きすぎるために、標準の 1 枝寸法に 5 分ほど加えた 1 枝寸法を定め
て追い出したと推定される。
平の軒出は 9.4 尺とし、地軒と飛檐は 4：3 で按分し木負位置を決めている ( 図 12)。
3-3. 総割型 (C 型 )
茅負留先 ( 隅の軒出 )L0 までは枝割制によって決定されたと考えられるが、木負、茅負の留先位置
L1、L2 の間に整数比や枝数の関係が認められず、かつ配付垂木割が整然と割られているものが少数
であるが確認出来る。これを「総割型」( Ｃ ) とする。
この形式の設計の流れは図 2 に示した通り、茅負留先 ( 隅の軒出 )L0 をはじめに枝割制で定め、次
に隅木側面において必要な 1 枝寸法の垂木割で出中墨から 1 番垂木まで同じ寸法で総割する。その
うちの 1 本を論治垂木に定めて木負口脇を決め、そこから木負留先を定めたものと推察される。
隅木真上の L1、L2 の比率を問題にしなければ、この方法が最も無理なく納まる技法である。また、
L0 を決めず、茅負口脇と 1 番垂木の小間を先に決めると、「引込垂木法」と同じ技法になるわけで、「留




基本型 A 按分型 B
総割型 C
完数式 A-1 枝数式 A-2 完数式 B-1 枝数式 B-2
仏堂　( 五間堂以上 ) 8 21 5 7 2
仏堂　( 三間堂以下 ) 8 10 10 1 1
層　　　　塔 10 10 20 7 -
多　 宝　塔 3 5 2 2 -
門 ( 四脚門 , 楼門 , 二重門 ) 1 4 7 3 -
鐘　　　　楼 2 - - 1 -
神社  本殿 1 2 2 2 1
宮殿 ・ 厨子等 - 1 3 1 -













れた高田寺本堂 14)：室町時代中期を挙げることが出来る ( 図 13)。
3-4. 類型ごとの建物種別の傾向
軒規矩図の再検証の結果、表 1 の通り、引込垂木の古例と思われる遺構 ( 土佐神社本殿注 6)) を除き、
全ての遺構が A － 1 ～ C までの類型に分類することが可能であることが確認出来た。
「留先法」の形式毎に、建物種別の実例数を集計したものが表 2 である。





B － 1 は、やや遅れて鎌倉時代中期頃から見られ、小規模仏堂や門建築と特に層塔建築で主流とな
る技法で、計画は比較的簡易であると言える。遺構数の上からは A － 2 に次いで多く確認出来る。
B － 2 は、枝割制を基本としていることから、規模の大きい仏堂も見られるが、神社本殿、門、層







隅木側面の出中墨から木負口脇までの長さを L1 とすると、木負留先 L1 から木負口脇長さ L1 が求
図 14　木負留先長さと木負口脇長さの関係






留先長さ L1 と口脇長さ L1 の関係は、隅木幅Ｗとすれば、以下の関係式で表わされる ( 値は全て裏
目とする )。
出中墨を基準とした場合　　L1=L1( 出 ) － (1/2 × W)  ・・・①
本中墨を基準とした場合　　L1=L1( 本 ) － (2/2 × W )・・・②
入中墨を基準とした場合　　L1=L1( 入 ) － (3/2 × W )・・・③
4-2. 茅負口脇の決定
木負口脇から茅負口脇までの茅負口脇長さを L2 とすると、L2 は木負留先から茅負留先までの茅負










式で表わすと、L1 が①～③で求められ、割付ける垂木数をＮとすれば、1 枝寸法Ｓは ( 全て裏目 )、















事例は修理工事報告書にも報告されている 15)。この方法で決めていくと、結果的に茅負口脇と 1 番
垂木の小間は残りの長さとなるから、広い場合や狭い場合が生じることになる。この点は、「引込垂
木法」と大きく違う点で、「引込垂木法」では必ず小間廻りは正確に納まることになる。
その他、論治真から茅負口脇まで総割するもの注 8) や、茅負口脇と 1 番垂木の小間を取ってから割
込むもの注 9) がある。































先の①～④式を変形し、以下の① ’ ～④ ’ 式とすると ( 寸法は全て裏目とする )、
出中墨を基準とした場合　(L1( 出 ) － L1) × 2/1=W・ ・ ・ ① ’
本中墨を基準とした場合　(L1( 本 ) － L1) × 2/2=W・ ・ ・ ② ’
入中墨を基準とした場合　(L1( 入 ) － L1) × 2/3=W・ ・ ・ ③ ’
た だ し、　 　 　 　 　 　 　 　L1=S(N － 0.5) － l　 ・ ・ ・ ④ ’
とすることが出来る。つまり、標準の 1 枝寸法を基に木負口脇長さ L1 を求め、L1 を「留先法」で
決定した木負留先長さ L1 から差引いて、隅木基準墨毎の定数 (2/1 ～ 2/3) を乗ずれば、標準の 1 枝




て画一化していくが、中 世 の 「 留 先 法 」 に お い て 隅木幅は、 軒廻りの諸寸法の決定を左右する重
要な意味を持つと言える。
ちなみに表 1 において、隅木幅 / 垂木幅の平均値は、平安時代で 2.29( 最大 2.78、最小 1.57)、鎌







が認められる可能性は低いと思われる ( 図 1 の④ )。
また、中世では平の木負、茅負の位置と隅木の口脇位置が、木負、茅負の前面投げ勾配上に納まら
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注 4) 例えば、円教寺金剛堂では、配付垂木割は隅行きで表目 5 寸で割付けられているから、必ずし
も全ての軒で、隅木が裏目で計画されているとは限らない。逆に、一般の平面や矩計寸法を裏
目で設計している事例も存在するから ( 大山咋神社本殿など )、中世の度量衡については多くの
課題がある。
注 5) 二軒疎垂木は第 3 章、扇垂木については第 4 章に説明する。




注 7) 中世の類似例は、東大寺念仏堂：嘉禎 3 年 (1237)、雨錫寺阿弥陀堂宮殿：永正 11 年 (1514) の他、
木負が垂直に反る久安寺楼門：室町中期、多治速比売神社本殿：天文 10 年 (1541) なども含まれる。
注 8) 例えば、金蓮寺弥陀堂：鎌倉時代後期、日竜峯寺多宝塔上・下層：鎌倉寺時代後期、西国寺金堂：
至徳 3 年 (1386)、妙楽寺本堂：室町時代前期、新海三社神社三重塔二層：永正 12 年 (1515) な
どを挙げることができる。
注 9) 例えば、法道寺食堂：鎌倉時代後期、桑実寺本堂：室町時代前期、道成寺本堂：室町時代前期、
向上寺三重塔二層：永享 4 年 (1432) などを挙げることができる。
注 10) 大森健二が文献 16) において指摘されている。石手寺三重塔：鎌倉時代後期が古例と思われるが、
貞和頃から急増する。例えば、浄土寺阿弥陀堂：貞和元年 (1345)、延暦寺転法輪堂地軒：貞和




第 3 章 留先法による一軒疎垂木・同繁垂木・二軒疎垂木の検証
　
1. はじめに




また、木負、茅負の留先の決定方法において、大きく 2 つの形式 ( 基本型 A、按分型 B) と 1 つの





















また、第 2 章と同様に、隅木基準墨から木負留先までを木負留先長さ L1、そこから茅負留先まで
を茅負留先長さ L2 とし、L1 と L2 を合せた全体つまり隅木基準墨から茅負留先まで (「隅の軒出」) を
L0 とする。なお、L1、L0 において、出中墨を基準とする場合は L1( 出 )、L0( 出 )、本中墨の場合は L1( 本 )、






( 五間堂 )、照蓮寺本堂 ( 七間堂 ) などを除き三間堂程度の小規模建築で採用される軒形式で木舞組の
ものもある。検証結果のうち疎垂木 2 例、半繁垂木 2 例、板軒 1 について順に述べ、他は表 1 による。
3-2. 遺構の検証
　照蓮寺本堂 2)：永正元年 (1504) 頃
現存する最古の真宗仏堂 ( 七間堂 ) で、昭和 34 年に移築されているが、部材の保存状態は良く、
疎垂木の当初の軒形式も判明する。
隅の軒出は、本中墨を基準に茅負留先まで L0( 本 ) を完数の裏目 8.10 尺として定めているから、基本
型 / 完数式 A － 1 に分類出来る ( 図 1)。平の軒出 8.04 尺は茅負留先 ( 隅の軒出 ) から茅負投げ勾配
1.8 寸で引込んで決定されたものと考えられる。
配付垂木は、隅柱真と軒支柱上の出中墨とを 3 等分し、その最も外側の 1 枝を 6：5 に按分したも
のを 1 ～ 2 番垂木の垂木真々として割付けている。
　新長谷寺鎮守堂 3)：室町時代後期
四間四方の仏堂で軒廻りの保存状態も良く、疎垂木の当初形式が判明する。
隅の軒出は、出中墨を基準に茅負留先まで L0（出）を完数の裏目 5.4 尺とする基本型 / 完数式 A － 1
である ( 図 2)。平の軒出も同じく 5.4 尺である。この様に隅の軒出 ( 出中墨から茅負留先まで ) と平
の軒出を同じ寸法に揃える技法は、検討のなかで数多く確認出来ることから、「出中押え法」と仮称
することとする注 1)。
当堂の場合、茅負の外下角が矩 ( 直角 ) のままでは、必要な茅負の反出しが足りず、茅負外下角を
鈍角にして茅負の投げ勾配を調整して平の位置と隅の留先位置を納めている。
基本型   A
完 数 式・・・ A － 1
枝 数 式・・・ A － 2
按分型   B
完 数 式・・・ B － 1





本中墨を基準に基本型 / 完数式　L0( 本 ) ＝ｳ 8.10 尺
図 2　新長谷寺鎮守堂
出中墨を基準に基本型 / 完数式　L0( 出 ) ＝ｳ 5.40 尺
図 3　正蓮寺大日堂




配付垂木割は茅負留先から 1 尺を取り、その残りを 3 等分したものと思われる。
　正蓮寺大日堂 4)：文明 10 年 (1478)
三間堂で軒は半繁垂木とする。軒廻りの保存状態は良く、半繁垂木の当初の軒形式が判明する。
隅の軒出は、出中墨を基準に茅負留先まで L0( 出 ) を完数の裏目 6.0 尺とする基本型 / 完数式 A － 1
である ( 図 3)。茅負留先長さ ( 隅の軒出 )L0( 出 ) は脇間の 0.75 倍の値である。
平の軒出を 6.07 尺とするが茅負留先から引込んで決定されたと考えられる。
配付垂木割は、側柱真から標準の 1 枝寸法によって割れるところまで追い出し、茅負口脇と 1 番
垂木の小間はその残りとなる。
　雨錫寺阿弥陀堂 5)：永正 11 年 (1514)
五間堂で軒は半繁垂木とする。全ての軒廻り材で当初材が残る。
隅の軒出は、出中墨を基準に茅負留先 L0( 出 ) までを完数の裏目 6.9 尺とする基本型 / 完数式 A － 1
である ( 図 4)。平の軒出は隅の軒出と同じ 6.9 尺となるから、当堂も「出中押え法」である。
図 4　雨錫寺阿弥陀堂
出中墨を基準に基本型 / 完数式　L0( 出 ) ＝ｳ 6.90 尺
図 5　洞春寺観音堂 ( 板軒 )






代 建物名 / 層等



















A-1　完数 A-2　枝数 口脇～ 1 地軒 標準間 地軒地軒 （尺） 地軒 （枝）
室
　 　 　 　 　
町
洞春寺観音堂 ( 板軒 )　下 永享 2 1430 - 出 A-1 4.40 - - - - 4.40 .30 - - .21 
定光寺観音堂 寛正 4 1463 - 入 A-1 3.80 3 　.23 1.63 1.25 3.62 .30 .15 2.00 .21 
法隆寺北室院太子殿 室町中 1466 - 本 A-1 5.70 4 　.68 1.50 1.68 5.58 .34 .17 2.00 .24 
蓮華峰寺金堂 ( 半繁 ) 室町中 1459 - ( 張出し垂木 ) 4 1.25 1.85 2.00 7.20 .85 .40 2.13 .60 
正蓮寺大日堂 ( 半繁 ) 文明 10 1478 - 出 A-1 6.00 6 .72 1.00 1.00 6.07 .66 .26 2.54 .47 
慈照寺銀閣　下 長享 3 1489 - 出 A-1 5.20 3 　.84 2.20 他 1.63 5.24 .37 .19 2.00 .26 
堂山王子神社本殿 ( 半繁 ) 明応 7 1498 - 入 A-1 表 8.00 6 .60 .88 .88 5.37 .60 .26 2.31 .42 
白山神社拝殿  岐阜 文亀 2 1502 - 本 A-1 4.60 4 1.02 1.10 1.30 4.50 .40 .20 2.00 .28 
照蓮寺本堂 永正 1 1504 - 本 A-1 8.10 5 1.34 1.41 他 1.56 8.04 .46 .22 2.09 .33 
寶珠院本堂 永正 9 1512 - 入 A-1 5.00 4 　.89 1.16 他 1.25 4.79 .33 .18 1.83 .23 
雨錫寺阿弥陀堂 ( 半繁 ) 永正 11 1514 鋭 出 A-1 6.90 5 2.02 1.16 1.16 6.90 ○ .69 .26 2.65 .49 
窪八幡神社若宮八幡社拝殿 天文 5 1536 - 入 A-1 3.70 3 1.25 1.13 1.50 3.51 .37 .18 2.06 .26 
厳島神社摂社天神社本殿 弘治 2 1556 - ( 張出し垂木 ) 5 1.04 1.25 他 1.56 6.50 .36 .16 2.25 .25 
雲峰寺本堂 室町後 1572 - 本 A-1 5.80 5 1.15 1.06 1.05 5.59 .43 .22 1.95 .30 
白山神社拝殿  滋賀 室町後 1572 - 出 A-1 4.49 3 1.05 1.68 他 1.58 4.49 .39 .20 1.95 .28 
新長谷寺阿弥陀堂 室町後 1572 - 出 A-1 5.20 4 1.58 5.20 .38 .16 2.38 .27 
新長谷寺鎮守堂 室町後 1572 鈍 出 A-1 5.40 4 .75 1.50 1.55 5.40 .38 .17 2.24 .27 
東光寺仏殿　裳階 室町後 1572 - 本 A-1 表 3.60 2 1.14 1.17 1.17 2.48 .34 .17 2.00 .24 
表 1　留先法による一軒疎垂木の分析結果





められる。配付垂木割は正蓮寺大日堂と同じく標準間の 1 枝寸法を隅まで追い出していき 4 枝目を
1 番垂木とするが、もう 1 枝入れることも可能であると思われる。
　洞春寺観音堂 6) 裳階：永享 2 年 (1430)
三間裳階付の禅宗様仏堂で、軒は板軒とする。
隅の軒出は、出中墨を基準に茅負留木 L0( 出 ) までを 4.4 尺とする基本型 / 完数式 A － 1 である。こ
れは脇間 7.35 尺の 0.6 の値にほぼ一致する。
平の軒出は隅の軒出を同じ 4.4 尺とも同じ値であるから「出中押え法」である。垂木のない板軒で
あっても留先法が確認出来る事例である。
　厳島神社摂社天神社本殿 7)：弘治 2 年 (1556) 
方三間の入母屋造りの舞殿風の社殿である。
隅木基準墨から茅負留先位置までの長さを検証しても、完数で根拠のある値が得られない。一方、
平の軒出は 6.5 尺で、柱間寸法の 2.4 倍に一致する。茅負の反りもわずかである。こうしたことから、
この場合は「留先法」ではなく平の軒出を基準とする軒規矩術であると考えられる。
「留先法」ではなく、平の軒出を切れのいい値で定める軒規矩は、近世の事例であるが石川県立歴






























一軒繁垂木は、表 2 に示した鎌倉時代 2 例、室町時代 10 例を検証した。南明寺本堂、薬王寺観音
堂などの五間堂があるが、三間堂が中心である。検証は鎌倉時代の 2 棟、室町時代の 2 棟の事例に
ついて述べ、その他については表 2 に検証結果を掲げた。
4-2. 遺構の検証





出中墨を基準に基本型 / 完数式　L0（出）＝ｳ 4.7 尺
図 7　南明寺本堂




隅の軒出は、出中墨から茅負留先まで L0( 出 ) を裏目 4.7 尺と完数で決定していると思われ、基本型
/ 完数式 A － 1 に分類出来る。平の軒出も同じ 4.7 尺の出とするから「出中押え法」である。この値
は脇間 7.02 尺のほぼ 3 分の 2 に該当する。配付垂木割は標準間の 1 枝 6.1 寸で出中墨を手挟んで順










軒規矩図から茅負留先を求めると、図の通り出中墨から茅負留先まで L0( 出 ) は、裏目 4.82 尺となる
が、これは標準の 1 枝寸法 8.04 寸の 6 枝分と考えられる。「留先法」の分類では、基本型 / 枝数式 A
－ 2 となる ( 図 7)。脇間の柱間寸法は 10 枝で 8.04 尺であるから隅の軒出は脇間の 5 分の 3 である。
標準間の 1 枝寸法が 8.04 寸であるのに対し、配付垂木割は 7.6 分短い 1 枝 7.28 寸となるが、ここ
で配付垂木割が標準間と揃わない理由を「留先法」で説明出来ることを示したいと思う。
先に定めた留先長さ L0( 出 ) は隅木真上の出中墨から裏目 4.82 尺であるが、配付垂木割をおこなうた
めに隅木側面に移すと、出中墨から茅負口脇長さ L0 は隅木片中裏目の半分を引いて裏目 4.59 尺とな
る。ここで桁真から 1 本外までは標準間で割付けられているから半枝 4.02 寸を引いて裏目 4.188 尺
となる。垂木幅は 3.5 寸で、垂木の小間を揃えるためには垂木半分裏目 1.75 寸を口脇に加えてから、
その間を割付枝数で割込むと、( 裏目 4.188 尺 + 裏目 1.75 寸 ) ÷ 6 枝＝裏目 7.27 寸を得る。計算上










出中墨を基準に基本型 / 枝数式　L0( 出 ) ＝ 9.5 枝
図 10　広徳寺大御堂
出中墨を基準に基本型 / 枝数式　L0( 出 ) ＝ 10 枝 ( 裏目 5.00 尺 )
　円証寺本堂 11)：天文 21 年 (1552)
方三間堂で、軒廻りに文化 7 年 (1810) の修理を受けているが、隅木は 4 丁とも当初材で、地垂木
は 8 割近く保存されている。茅負も背面を除き良く当初材が残るため、全体によく当初の軒形式が
判明する。
隅の軒出は、出中墨を基準に茅負留先 L0( 出 ) までが裏目 6.56 尺ほどで、標準 1 枝 6.9 寸の 9.5 枝分
と考えられる。「留先法」で基本型 / 枝数式 A － 2 に分類出来る ( 図 9)。平の軒出も隅の軒出とほぼ
同じ 6.57 尺で「出中押え法」である。脇間は 10 枝であるから隅の軒出の方が半枝短い。
茅負外下角は矩で居定勾配を投げ勾配にして反り上がる。






方三間堂で延宝 7 年 (1679) に背面隅木の取替えなどがおこなわれているが、他の 2 丁は当初材が
残り垂木の保存状態も良い。茅負も中央部分に残り前回の修理では当初の軒に復原されている。
隅の軒出は、出中墨から茅負留先まで L1( 出 ) 裏目 5 尺と求められた。標準の 1 枝寸法は 5.0195 寸
であるから、ほぼ 10 枝であり基本型 / 枝割式 A － 2 または完数式 A － 1 と考えられる ( 図 10)。
平の軒出は 4.77 尺で脇間の 5 分の 4 ほどである。茅負は外下角を矩とし投げ勾配は 2.4 寸であるが、
そのままでは茅負口脇には納まらず 1.5 寸程の撓込みを必要としている。撓込みを必要とする理由は、















代 建物名 / 層等

























地軒 枝数地軒 （尺） 地軒 （枝）
鎌倉東大寺開山堂 建長 2 1250 鈍 出 A-1 4.70 7 .54 .61 .61 4.70 7.70 .54 .26 2.05 .38 






薬王院観音堂 貞和 3 1347 - 入 A-2 12.5 11 .42 .50 .50 5.85 11.82 .48 .20 2.40 .34 
葛山落合神社本殿 寛正 6 1465 - 入 A-1 3.00 8 .40 .31 .31 2.89 9.32 .26 .14 1.86 .18 
浄光寺薬師堂 応永 15 1408 - 入 A-2 6.5 12 .54 .486 他 .50 6.23 12.39 .40 .20 2.00 .28 
石峯寺薬師堂 明応頃 1501 - 出 A-1 表 8.70 5 1.03 1.17 1.21 6.11 5.06 .54 .27 2.00 .38 
円証寺本堂 天文 21 1552 - 出 A-2 9.5 9 .52 .69 .69 6.57 9.52 .56 .23 2.43 .40 
魚沼神社阿弥陀堂 永禄 6 1563 - 入 A-1 7.60 9 .76 .764 他 .76 7.40 9.80 .40 .22 1.82 .28 
盛蓮寺観音堂 室町後 1572 - 本 A-1 5.00 15 .33 .30 .30 4.93 16.38 .43 .13 3.31 .30 
広徳寺大御堂 室町後 1572 - 出 A-1 5.00 10.0 9 .59 .50 .50 4.77 9.54 ○ .36 .13 2.88 .25 
泉福寺薬師堂 室町後 1572 - 本 A-1 表 6.00 4 .40 .55 .55 4.15 7.50 .32 .16 2.00 .23 
奥之院弁天堂 室町後 1572 - 入 A-1 2.60 8 .22 .27 .29 2.34 8.05 .32 .15 2.21 .23 






隅木基準墨は、出中墨によるものが 5 例、本中墨 2 例、入中墨 5 例であったが、特に奈良の遺構
は出中墨を基準とする傾向が認められる。


















判明した。隅の軒出は、入中墨を基準に茅負留先 L0( 入 ) まで表目で 9.5 尺と考えられた。木負留先は
L0( 入 ) を 5：4 に按分して定めていて、L １( 入 ) は表目 5.26 尺、L2 は表目 4.22 尺とする。
隅の軒出と脇間の関係は正面側では確認出来ないが、側面の軒出は 6.79 尺であることから脇間の
柱間寸法 8.5 尺の 0.80 倍という関係が認められる。
平の軒出は正面側が 6.62 尺で地軒と飛檐を 5：4 に按分している。側面側は 6.25 尺で同じく地軒














軒を留先で検証すると、隅の軒出は、入中墨から茅負留先まで L0( 入 ) を完数の裏目 5.4 尺で定めて
いるものと判断された。この長さは、全体の柱間寸法 18.135 尺のちょうど 0.3 倍の値となる。木負
留先位置 L １( 入 ) は隅の軒出を 3：2 に按分した位置に定めているものと考えられた。つまり、入中墨
を基準に、茅負留先までの水平距離 5.4 尺を 3：2 とする按分形 / 完数式 B － 1 に分類することが出
来る ( 図 12)。
平の軒出は茅負留先を引込んで定めたものと思われたが、茅負外下を少しだけ ( 茅負裏面で 1 分高
く削って ) 鋭角としている。木負の位置は全体を地軒：飛檐を 7：5 に按分して定めていて、隅の木
負留先位置に合せるように木負も鋭角に木造っている。





軒を「留先法」で分析すると、隅の軒出は、本中墨を基準に茅負留先まで L0( 本 ) を裏目 7.0 尺とする。
木負留先 L １( 本 ) は、本中隅から裏目 4.0 尺で、木負留先から茅負留先まで L2 は裏目 3.0 尺であるから、
「留先法」の分類によれば、按分型 / 完数式 B － 1 とも基本型 / 完数式 A － 1 とも考えられる。
平の軒出は 6.92 尺で、地軒：飛檐を 4：3 に按分して木負留先を定めていることから、隅の留先位
置は古い遺構に多い基本型 / 完数式 A － 1 ではなく、按分型 / 完数式 B － 1 に分類しておく。隅の
軒出裏目 7.0 尺は脇間 7.0 尺と完全に一致する。
ただし、平の軒出は疑問で、通常茅負留先から引込んで決定すると考えられるが、茅負は鋭角に木







配付垂木割は、2 番垂木を論治垂木として納めているから、それと桁真の間を等分にして 3 番垂木





入中墨を基準に按分型 / 完数式　L0( 入 ) ＝表目 9.50 尺　5：4
図 12　室生寺御影堂
入中墨を基準に按分形 / 完数式　L0( 入 ) ＝ｳ 5.40　3：2
図 13　本蓮寺本堂





出中墨を基準に按分 / 完数式　L0( 出 ) ＝ｳ 6.40 尺　5：4
時
　 　
代建 物 名 / 層等











































飛檐全長 地軒 飛檐 全長 地軒 飛檐 全長 地軒 : 飛檐 枝数 地軒 : 飛檐
室
　 　 　 　 　
　
町
竜吟庵方丈 嘉慶 1 1387 - 木 鋭 入 B-1 表 9.50 5 ： 4 2 1 - 1.15 - - 2.56 1.70 3.68 2.16 2.94 1.73 .80 5 ： 4 .29 .21 1.38 .21 
室生寺御影堂 室町前 1392 鋭 木 鋭 入 B-1 5.40 3 ： 2 2 2 - 　.53 1.17 - 1.68 1.68 2.97 1.77 2.15 1.28 .72 7 ： 5 .48 .24 2.04 .34 
洞春寺観音堂 身舎 永享 2 1430 - 木 鋭 出 B-1 5.50 7 ： 5 1 1 ○ 2.27 - 3.09 - 2.59 3.30 1.27 2.21 　.85 .67 3 ： 2 .46 .28 1.64 .33 
最恩寺仏殿 ( 板軒 )　身舎 室町中 1466 - 木 鋭 入 B-1 表 8.00 (2 ： 1) - - - - - - - - 3.60 - 1.85 - .51 (2 ： 1) .40 - - .28 
安国寺釈迦堂 室町中 1466 - 木 - 出 B-1 7.90 4 ： 3 1 1 ○ 3.31 - 4.37 - - 4.47 - 3.31 - .74 (4 ： 3) .60 .35 1.71 .42 
慈照寺東求堂 文明 17 1485 - 木 - 出 B-1 5.50 4 ： 3 2 1 - 　.81 2.50 - 2.09 1.62 3.24 2.00 2.36 1.46 .73 (7 ： 5) .34 .18 1.89 .24 
慈照寺銀閣　下 長享 3 1489 - 木 - 出 B-1 5.30 5 ： 4 1 1 ○ 2.32 - 2.85 - 2.64 3.00 1.14 2.30 　.87 .77 9 ： 7 .37 .23 1.61 .26 
本蓮寺本堂 明応 1 1492 鋭 木 鋭 本 B-1 （7.00 4.00 3.00 ） 7.00 4 ： 3 2 2 ○ 1.30 1.69 1.83 1.83 1.75 3.97 2.27 2.95 1.69 .74 (4 ： 3) ○ .50 .22 2.27 .35 
本蓮寺番神堂中祠 明応 1501 鋭 木 鋭 出 B-1 表 4.15 6 ： 5 2 1 - 　.57 - - 1.17 1.25 1.71 1.37 1.31 1.05 .77 9 ： 7 .27 .16 1.69 .19 
大恩寺念仏堂 ( 焼失 ) 天文 22 1553 鈍 論 - 出 B-1 6.40 5 ： 4 1 1 ○ - - - - 3.02 3.59 1.19 2.74 　.91 .76 (9 ： 7) .38 .25 1.52 .27 
興臨院本堂 永禄 1569 - 木 鈍 張出し 2 2 ○ 　.81 1.69 1.69 1.67 1.63 3.54 2.17 2.56 1.57 .72 7 ： 5 .40 .20 2.00 .28 
東光寺仏殿　身舎 室町後 1572 - 木 鋭 入 B-1 4.20 7 ： 6 1 1 ○ 1.90 - 1.97 - 2.34 2.10 .90 1.81 .77 .86 7 ： 6 .30 .21 1.43 .21 
表 3　留先法による二軒疎垂木の分析結果









　大恩寺念仏堂 16)：天文 22 年 (1553)
五間四方の仏堂であったが 1994 年焼失した。
軒を「留先法」で検討すると、隅の軒では、出中墨から茅負留先 L0( 出 ) までを裏目 6.4 尺と完数で
定められ、木負留先廻りは論治垂木位置で 5：4 に按分されている注 3)。こうした点から、按分形 / 完
数式 B － 1 に分類することが出来る ( 図 14)。
平の軒出は茅負留先を引込んだものと思われるが、茅負は外下角を鈍角に木造って、口脇で 8.2 寸





検証の結果、「留先法」であるものは全てが茅負留先 L0 を完数で定め、木負留先 L1 を按分して定
める按分型 / 完数式Ｂ－ 1 で、それ以外の形式は認められなかった。
「留先法」ではない事例は興臨院本堂である。留先長さは 6.03 尺で誤差の範囲とも思われたが、木
負留木先位置を按分で求められなかった。また、平の軒出は 6.1 尺で 4：3 に按分されているから、
平の軒出が先に計画された「張出垂木」である可能性が高いと判断された。
L0 を表目尺で定めているものは、竜吟庵方丈、最恩寺仏殿、本蓮寺番神堂中祠で確認された。
隅木基準墨は、出中墨が 7 例、本中墨が 1 例、入中墨が 4 例で出中墨とするものが多い。









「留先法」において留先の決定方法は、第 2 章で二軒繁垂木を分類した通り大きく 2 つの形式 ( 基
本型 A、按分型 B) と 1 つの特殊形式 ( 総割型 C) に分類することが可能であるが、第 2 章と本章の結
果を整理したのが表 4 である。
疎垂木は一軒、二軒ともに枝割によるのではなく完数によって決定される。一軒は基本型 ( 基本型
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完数式 B － 1) であった。








ものが一部にあり、木負を鋭角にするものは二軒疎垂木の約 3 分の 2 で認められた。
基本型 按分型
総割型
完数式 枝数式 完数式 枝数式






繁垂木 ○ ◎ ◎ ○ △
軒形式
留先法
( 凡例 )    ◎：事例が多い　○：事例がある　
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注
注 1)　「出中押え法」は、隅の軒出 ( 出中墨から茅負留先までの裏目の値 ) と平の軒出 ( 軒桁新から
茅負外下角までの表目の値 ) を同じ寸法に揃える軒規矩術法を言う。甲良家文書「匠用小割」
( 東京都立中央図書館蔵 ) にも類似する技法が認められる。詳細は本論文 第 9 章で論じる。
注 2)　「張出垂木法」は、荒川家文書 ( 石川県立博物館蔵 ) に記載がある技法で、文献 9)( 本論文 第
7 章 ) でその存在を指摘した。引込垂木の意味である張込垂木に対する名称であるから、張出
垂木の呼称は引出垂木の方が良いかもしれないが、荒木家文書の呼び方のままとする。













第 1 章 1)、第 2 章および第 3 章において、中世の軒規矩術法は、隅木真上の木負、茅負の留先を基
準にして軒規矩を決定する技法－仮称「留先法」であることを提案し、軒において一般的な形式であ
る平行垂木 ( 一軒疎垂木、同繁垂木、二軒疎垂木、同繁垂木 ) について検証をおこなった。その結果は、
一部の簡易な軒 ( 疎垂木の一部 ) と「引込垂木法」の古例と思われるものを除き、全ての軒が「留先法」
で計画されていると指摘出来た。
また、木負、茅負の留先位置の決定方法が、大きく 2 つの形式 ( 基本型 A、按分型 B) と 1 つの特










「留先法」において、留先位置の決定方法についての分類方法は、第 2 ～ 3 章でおこなったものと
同じ方法とする。ただ、軒が扇垂木の建物は平面の柱間寸法の決定は、完数によるものやアイタによ
るもの又は枝割制に乗るものなど複雑であるが 2)、留先位置の決定においては完数による方法だけが
確認された。つまり、木負留先、茅負留先を順番に完数で決めていく基本型 / 完数式 A － 1 か、茅
負留先を完数で先に定め按分して木負留先を定める按分型 / 完数式 B － 1 のどちらかで定められて
いるかであった。




茅負留先までを茅負留先長さ L2 とし、L1 と L2 を合せたもの、つまり隅木基準墨から茅負留先までを
L0 とする。なお、L1、L0 において、出中墨を基準とする場合は L1( 出 )、L0( 出 )、本中墨の場合は L1( 本 )、
L0( 本 )、入中墨の場合は L1( 入 )、L0( 入 ) と表記する。
3. 留先法による扇垂木の検証
3-1. 概要
鎌倉時代のものはなく、室町時代において扇垂木の軒規矩図のあるもの 15 棟 18 例の軒規矩を検
証した。禅宗の仏堂が基本であるが、層塔、多宝塔、門、鐘楼などもあり、あまり規模の大きなもの
はない。また、時代別の内訳は室町時代前期が 3 例、中期が 5 例で後期のものが 10 例である。





開山堂の前部に建つ方三間堂である。明治 41 年に解体修理がおこなわれている。地隅木は 4 丁の
内 3 丁が当初材であるが、飛檐隅木は全て明治の取替え材である。垂木、木負、茅負も取替えが多いが、
茅負は明治に鼻母屋などに転用されていることや、小屋裏に保存されていた原寸型板から考え合わせ
ると、明治 41 年の解体修理は当初形式に忠実に施工された可能性が高いと判断される注 1)。
軒規矩図は実測図集 3) を参考にした。垂木の割付は不明な点があるが、振り分け数枝は平行で、隅
にいくに従い要を 2 か所ある扇割と考えられる。
「留先法」によって検証すると、隅の軒出は出中墨を基準に茅負留先まで L0( 出 ) を裏目 4.3 尺とし、
それを 5：4 に按分して木負留先位置を定めたと考えられた ( 図 1)。実際の規矩図と比較すると、茅
負留先位置は理論値より 3 分ほど先になるが、木負留先位置はよく一致する。茅負の反りが留先で
1.2 尺と大きいから投げ勾配が 4 厘だけ急になれば納まる値である。残念ながら茅負口脇位置を示す
原寸型板が破損紛失しており、これ以上の確認は不可能であった。
平の軒出は 4.3 尺で隅の軒出の理論値と一致するから「出中押え法」と考えられる。平の軒出を 6：
5 に按分して木負の位置を定めている。なお、飛檐垂木の勾配は完全な六ツ連で納められている 5)。
隅及び平の軒出 4.3 尺は、三手先の出 1.68 尺を加えると、側柱真から 5.98 尺になるが、脇間は
5.23 尺であるから、柱真からの軒出と脇間はちょうど 8：7 の関係になる。









代建 物 名 / 層等










決定方法 A　基本型 B　按分型 平の軒出 ( 尺 ) 軒出の比率 撓込み隅木幅垂木幅
隅木／垂木隅木巾裏目
















永保寺開山堂　奥院 室町前 1392 - - 入 B-1 表 7.00 4 ： 3 2.73 2.05 .75 4 ： 3 .28 .14 2.00 .20 
永保寺開山堂　拝堂 室町前 1392 - - 出 B-1 4.30 5 ： 4 2.35 1.95 .83 6 ： 5 .30 .14 2.14 .21 
金剛寺鐘楼 慶長改造 室町前 1392 - 鋭 本 B-1 5.60 7 ： 5 3.18 2.24 .70 √ 2 ： 1 .40 .18 2.22 .28 
正福寺地蔵堂　身舎 応永 14 1407 - - 出 B-1 5.00 6 ： 5 2.57 1.90 .74 4 ： 3 ○ .33 .13 2.54 .23 
向上寺三重塔 3 永享 4 1432 鈍 - 出 B-1 4.60 7 ： 5 2.71 1.92 .71 √ 2 ： 1 .46 .16 2.88 .33 
不動院鐘楼 永享 5 1433 - - 入 B-1 (4.00 2.30 1.70) 4.00 4 ： 3 2.10 1.60 .76 4 ： 3 .32 .15 2.13 .23 
常福院薬師堂 室町中 1466 - 鈍 出 B-1 (5.80 3.50 2.50) 5.80 3 ： 2 3.47 2.26 .65 (3 ： 2) .38 .18 2.11 .27 
玉鳳院開山堂 室町中 1466 鈍 鋭 入 B-1 6.90 3 ： 2 3.85 2.58 .67 3 ： 2 .40 .26 1.54 .28 
善光寺薬師堂厨子 文明 15 1483 鋭 鋭 本 B-1 表 5.60 3 ： 2 　.65 　.53 .82 5 ： 4 ○ .13 .06 2.17 .09 
西明寺楼門 明応 3 1494 - 鋭 出 B-1 4.30 7 ： 6 2.34 1.98 .85 7 ： 6 .36 .18 2.00 .25 
新海三社神社三重塔 1 永正 12 1515 - - 本 B-1 4.70 4 ： 3 2.56 1.91 .75 4 ： 3 ○ .35 .17 2.06 .25 
東観音寺多宝塔下 大永 8 1528 鈍 - 出 B-1 4.50 4 ： 3 2.60 1.91 .74 (7 ： 5) .28 .14 2.07 .20 
東観音寺多宝塔上 大永 8 1528 鈍 - 出 B-1 4.30 7 ： 5 2.41 1.68 .70 √ 2 ： 1 .24 .13 1.92 .17 
三明寺三重塔　3 享禄 4 1531 鈍 - 入 B-1 4.00 7 ： 4 2.08 1.47 .71 √ 2 ： 1 .24 .12 2.00 .17 
観音寺多宝塔　上 天文 5 1536 鈍 - 出 B-1 4.10 4 ： 3 2.33 1.67 .72 7 ： 5 .33 .14 2.36 .23 
西明寺三重塔　2 天文 6 1537 鋭 鋭 入 B-1 4.20 7 ： 6 2.10 1.90 .90 9 ： 8 .34 .17 2.00 .24 
西明寺三重塔　3 天文 6 1537 鋭 鋭 入 B-1 4.00 6 ： 5 1.99 1.75 .88 8 ： 7 .34 .17 2.00 .24 














隅を検討すると、隅の軒出は入中墨を基準に茅負留先まで L0（入）を表目で 7.0 尺とし、それを 4：3
に按分して木負留先を定めているものと考えられた ( 図 2)。実際の図では 3 分の誤差が認められた。





奥之院は拝堂とは異なった軒規矩で誤差も認められるが、「留先法」では同じく按分型 / 完数式 B
－ 1 に分類出来ると考えられる。
　正福寺地蔵堂上層 5)・注 2)：応永 14 年 (1407)
正福寺地蔵堂は三間四方に裳階を廻らした禅宗様仏堂で、報告書等によれば、地垂木は一度も解体





隅の軒出は、出中墨を基準に茅負留先まで L0( 出 ) が正確に裏目 5.0 尺で納まる。またそれを、6：5
に按分した位置が木負留先になる ( 図 3)。筆者の作図では 2 分ほど短いがほど誤差の範囲であろう。
この隅の軒出は、脇間5.687尺と端間4.349尺の合計10.036尺 (当初尺で10尺 )の半分の長さである。
平の軒出は 4.474 尺で、それを 4：3 に按分したものが木負の位置となる。しかし、撓込みが大変
大きく ( 投げ勾配なりの正規の納まりに対し茅負で 4.6 寸、木負で 2.0 寸前方に口脇位置がある )、
平の軒出は茅負、木負の留先から投げ勾配上にはなく、引込んで決定されてはいない。また、柱間
寸法とも関係が認められない。そこで、2.6 分ほどの誤差はあるが、隅の軒出 5.0 尺の 0.9 倍となる





当初形式が残り、「留先法」による分析が良く納まる事例で、按分型 / 完数式 B-1 に分類すること
が出来る。







入中墨を基準に按分型 /完数式　L0( 入 ) ＝表目 4.30　4：3
図 3　正福寺地蔵堂






「留先法」で分析すると、隅の軒出は、出中墨を基準に茅負留先まで L0( 出 ) を裏目 4.6 尺とし、それを7：
5 に按分して木負留先位置を定めている ( 図 5)。茅負、木負留先とも理論値と規矩図は誤差なく大変
良く納まる。
隅の軒出は、初層の柱間の半分 6 尺を 1.3 で除した値と考えられた。
平の軒出は 4.62 尺であるが、茅負留先から茅負投げ勾配に引込んだ位置によく一致する。木負の




「留先法」による分析が良く納まる事例で、按分型 / 完数式 B － 1 に分類することが出来る。




隅の軒出は、入中墨を基準に茅負留先まで L0（入）がちょうど裏目 4.0 尺となる。それを 4：3 に按
分して木負留先位置が定められている ( 図 6)。隅の軒出 4.0 尺は、上層梁間を 1.6 で除した値である。
平の軒出は茅負留先を 1.9 寸勾配で 1 尺引込んだ位置に定められていて、それを 4：3 に按分して
木負位置が決められている。
扇垂木割は、1 から 13 番までを放射状に割付、それ以降は妻、平それぞれの振分けを半径とする
半円弧を描き、その円周上を均等に割付けるとするが、それ以上の説明がなく詳細は不明である。











が決められているが、少し誤差 (3 分 ) がある。
後世の改造のため誤差が認められるが、概ね「留先法」で計画されているもので、按分型 / 完数式






出中墨を基準に按分型 /完数式　L0( 出 ) ＝ｳ 4.60　7：5
図 6　不動院鐘楼
入中墨を基準に按分型 /完数式　L0( 入 ) ＝ｳ 4.00　4：3
図 7　常福院薬師堂




正面 3 間に奥行き 5 間の堂で途中移築がおこなわれているため、変更された部分がある可能性も
あるが、部材は古材を含んでいることから検証に加えた。
隅の軒出は、入中墨を基準に茅負留先 L0( 入 ) までを裏目 6.9 尺とし、それを 3：2 に按分して木負
留先位置を定めている ( 図 8)。茅負外下角は鈍角とするが、反出し量が大きくするための調整と考え
られる。一方、木負外下角は鋭角とするが、隅の木負留先と平の木負位置を調整した結果と考えられ




「留先法」で分析すると、按分型 / 完数式 B-1 に分類することが可能である。





討すると、隅の軒出は出中墨を基準に茅負留先まで L0( 出 ) を裏目 4.30 で定めていることが判明する。
木負留先位置は、それを 7：6 に按分して定めていると考えられる ( 図 9)。茅負、木負の留先位置は
大変良く納まる。
隅の軒出 4.3 尺は上層梁間の 10.7 尺のほぼ 0.4 倍に一致すると考えられた ( 誤差は 2 分 )。
平の軒出は 4.32 尺で隅の軒出と 2 分の誤差で揃うが、永保寺開山堂拝堂と同様に隅と平の軒出を
揃える「出中押え法」の可能性が高いと考えられる。木負位置は隅と同様に 7：6 に按分して定めら
れている。
楼門も「留先法」による分析が良く納まる事例で、按分型 / 完数式 B － 1 に分類することが出来る。




軒規矩図を参考に「留先法」で検証すると、隅の軒出は本中墨を基準に茅負留先 L0( 本 ) まで裏目
4.7 尺と考えられた ( 図 10)。この位置は軒規矩図から定めた位置と 2 分ほどの誤差である。通常な
らば誤差の範囲であるが、反対に 2 分短い位置は出本中墨から 12 枝である裏目 4.66 尺にも近く枝
割制で決めている可能性もある。木負、茅負ともに撓込みがあるため確定が難しい。本論では両方の
可能性を指摘するが、他の扇垂木の事例や按分の可能性から完数の 4.7 尺を一応の結論とする。茅負
留先までを裏目 4.7 尺とすると、それを 4：3 に按分した位置が木負留先としてよく一致する。
平の軒出は、撓込みのため茅負の投げ勾配では決まらず、他の方法で決められたものと考えられる。





入中墨を基準に按分型 /完数式　L0( 入 ) ＝ｳ 6.90　3：2
図 9　西明寺楼門
出中墨を基準に按分型 /完数式　L0( 出 ) ＝ｳ 4.30　7：6
図 10　新海三社神社三重塔初層




尺が隅の軒出 4.7 尺の 0.95 倍の値とよく一致することから、比率の値は異なるが正福寺地蔵堂と同
様の方法で決定されたと考えられる。
扇垂木の割は、報告書によれば脇間の中央から扇とし鎌倉割で納められたとする。
隅の茅負留先位置の決定方法は、枝割制で決定された可能性もあるが、按分型 / 完数式 B-1 に分類
した方が他の寸法の納まりもよいと考えられた。








規矩図から「留先法」で検証すると、隅の軒出は出中墨を基準に茅負留先まで L０( 出 ) を裏目 4.5 尺
とし、それを 4：3 に按分して木負留先位置を定めたものと推察された ( 図 11、なお報告書の軒規矩
図は3分弱ほど茅負位置が先になる )。隅の軒出4.5尺は、脇間3.2尺の1.4倍 (≒√2倍 )と思われた。
平の軒出は、1 分ほどの誤差があるが、隅の軒出と同じ 4.5 尺と決めていると考えられた。木負位
置は按分には乗らないが、これは木負留先から木負の投げ勾配で引込んで、平の木負位置を定めたも




式を保存している可能性は十分考えられる。「留先法」の分類に従えば、按分型 / 完数式 B － 1 となる。
上層も下層と同様に、正徳材が中心のようであるが検証をおこなった。
隅の軒出は本中墨を基準に茅負留先 L0( 本 ) まで裏目 4.3 尺となる。ここから 5 分もどった位置が茅
負投げ勾配で反った場合の留先であるから、平で 5 分の撓込みがあることになる。隅の軒出 4.3 尺を
7：5 に按分して木負留先位置が決められている。隅の軒出 4.3 尺は上層の柱間寸法 5.7 尺の 0.75 倍
(4 分の 3) に近い。
茅負外下角が鈍角に木造られていて、さらに 5 分の撓込みがあり、かつ木負投げとも揃わないから、
諸寸法の根拠が判り難い。しかし、平の軒出 4.09 尺は隅の軒出 4.3 尺のちょうど 0.95 倍の値になる
点は、先の新海三社神社三重塔初層と同じ技法と言える。茅負の外下角がもう少し鈍角で茅負投げ勾
配で納まれば、次の三明寺三重塔とほぼ同じ納まりになる。
平の木負位置は茅負の出をちょうど√ 2：1注 3) に按分して定められたものと考えられた。
以上の通り、部材は正徳に取り替えられているが、下層と同様に当初形式を引き継いた軒規矩であ





本中墨を基準に按分型 /完数式　L0( 本 ) ＝ｳ 4.30　7：5
図 12　三明寺三重塔三層
入中墨を基準に按分型 /完数式　L0( 入 ) ＝ｳ 4.00　7：5
図 13　観音寺多宝塔上層










軒規矩図を参考に「留先法」で検証すると、隅の軒出は入中墨から茅負留先 L0( 入 ) までちょうど裏
目 4.0 尺となる。それを 7：5 に按分して木負留先位置が決められていると考えられる ( 図 12)。また、
隅の軒出 4.0 尺は脇間 2.02 尺のおよそ 2 倍である。
木負は断面矩形であるが、茅負外下角は大きく鈍角になっていて、茅負の投げ勾配は 3.3 寸にもな
り、口脇での反り 1.1 尺に対し反出しは 3.4 寸にもなる。ここでは撓込みがないから、茅負留先から
茅負投げ勾配で引込んで平の軒出を決めたように見えるが、茅負が鈍角であることから、規矩は別に
決められて、それを納めるために鈍角にしたと考える方が自然である。つまり、隅の軒出は入中墨か
ら裏目 4.0 尺で決められているが、それを本中墨から取ると 3.92 尺となる。これの 0.95 倍は 3.53
尺であるから平の軒出 3.55 尺とほぼ一致する。平の軒出が出中墨から茅負留先までの 0.95 倍となる
のは、先の新海三社神社三重塔初層、東観音寺多宝塔上層とも一致する技法と言える。
平の木負位置は、平の軒出 3.55 尺を√ 2：1 に按分して定めているが、それも東観音寺多宝塔上層
と同じである。
扇垂木の割方は、報告書によれば、木負長さの「0.137 の戻り割」によって割付けているとする。
　観音寺多宝塔上層 14)：天文 5 年 (1536)
下層は平行垂木で部材の取替えもあるが、上層の扇垂木は一度も解体を受けずにほとんどが当初材
であった。





4.22 尺となる。これを 0.95 倍すると平の軒出と同じ 4.0 尺を得る。本中墨から茅負留先までを 0.95
倍すると平の軒出になるのは 4 例となり、いずれも茅負の外下角は鈍角とする。こうした得られた
平の軒出を 7：5 に按分して木負位置が定められている注 5)。
なお、扇垂木の割付も三明寺三重塔と同じく「.137 の戻り割」とする。








入中墨を基準に按分型 /完数式　L0( 入 ) ＝ｳ 4.20　7：6
図 15　西明寺三重塔三層
入中墨を基準に按分型 /完数式　L0( 入 ) ＝ｳ 4.00　6：5
図 16　円通寺本堂





二層を「留先法」で検証すると、隅の軒出は入中墨を基準に茅負留先まで L0( 入 ) を裏目 4.2 尺とす
る ( 図 14)。それを 7：6 に按分して木負留先位置とする。隅の軒出 4.2 尺の根拠は、三手先までを
加えた出 6.17 尺が柱間 9.17 尺と 2：3 の比に近似する。







「留先法」は按分型 / 完数式 B － 1 に分類出来るが、平の軒出も完数で決められている。
三層の軒規矩を検討すると、隅の軒出は入中墨を基準に茅負留先まで L0( 入 ) を裏目 4.0 尺と考えら
れた ( 図 15)。規矩図より 3 分長い。それを 6：5 に按分して木負留先位置を定めたと考えられる。










隅の軒出は出中墨を基準に茅負留先まで L0( 出 ) を裏目 6.5 尺とし、それを 9：7 に按分して木負留
先を定めている ( 図 16)。隅の軒出 6.5 尺の根拠は、これに手先の出を加えて柱真から留先まで 7.79
尺となる。総柱間の半分は 11.67 尺であるから、ちょうどその比は 2：3 となる。
平の軒出は、茅負に撓込みがあるため投げ勾配で決められておらず、何らかの根拠が必要である。
隅の軒出を本中から取ると、6.65 尺となる。これを 0.95 倍したものは 6.32 尺となり 2 分の誤差で
平の軒出と揃う。こうして、隅の茅負留先と平の軒出を調整するために、撓出しを付けて納めたと考
えられる。本中から茅負留先までの 0.95 倍が平の軒出となる事例は先に 4 例指摘したが、その類似
の事例と考えられる。
平の軒出はそれを 4：3 に按分して木負位置を定めていると考えられる。









一部は木負留先位置も完数のものもあり、基本型 / 完数式 A － 1 である可能性も考えられたが、按
分の関係も認められることから、本章では按分型 / 完数式 B － 1 に分類することとした。
留先の決定方法は、二軒繁垂木ではすべての分類形式において遺構が確認出来たが、扇垂木では、












1)　大上直樹 , 西澤正浩 , 望月義伸 , 谷直樹：「隅木を基準とした軒規矩術法と復原事例　中世軒規	
矩術の研究－その 1」日本建築学会計画系論文集 669 号 ,pp.2205-2214,2011.11,( 本論文	第 1
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4)　大上直樹 , 西澤正浩 , 望月義伸 , 谷直樹：「垂木勾配の決定方法とその変容過程について」日本建














15)		『重要文化財西明寺楼門及び塔婆 ( 三重塔 ) 修理工事報告書』( 同修理委員会 ),1954.4
16)		『重要文化財円通寺本堂修理工事報告書』( 文化財建造物保存技術協会 ),1972.12
注
注 1) 平成 23 年現在、永保寺開山堂は屋根替え修理中で、軒廻りの調査もおこなわれている。主任
の加藤雅浩技師のご教示による。
注 2) 昭和 58 年度文化財建造物修理技術者養成研修 ( 東京 ) に配布された高端正雄の解説書による。
高端正雄は昭和 9 年解体修理の設計監理に従事し、保存図も作成している。
注 3)	7：5 の按分は√ 2：1 に近似するが、値がより√ 2：1 に近い場合は、それを採用した。
注 4) 文献 14) の報告書では、隅木面で入中から茅負口脇 ( あるいは隅木真で本中から茅負向留 ) を上
層平柱真々長さの半分とする。とあるが、平柱真々は 5.94 尺であるから半分は間違いであろう。
半分でないとすると 3 分ほどの誤差で揃う。
注 5) 文献 15) の報告書では、「1：ルート 1/2」とするが、1/2 は 2 であろう。ただし、7：5 の方が
実際の軒出の値に近い。実際に、7：5 と√ 2：1 を使い分けていると思われる他でも確認出来る。
注 6) 但し、規矩図に対して断面詳細図の平の軒出の書込み寸法は、地軒 2.05 尺、飛檐 1.935 尺合計










また木負、茅負の留先位置の決定方法は、大きく 2 つの形式 ( 基本型 A、按分型 B) と 1 つの特殊
形式 ( 総割型 C) に分類出来ることを示し、軒形式ごとに適した方法が選択されていることを指摘した。
本章は、残る八角堂と六角堂の軒について「留先法」によって分析をおこない、それぞれの軒規矩
術法を検証するものである。



















留先長さの表記も前 3 章と同じく、隅木基準墨から木負留先までを木負留先長さ L1、そこから茅
負留先までを茅負留先長さ L2 とし、L1 と L2 を合せたもの、つまり隅木基準墨から茅負留先まで ( 隅
の軒出 ) を L0 とする。なお、L1、L0 において、出中墨を基準とする場合は L1( 出 )、L0( 出 )、本中墨の場
合は L1( 本 )、L0( 本 )、入中墨の場合は L1( 入 )、L0( 入 ) と表記する。
基本型   A
完 数 式・・・ A － 1
枝 数 式・・・ A － 2
按分型   B
完 数 式・・・ B － 1
枝 数 式・・・ B － 2
3. 隅木基準墨について
今まで論考した四方軒 ( 平行垂木や扇垂木の軒 ) のように隅木が 45 度に納まる場合には、木負、














①『大工雛形秘伝書図解』：享保 12 年 (1727)　









く作図して習得するような構成になっている。六角の基本の墨を本かね ( 通常の尺 )、中尺 ( 隅木の尺 )、
下尺 ( 垂木の出の基準 ) を使って説明する。八角軒についての記載はない。
③『規矩真術軒廻図解』：弘化 4 年 (1847)





⑤『独稽古隅矩雛形』：安政 4 年 (1857)　
信州の大工小林源蔵が著した 1 巻 3 冊からなる半紙本である。上巻に六角の出中、入中など基本
事項があり、下巻に六角の軒規矩について図と解説がある。










図 1　垂木割基準 その 1 図 2　垂木割基準 その 2





第 2 に、図 2 ～ 3 に示した通り柱真を基準にするものである ( 敢えて言えば隅木真上の本中墨であ
る )。そこから垂木流れと同じ方向に隅木側面まで引出した墨を手挟んで割付ける方法である。これ
は②から⑤までの多くの規矩術書で見られる。②では、さらにそれを「外の出中」と呼び、通常の出
中墨を「内の出中」と区別している ( 図 3)。⑤では「垂木墨」という名称である。
垂木割は、通常の出中墨等とはまったく関係せずにおこなうもので、四方軒と同じ様に柱真を手挟
んで垂木を割付けることが出来る。
第 3 に、⑥だけでみられる基準であるが、図 4 の通り桁真と隅木の関係から出中墨、入中墨を求め



















に加えた。その他、参考に近世の八角軒 1 棟、六角軒 1 棟を検証に加えた。
4-2. 中世遺構の検証
　法隆寺東院夢殿 4)：天平 11 年 (739)/ 寛喜 2 年 (1230) 改造





その後、軒廻りや組物等に改造が加えられ、現在の姿になったのは鎌倉時代の寛喜 2 年 (1230) に
改造された時以降とされる。また、平面規模は現状の柱間寸法が 15.4 尺ほどであるのに対し、資材











　　床～柱天端：13.01 尺⇒裏目 9.20 尺
　　内法寸法：9.40 尺⇒裏目 6.65 尺
　　連子窓内法：7.06 尺⇒裏目約 5.00 尺
　　頭貫成：7.8 寸⇒裏目 5.5 寸
　　飛貫成：8.5 寸⇒裏目 6.0 寸
　　桁・肘木幅：7.0 寸⇒裏目 5.0 寸
　　巻斗敷面高さ：5.7 寸⇒裏目 4.0 寸　など
さらに、平面の全体計画が寛喜に裏目で計画し直されたとすると、図 5 のように比較的よく整理さ
れた寸法が得られた。具体的には、側廻りの柱間寸法を裏目 10.90 尺 ( 表目 15.41 尺 ) とすると、平
面全体は裏目 28.50 尺を直径とする外接円に納まる。軒は側柱真から茅負留先は現状でほぼ裏目 8.1




建造物において諸寸法を裏目で計画している例は、大山祇神社本殿：応永 26 年 (1419)5)、十島菅
原神社本殿：天正 17 年 (1588)6) などが、すでに報告されているが、夢殿はこうした裏目による計画
技法の古例と見ることが出来るのではないかと考えられる。
では、現状の寛喜の軒規矩を「留先法」で検証する。八角軒の隅は、真矩ではないから隅木の計画
において裏目尺 ( √ 2 倍の目盛の差金 ) は使えず、八角軒のための差金が必要である。具体的には八















隅木基準墨は隅木真上の本中墨と思われた。そこから木負留先まで L1( 本 ) が裏目 5.0 尺、さらに木




上にはなく 1 寸ほど前に出ている、或いは平で 1 寸入っているという意味であろう。この撓込みが
なく、茅負留先が出中から裏目 8.0 尺であれば軒全体の諸寸法も納まりはよいことから、本来は撓込
みがなく、隅木側で何かの変更があった可能性も考えられる。
平の軒出は、桁真から茅負外下角まで 10.31 尺となり、それを 5：3 に按分して木負位置が定めら
れていると考えられる。軒出はあと 1 分長い 10.32 尺とすると裏目でちょうど 7.3 尺となる。
標準の 1 枝寸法は 9.18 寸であるが、これも裏目で読むと 6.5 寸となり、やはり切れがいい値となる。
一方、桁廻りの配付垂木割は、隅木側面の本中墨揃えているようで、先に紹介した近世軒規矩術書
にはない垂木割の基準である。また、配付垂木割は「留先法」で定めた木負留先から論治垂木真位
置を定め、そこと隅木側面の本中墨を 3 等分して 1 枝寸法を定めたものと考えられた。論治垂木か





「留先法」の分類では、順番に木負留先、茅負留先を完数 ( 裏目 ) によって定めたもので、本中墨を





当初の平面は、側柱の対角距離を 40.0 尺とし、平の軒出が地軒 5.7 尺、飛檐 2.0 尺合計 7.7 尺と復
原されている。これを基に木負、茅負の留先を求めると図 7 の通りとなる。
本中墨を基準に木負留先 L1( 本 ) まで 6.2 尺、そこから茅負留先 L2 まで 2.3 尺、合計 L0( 本 )8.5 尺となる。
地軒と飛檐は表目の完数ではあるが、整数比にはなっていない。
平の軒出も完数になっているから、軒規矩が隅または平どちらから定められたか不明であるが、一




　興福寺北円堂 7)：承元 4 年 (1210)









桁外面の交点を基準に、建物中心までの距離を取ると 21.33 尺を得る。この長さは標準の 1 枝寸法
7.76 寸の丁度 27.5 枝分となる。また、この長さは建物の半分であるから、軒桁外面で建物対角 ( 外
接円の直径 ) の長さは 55 枝 42.66 尺となる。つまり、平面計画は隅行き方向で桁外面を基準に枝割
制によって計画されている可能性が考えられる。
さらに、平の軒出も建物中央からとると、40 枝 31.04 尺と枝割によく乗っていて、夢殿が完数で



















ることが判明した。この基準墨は図 1 と図 3 の中間の考え方と言えるものであろう。寸法は裏目を
使うことなく全て表目尺で計画されたと考えられた。
検証結果は図 9 の通りで、隅木真と軒桁組手の外側との交点を基準として、そこから木負留先 L1
までは 6.21 尺であるから、1 枝 7.76 寸の 8 枝で押えられた。報告書の軒規矩図はこれより 3 分ほど
先に納まった図になっているが誤差の範囲であろう。そこから、最も先端の茅負留先 L1 までは同じ
く 6.21 尺 8 枝分で、これは完全に一致する。つまり軒桁組手の外面から茅負留先まではちょうど 16
枝で決定されていることになる。
この間の二の木負留先は枝割には乗らないが、木負留先から二の茅負留先 L1 までを 9：8 に按分し
たものが正確に一の木負留先として納まっている。














点にも一致する ) を基準にして、小口で 1 枝寸法を揃えるが、垂木を平行に納めるのではなく、幾分
小口を外に振って ( 扇状に ) 納めている注 5)。
　法隆寺西円堂 8): 建長 2 年 (1250)














平面計画を再考すると、1 間の柱間が 15.15 尺の時、建物中央と側柱真までの距離は 19.78 尺であ
るが、これは裏目に換算するとちょうど裏目 14.0 尺となる。後述するように茅負留先までは側柱真
( 本中墨 ) から裏目 7.30 尺となるから、対面する茅負留先間隔は裏目 42.6 尺となる。このように当
堂も夢殿と同様に裏目による計画が支配的で、平面は裏目 14.0 尺を半径とする外接円、軒先は裏目
21.3 尺を半径とする外接円で計画されていると考えられる。
全体計画において裏目を使い、完数で要所の柱真 ( 本中 ) を押える点は夢殿と共通するが、夢殿の
ように矩計など他の寸法においても裏目が使用されたかは確定出来ず、裏目で寸法を決定するのは、
軒廻りの完数部分に限定されていると思われる。
軒規矩を報告書の軒規矩図を参考に「留先法」によって検証すると、側柱真 ( 隅木真上の本中墨 )
を基準に木負留先 L1( 本 ) までは裏目 4.8 尺、そこから茅負留先 L2 までを裏目 2.5 尺とし、合計 L ０( 本 )
裏目 7.3 尺としていると考えられる。つまり、留先位置は完数で木負、茅負の順に決定されている。
平の軒出は地軒 6.17 尺、飛檐 3.24 尺とするが、それぞれ裏目で見ると地軒裏目 4.35 尺、飛檐裏
































内接円の直径を 51 尺とすると、側柱間寸法は 21.12 尺となり、それは枝割制にはのらない。た
だし隅行きの対角線上に位置する柱間寸法、つまり平面の外接円の直径は 55.2 寸で、その値は 1 枝
9.35 寸とするとほぼ 59 枝となる。また、後述するように柱真 ( 隅木真上の本中 ) から茅負留先まで
は 16 枝であるから、対面する茅負留先を頂点とする外接円の直径は 85.12 尺 91 枝と推定される。
一方、平の断面において対面する平の軒出の間隔は 78.58 尺であるから 84 枝となる。このように
側柱間真々寸法においては枝割制が認められないが、隅行き方向や軒出の主要な寸法は枝割制によく





























　長光寺地蔵堂 10)：永正 7 年 (1510)




平面計画は側柱の間隔を 14.40 尺とするが、六角堂は隅行きも同じ寸法となるから、28.80 尺の直
径とする外接円が平面の計画の基本と思わる。この時、内接円の直径は 24.94 尺となる。
隅木を修理工事報告書所収の軒規矩図を基に「留先法」で検討すると、本中墨を基準に茅負留先
L0( 本 ) までを表目 8.0 尺とし、それを 3：2 に按分して木負位置 L1( 本 ) を定めたものと考えられた。誤




「留先法」による分類では、按分型 / 完数式 B － 1 に分類することが可能である。この形式は他の
軒形式においても多く見られる。
　万福寺寿蔵 11)：寛文 3 年 (1663)
万福寺宗祖である隠元禅師の塔所で、開山堂とも呼ばれる六角扇垂木の小堂である。建立は寛文 3
年 (1663) で隠元が存命中に建立されている。
柱間寸法は 6.3 尺で 12.6 尺の外接円に納まる平面の計画と思われる。軒は長光寺地蔵堂と同様に
六角の扇垂木である。
軒規矩図を「留先法」によって検証すると、隅は正規の六角軒の入中墨を基準に茅負留先まで L0( 入
) を表目 6.0 尺と定め、それを 3：2 に按分して木負留先位置 L1( 入 ) を定めていると考えられる。
隅の軒出 6.0 尺は柱間の 0.95 倍の値となる。
平の軒出は 5.02 尺で、木負、茅負ともに外下角は矩 ( 直角 ) で、投げ勾配で引込んで定めたものと
思われるが、平でも木負位置は 3：2 に按分された位置にある。扇垂木割は不明。
「留先法」の分類では按分型 / 完数式 B － 1 に分類出来る。
5. 小　結
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注 1) 他に中世の八角堂で軒規矩図のあるものは三聖寺愛染堂 ( 京都市 , 室町時代前期 ) があるが、一
見して後世の改造による軒で、図面の精度も悪い。また報告書もなく判断し難く検証からは除
②隅の軒出を定めるための隅木の基準墨は、本中墨とするものの他、四方軒の建物にはない軒桁外
側を基準とするものがある ( 興福寺北円堂 )。
③中世の 3 棟の八角軒の留先の決定方法は基本型で、近世の 3 棟の八角軒、六角軒は按分型である。













注 3)「四方軒」の呼び方は、東京都立中央図書館蔵木子家文書の林家傳家文書 ([ 木 20-3]) に見える。
注 4) こうした隅行き方向の寸法を変換について、六角軒の場合であるが、『秘伝書図解』では 1.15
半尺とする記述が確認出来る。











　第 1 編 において、中世の軒規矩術法は、平の軒出を基準とした 「現代軒規矩術法」とは異なり、
隅の留先を基準に決定する「留先法」であることを提示して、全ての軒形式について検証をおこなっ
た。検証の結果は「留先法」という仮説を、十分に裏付けるものであった。










   現代においては、長年文化財建造物の修復に携わった上田虎介が、近世規矩に関する多くの著作を
著し、近世規矩術は解明されたかのような印象を受けるが、実際には近世の軒規矩ではなく中世と近
世の技法を基に解釈を纏めあげた所謂、新式規矩術 4)・注 2) であった点は注意する必要がある。
   その後の軒規矩術の全体的な総括としては、岡田英男が、多くの文化財建造物修理の経験を基に、
近世の技法の一部を紹介し、部材の形状などの近世的特徴を指摘している 5)。
   しかし、大岡實が、かつて、「いまだに日本建築史を一貫して規矩の変遷を叙述したものがない。」6）
と指摘した状況は、多くの文化財建造物修理による蓄積を積んだ今日においても、あまり変わるとこ
ろはないと言えるであろう。






                   
2．『大工雛形秘伝書図解』と類型本について
   近世の版木本における規矩術書は、すでに内藤昌の先駆的研究書があり 7）、それを参考に軒規矩術
に関するものを拾い出すと 10 冊を挙げることが出来る 8)。明治期に大量に出版された規矩術書と比
べると意外に少ない。
   近世の軒規矩術書のうち、図と説明文によって作図の流れが理解出来るのは、『大工雛形秘伝書図解』
と『独稽古隅矩雛形』の 2 巻であろう。その他では、江戸末期の平内延臣が和算を駆使して完成した『矩
術新書』やその門弟の本林常将の積極的な出版活動を指摘出来る。
　本章で対象とするのは、享保 12 年 (1727) 刊の『大工雛形秘伝書図解』である ( 写真 1)。乾・坤
の 1 巻 2 冊からなり、乾が軒規矩の内容となっていて、坤は木割書である ( 以後『秘伝書図解』と呼
び乾を指すこととする )。
　『秘伝書図解』の類型本として今回検討を加えるのは、『秘伝書図解』の前年である享保 11 年
(1726) の年記のある「久保田家文書」( 香川県高松市 )、年代不詳の「坂上家文書」( 滋賀県甲賀市、
ほぼ同じ内容のものが 2 巻ある )、明治期に写された岩城家文書 ( 富山県滑川市 )、そして東京都立中




によつて、此度角かねの法図る」と、今までは大工書はあったが、隅矩術 ( 軒規矩術書 ) はなかった
ため刊行する旨が述べられている。事実、版木本としては軒規矩術書の最初であることはすでに先学
が指摘している通りである 9)。








で明らかに初刷りに近いものである注 3)( 写真２)。                       　















　上巻である乾は、序を含み 24 丁 48 頁からなり、20 項目の軒規矩に関する図と説明文がある。内
容は図 1 に示した通り、平角大矩写からはじまり、角木雁木矩、桁の隅木落掛、入中・出中墨、二
写真 1　『大工雛形秘伝書図解』乾・坤






















　所蔵文書のうち寛政 3 年 (1791) の銘のある木割書などが高松市歴史博物館に寄贈されているが、








　法量は幅 27.4cm、長さ 546.4cm と坂上家文書より少し長い。巻末に「享保十一丙午 / 正月吉日 /
久保田善五良」の銘があり、『秘伝書図解』が出版される前年に描かれている。この久保田善五良は
家伝によれば、久保田家十三代にあたり、墓標によれば宝暦 7 年 (1757) 没とされる。いずれにして
も享保 11 年に描き写したのは、善五良が青年から壮年期にかけてのことであろう。







　近年、滋賀県甲賀市の坂上家から発見された大工文書で、巻子本が 2 巻あり坂上家文書 A、B とす
る ( 写真 4)。内容は一見して判るほど『秘伝書図解』や久保田家文書と酷似しており、特に図のほと
んどが久保田家文書と同形、同寸である。制作時期は不明であるが、内容の正確さから『秘伝書図解』
を描き写したものでないことは明らかで、久保田家文書と同時期の享保頃のものと考えておく。




　A 及び B の内容は図 1 の通りで、A にある「せき棟造」が B にないことを除いて同じ内容である。




　図は 10 分の 1 程度の縮尺で描かれているが、寸法に多少の斑もあるから直接製図したものではな
くトレースしたものと考えられ、部分的に陸墨などの基準墨を朱墨で引いている。法量は幅 27.6cm、




　永井康雄らが整理・調査した研究 23) によると、資料数は約 5500 点に上り、年代は延享のものが




際しては、明治 19 ～ 20 年と 24 ～ 25 年の 2 度京都に出向いて仕事をしていて、この間に多くの技
術書を描き写している。
　『秘伝書図解』の類型本と思われるものは手描きの巻子本 ( 仮 21-7-1) で、巻末に「柴田忠右衛門












































































































































































































































































































































































































































































































また、軒の出が 5 枝 7 枝の場合を例に説明している。
　木負、茅負の下角陸水を引き、そこに配付垂木割をおこなう。明記されていないが、近世であるか
ら垂木割は標準間と同じ枝割で割付けていくはずで、地垂木 7 枝、飛檐垂木 5 枝である。ここで枝
は垂木の数をいう。注意すべき点は、論治を二度「踏む」という記述で、坂上家文書では論治垂木
を二度「よみ」とし、岩城家文書では「続」、林家伝家文書でも「置」とする。図からも丸桁真から
図 9　二軒繁垂木及び茅負水廻しの図 ( 久保田家文書 )




7 枝 ( 本 ) 目が論治垂木であることが判明する。すなわち、地軒の 7 枝は木負の口脇位置を示し、同
時に論治垂木でもある、という意味が二度「踏む」である。7 枝としながら 7 枝目は木負口脇位置で




































配付垂木の本数を示しているもので、しかも 7 枝目は実際には存在しないから、配付垂木の実数は 1
枝少ない 11 枝 ( 本 ) となる。
　こうした技法の名称について、『秘伝書図解』では直接の説明はないが、後の安政 4 年 (1859) に
小林源蔵の著した『独稽古隅矩雛形』で明確に「引込垂木」として説明しているものと同じ技法であ
る 27)・注 13)。ただ、『秘伝書図解』の中でも「十一　一軒こまい物」において「( 前略 ) 角にてうらの










　まず、茅負の図の上部に、柱真 ( 丸桁真 ) である「ま ( 間 )」から、木負留先までと木負留先から茅
負留先までの長さが指示されていて、「隅木長さ見申す時、出中より木負茅負の下留長さ取り隅木に
裏の目に直し、入中より何れも角口脇に当たる也」( 久保田家文書 )
　との書込みがある ( 下線は筆者 )。問題なのは、下線部分の出中が『秘伝書図解』でも同じ出中で
あるのに対し、坂上家文書では入中とし、岩城家文書では柱間、林家伝家文書では柱中墨としていて、
この「ま」の捉え方において、類型本の間で差異があることである。
　隅木の側面を基準とする現代の軒規矩では、茅負正面見付けにおいて柱真 ( 丸桁真 ) は当然、出中

























まで引渡し墨を引き、茅負下端の撓み ( 留内の反り ) を、隅木上の木負上端から茅負口脇まで引いた
引渡し墨に写して、飛檐隅木の形状を決めるものと推察出来る。そうすると、地隅木の部分も同様に、



































は、茅負を正面から見て、留先から隅木片中裏目 ( 隅木幅の約 0.7 倍 ) 戻った位置が口脇となる関係
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　   伏見唯：林家木割書について (1)- 林家の由緒 -, 日本建築学会関東支部研究報告 ,pp285-288,2006
　    同：同 (2)- 嘉元期の賀茂別雷神社本殿と木割「賀茂様之三間社」の比較 -, 日本建築学会関東支
部研究報告 ,pp289-292,2007.2
25) 前掲 24) のうち、費迎慶・永井康雄・飯淵康一：「木子文庫・林家傳家圖書」における神社の 
設計方法に関する研究　その 1　一間社の設計方法について」, 日本建築学会東北支部研究会報
告会 ,pp147-154,2007.6
26)  中村達太郎：『日本建築字彙』, 丸善 ,1909.6　
27)  小林源蔵：『独稽古隅矩雛形』, 千鐘房 ( 須原屋茂兵衛 ), 安政 4 年 (1859)




29)  伊藤要太郎：『匠明五巻考』, 鹿島出版会 ,1971.12
注
注 1) 文献 3) 「あふ木たる木ノよせシノめうもく」では「これまつ代のためニさしひきまてかキ志る
しおくなり、人ニ見せウツさせレバミやうがあるましく候」など、他人に見せることを戒める
記載がある。




注 4) その他、宝暦 6 年の刊記のある須原屋茂兵衛版の立石定準著『匠家必用記』三巻も同年の出版
記録はないが、5 年後の宝暦 14 年に京都永田調兵衛により版権が許可された事例がある。版権
免許の件では須原屋茂兵衛と永田調兵衛との間に相互関係が認められる。　　 
注 5) 坂上家の四代前は旧水口町牛飼に居住し、杣大工組の組頭小山九兵に従い惣代を務めた文七で
ある。甲賀市編『小山岩雄家文書調査報告書』(2006 年 ) によれば、文七は高山村光照字本堂や
牛飼の栄林寺本堂の建設を請負うなど力量のあった大工であった。
注 6) 文献 21) によれば、牛飼村の坂上大工の名は旧甲南町 ( 現甲賀市 ) 竜法師の金龍院表門 ( 文化 3 年、
牛飼村坂上惣兵衛宗寛 )、旧信楽町 ( 現甲賀市 ) 柞原の八坂神社本殿 ( 貞享 5 年、牛飼村坂之上某 )
で認められる。
　    文献 22) によれば、牛飼村の大工の作事願書が報告されている。




では棟梁方として「柴田新八郎貞英 ( 木子棟斉 )」と並んで棟札にその名が見える (『東本願寺
明治造営百年』, 真宗大谷派本廟維持財団 ,1978.5)。
注 8) 木子文庫目録のうち、[ 木 021-3-22] を表紙とする一連のもので、1 枚ものが 52 枚になった図
面集である。内容は規矩術書 25 枚、木割書 20 枚、 絵様ほか 7 枚からなる。概ねまとまっているが、
一部関係のない図面も混在しており、完全に意図された順番になっているわけではない。なお、
[ 木○○－○○ ] は東京都立中央図書館の目録の番号である。
注 9) 表紙の文面は、「安政四丁巳歳四月　紙数五拾貳枚 / 洛陽醒井中立売下ル / 甲斐突抜町亀尾組 /
木匠 / 先師 / 高城平七誠定伝授也 / 慶応二丙寅年正月三日命終 / 同月廿日改葬 / 建築割其外矩術
図 / 林氏蔵」





いかやおい外つらまであひもん（合紋）の志ゆ（朱）引にあとさきあはして ( 後略 )」とあり、
朱引を指定している個所がある。(　) 書きは筆者による。
注 11) 東京都立中央図書館蔵の木子文庫 [ 木 20-3]『木摧』は、「天正五年二月  洛陽上賀茂庄  林左衛
門宗廣 / 寛永年間  巻末増補  林左衛門宗相」の墨書があり、天正 5 年 (1577) に林宗廣が著した後、
寛永年間に林宗相が巻末に増補を加えたことが判る。増補部分は、割印の有無、用語の表記の
差異から「廿五唐様之佛殿」以降である可能性が考えられる。








注 13) 文献 27) に下巻に「五十 引込垂木」の説明がある











　前章では、江戸時代中期の享保 12 年 (1727) に刊行された規矩術書で最も古い版木本とされる『大
工雛形秘伝書図解』1)( 以下『秘伝書図解』と呼ぶ ) と、その類型本に述べられている二軒本繁垂木の
























































七枝、木負から外へ向って茅負の外づらまでの間の長さが五枝のことで ( 後略 )」7) とし、具体的に『匠
明五巻考』堂記集の図 6 ～ 9 で、それを図化して示している 8)。これは社記集の切妻造り系の同書図
59) と同じ解釈に立つもので、隅木の有無は関係なく枝数による軒の表記は図 1 の通り、桁真から木負、
茅負の外下角までを枝割制で指定しているものとする。
2-2. 上田虎介の近世軒規矩と軒の出の解釈
　昭和 55 年に近世軒規矩術の選定保存技術保持者に選定された上田虎介は、同年 11 月に『独稽古
隅矩雛形全三冊解説』10) を著すなど、近世の軒規矩術を集大成したとされる 11)。
　上田虎介は『隅矩雛形』の下巻の「五十 引込垂木」( 図 2) の説明である「引こみ垂木ハかや負に










前より垂木の長さを引込て短くするより名付也」( 下線筆者 ) と、句読点の位置が異なった読下しを
おこなっていて、上田虎介の「当り前」とは全く別の文意を示している 14)・注 4)。
　『隅矩雛形』では、「普通の」という意味では、「常の」を使っているから 15)・注 5)、「当り前」は普通









えば、重要文化財如意寺三重塔 ( 至徳 2 年 ) 修理工事報告書では、平の軒出は、実際は初層でも地軒




















　『木摧』は木子文庫 [ 木 20-3] の 1 巻で、表紙を除き 84 丁からなる冊子である。目次の後に「天正

















四分一可出但カヤノ外面迠」( 唐門 )、「四方軒ノ出葉六枝五枝、唐ヤウハ六枝七枝」( 鐘楼 )、「軒之
長サ出葉ハ六枝五枝」( 三重塔 )、「軒之出葉七枝五枝」( 寶形堂 )、「軒之長サ六し五し」( 多寶 )、「軒
之長サ七枝六枝」( 三間四面堂 )、「軒ノ長サ控柱ノ中ズミホド出へシ」( 薬医門 )、「軒ノ出葉拾弐枝
六枝ゝト出」( 唐様之佛殿 ) などがある。








注 9) シメノ木 
























論治垂木の位置、3）平の断面における木負位置 ( 地割 )、4）１番垂木 ( 一配付 ) の位置、5）平の断
面における茅負の位置 ( 地割 )、6）隅木の作様という順番になっている。
　以下、参考のために図化した図 3 とともに見ていく。
　①の二軒繁垂木の隅木は曲地をして分かる、というのは、実際に木負、茅負や垂木などの曲物の原





真で垂木が手挟んで納まり、以降配付垂木を 6 枝 5 枝と配ることを指示している。
　②の四ツ居は交差する意味であろう。木負が隅木に納まる口脇部分を指していて、そこに７枝目の
垂木 ( 論治垂木 ) を納めるとする。
　③の地別とは地割の意味で、平の軒の断面の設計を述べている。平の軒の断面において、木負の位









　⑥は、③と同様に飛檐の地割、すなわち平の軒の断面における茅負の位置 ( 飛檐の出 ) の出し方を
示している。茅負の内側を、垂木歩の間中に揃えるとする。この場合の垂木歩は茅負と一配付垂木の




























キの長さ十一しゅなり」( 三重塔名目 )、「ノキニ十しゅ、ヲノキニ六しゅ、このキニ四しゅ」( 五重塔名目、































































は、延宝 5 年 (1677) から宝永期に成立したとされる冊子本の秘伝書で、甲良宗賀、宗俊、宗員の編
著になる 21)。
　「匠用小割」は御所と堂宮の細部の木割書で、軒規矩は堂宮用小割之事に記載されている。それに






















































　神奈川県大山の手中家は、延徳 5 年 (1493) まで遡ることが出来、代々「明王太郎」を名乗る大工
である。近年資料の公開と子孫の手中正の著作 22) により広く知られる資料で、すでに多くの論考が
おこなわれている 23)。
　手中家文書のうちの『類聚倭木経　規矩部』( 以下『類聚倭木経』と呼ぶ ) は優れた内容で、18 世
紀後期の軒規矩術書として、この時代を埋める重要な資料である。






を伏図にして関連がよくわかる一組の図 ( 図 5)、2) 平断面図に木負、茅負を重ね、大きく詳細を示





















は 5 枝 6 枝で、地軒が 6 枝、飛檐が 5 枝を意味し、他の軒規矩術書とは地・飛檐の順番が逆になっ









　④さらに、もう 1 点茅負の図の下に書かれている説明書きで再度、平の軒出は茅負の反り ( 引込 )
によって決まることを明確に記述している。








　ここでは、荒木仁右衛門の銘のある 19 世紀の二軒繁垂木の軒規矩図 ( 図 6) を検討したい 25)。軒規
矩術書の形式は特に説明がなく、図と書き込まれた注釈のみである。
　文書の明らかな年代は不明であるが、描いた荒木仁右衛門は文化 9 年 (1812) の加賀藩太夫関谷中
務藤原政良の居宅の棟札写 26) に井上明矩門人で大工棟梁として荒木仁右衛門長成の名が見え、さら
に文化 13 年 (1816) の大野織人平定能の舎家の棟札写 27) にも井上明矩門人大工棟梁荒木長成とある













る。軒出は、地軒が 5 枝と指定されているが、実際に地垂木は 4 本のみで、5 枝 ( 本 ) 目は木負口脇で、
木境垂木 ( 論治垂木 ) となる。
　他は図から読み取るしかないが、論治真から隅木片中裏目を出して、木負投げを取り木負の平の高

















がある。軒規矩に関する版木本は、前述した享保 12 年 (1727) に刊行された『秘伝書図解』が最も













　巻之二の二軒繁垂木の軒規矩を図化したのが図 7 である。実寸で 1 枝 2 寸 2 分に描かれているが、











　『規矩真術軒廻図解』は、弘化 4 年 (1847) に鈴木多吉正豊が著した上・下巻の 2 冊からなる大型
の折れ本である。版元は江戸須原屋茂兵衛である。
　『軒廻垂木雛形』と同様に説明はなく、大判のトレース課題の様な性格を有し、木子文庫林家伝家
文書の中にも同書を描き写したと思われる図がある ([ 木 20-11]) 注 14)。
　上巻は、棒隅、振れ隅、一軒、二軒、下巻は扇垂木、六角指垂木からなるが、他に六枝懸図、軒廻
之木割表、平や隅勾配の弦 ( のび ) の表や茅負の継手、仕口図まであり総合的で実務的な軒規矩に関
する内容になっている。
　二軒の軒規矩図を図化したのが図 8 である。１枝寸法は 8 分 7 厘程度で、垂木幅は 4 分である。
地垂木は 4 寸勾配、飛檐垂木は 3 寸勾配である。茅負と木負の反形は同じで、茅負のみ隅で 2 割の
増しがある。
　規矩的な特徴は、１番垂木までの配付垂木割を同じ寸法とし、さらに茅負口脇位置を 1 番垂木か
ら小間を揃えて定めている。論治垂木は桁真から 7 枝 ( 本 ) 目で、そこから隅木片中裏目出た位置に














　その他、木負、茅負の正面からの姿図は、これまでの版木本の様に投げて ( 傾いて ) 納まった状態
の図ではなく、現代の規矩と同じように前面を垂直に起こした図になっている。そのため、茅負の留











　『匠家矩術新書』は嘉永元年 (1848) に平内延臣が梅坪社から出版された版木本で 1 巻 1 冊からな
る ( 以下『矩術新書』と呼ぶ )。
　本書は、すでに多くの先学によって研究がおこなわれていて、特に関野克の論考はその基礎と言え
る 30)。
　関野克の指摘によれば、平内延臣は文政 5 年 (1822) に大棟梁平内政孝の養子になり天保年間の江
戸三和算家の一人に数えられた。当初は建築のことは得意ではなかったが研鑽によって規矩術の奥







　同書の内容は、はじめに曲尺の名義を述べ、八算の部 ( 一桁による割算 )、見一の部 ( 二桁による割算 )、
開平方の部 ( 平方根 )、開立方の部 ( 立方根 )、墨縄矩尺の部と曲尺を用いた算術理論が述べられ、軒
廻りの勾配の原理を説く図解が続く。
　具体的な軒規矩図は二軒繁垂木の棒垂木からはじまるが、続いて「隅木負反り形を造る図解」が注
目される ( 図 9)。これは木負と茅負を同じ形に造る平行軒と言っても、実際には木負と茅負の投げ勾
配が異なるから、同じ形のままでは完全な平行軒にならない。そこで完全な平行軒にするために木負






























多く形好しきやうに造るへし」と、茅負の反りが大きい場合は「投込み」( ＝引込 ) も大きくならか
ら平の軒出を前方へ「捻出し」して恰好をよくすると述べている。
　続いて「其術言假令茅負二本反りにては一本の反りを平にて捻出の墨縄矩図解左の如し」とあるよ


























　『新撰早引匠家雛形』は、平内延臣の門人で盛岡藩の工匠本林常将 33) 注 16) が著した一巻 2 冊からな
る木割書、規矩術書で、幕末期から明治期にかけて広く流布した版木本である ( 以下『匠家雛形』と
呼ぶ )。この版木本は、5 年後の安政 3 年 (1856) に上下 2 巻からなる二篇が出版され、さらに 20 年



























































　石川県立歴史博物所蔵の荒木家文書は、19 世紀の引込垂木の事例として、すでに本章 3-5 で検証
したが、それとは別に 19 枚綴りの軒規矩図がある 34)。これも年代、作者は不明であるが、前後の関
係から 19 世紀のものと見て間違いないであろう。














　表題の「張出」からも「張込垂木」( 引込垂木 ) とは反対の意味の軒であることは容易に推察出来
るが、同じ図面の綴りに「引込垂木法」である「張込 ( 垂木 )」とその反対の技法が、「張出 ( 垂木 )」
という明確な名称によって区別されている貴重な資料であると言うことが出来る。
5-2.　近世の 2 つの軒決定法と軒形式
　「引込垂木法」( 張込垂木 ) の最大の特徴は、中世には出来なかった桁外の配付垂木割を、桁内の枝















　「引込垂木法」による軒出は、「7 枝 5 枝」などと枝数で表記され、桁外の配付垂木の本数を示した
ものであるが、その本数の取方に 2 通りの方法があるので注意が必要である。
　前章で示した『秘伝書図解』の類型本では、7 枝 5 枝の場合の「引込垂木法」が述べられていたが、
地軒が 7 枝で飛檐が 5 枝という意味である。但し、説明書きの中に論治垂木を 2 度置き ( 又は敷き、
ふむ ) という指示があり、地軒の指定である 7 枝は、丸桁から 7 枝 ( 本 ) 目が論治垂木位置である意味で、







谷妙成寺本堂絵図」35) では、軒出が 8 枝 6 枝と書き込まれているが ( 図 15)、実際の重要文化財妙成
寺本堂注 17) の配付垂木数は、地軒が 7 枝 ( 本 ) で、飛檐は論治垂木から 6 枝 ( 本 ) と、絵図の軒出の
指示に比べて地垂木が 1 本少なく、論治垂木位置で垂木数を 2 度置いていることがわかる ( 図 16)。
　版木本では、『規矩真術軒廻図解』において、論治垂木位置の地垂木は、描かれていないが次の地




　対して、甲良家文書「匠用小割」では 6 枝 5 枝の引込垂木の場合が述べられているが、6 枝 ( 本 )
図 14　引込垂木の軒 (「古式」7 枝 5 枝の場合 )
図 15　「瀧谷妙成寺本堂」( 部分 )
( 地垂木 8 枝、飛檐垂木 6 枝 )
図 16　妙成寺本堂の軒




は地垂木の実数で、それから 1 枝 ( 本 ) 出た位置に論治垂木が納まる。飛檐垂木は同じく論治を含み
5 本である。このように、「古式」とは異なり枝数は実際の垂木の枝 ( 本 ) 数を示している。7 枝 5 枝
の場合の概念図を図 17 に示す。
　この表記は、他に戸崎家文書 ( 秋田 )、朴澤家文書 ( 宮城 )、手中家文書、版木本では『軒廻垂木雛
形』、『匠家矩術新書』など江戸を中心とした軒規矩術書で見られ、時代も新しいもので確認出来るこ
とから、仮に「新式」と呼ぶこととする。






って桁真から茅負外下角までの水平距離を示すものと考えられてきた。しかし、16 ～ 19 世紀の大
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34)  石川県立歴史博物館蔵「荒木家文書」整理番号 16
35)  金沢市立玉川図書館蔵清水文庫「能劦瀧谷妙成寺本堂五十分一」
注










　   一支寸法は各層異なるが、軒の出は、柱真から丸桁真まで六支、地檐七支、飛檐五支の出になっ
ている。」とする。実際は二層が 6.89 枝、4.84 枝、三層も 6.92 枝、4.86 枝である。
注 7) 文献 17) においては、枝数を垂木数とする。
注 8) 他に、『嵯峨様軒廻之覚』[ 木 20-5]( 寛永 20 年 , 林作左衛門 ) があるが、広間客殿の軒規矩であ
るため割愛した。また、明治 22 年に林宗栄が『木摧』の規矩の要所を書きだした『家傳隅矩尺
遣法』[ 木 20-12] や、その他の木割書の一部分にも軒規矩について記述した個所がある。
注 9) 七は、もともと六と書かれたあったものを、後に訂正されたものである。『木摧』の後半の増補
部分である「重椽之軒廻覚」では七枝とあるから、寛永年間に訂正が加えられた可能性がある。
この部分は、論治垂木位置を示すもので、後述の通り 2 通りの方法がある。6 枝目が論治位置
とすると、地軒の出が 5 枝となり短すぎるから、単純な間違いの可能性もあり、どちらが正し
いか判断が難しい。ここでは、訂正後の七枝で考えることとする。





注 12) 前掲注 10) におなじ。
注 13) 他に江戸時代の代表的な版木本として、赤井幸七恒嘉が完成 2 年 (1795) に著した『極秘六角
雛形』、石川七郎右衛門が文化 9 年 (1812) に著した『増補初心雛形』や本林常将のその他の著
作がある。『極秘六角雛形』や本林常将の著作は「引込垂木法」であり、『増補初心雛形』は軒
規矩術としては完全な説明になっていない。

















寸のときに茅負の立留勾配を問う問題とその解答があり、立留勾配 ( 中勾勾配 ) を熱心に論じて
いる。





さまざまな企画をするが実現することなく、明治 6 年 11 月 28 日に同所で没した。著作は江戸
時代の建築関係の版木本著者としては最多で下記の通りの多くの著作があるが、未だ開版に至
らなかったものの多かったという。
　　①新撰早引匠家雛形：嘉永 4 年 (1851) ②新撰早引匠家雛形二編：安政 3 年 (1856) ③大工日用
唐尺秘法安政 3 年 (1856) ④匠家雛形軒廻り口伝書：安政 6 年 (1859) ⑤匠家極秘四方転柱之図
　　同振勾配之図 全：安政 6 年 (1859) ⑥新撰早引匠家雛形三編：明治 8 年 (1875) ⑦軒廻矩術早未：
　　明治 8 年 (1875)
注 17) 慶長 9 年 (1604), 五間堂 , 入母屋造、こけら葺
注 18) 例えば、林家文書のうちでも、安政 4 年 (1857) の二タ軒反り隅法 六ツ連ノ位 [ 木 21-3-44] は『秘














近世の軒規矩術法について、第 6 章 1) では、軒規矩術に関する版木本の嚆矢とされる『大工雛形秘
伝書図解』( 以下『秘伝書図解』という ) とその類型本によって「引込垂木法」の技法を明らかに出
来た。第 7 章 2) では、16 世紀から 19 世紀までの主要な近世大工技術書における軒規矩術法を検討し、
その全てにおいて「引込垂木法」が述べられていることを確認した。
「引込垂木法」の「引込む」は、他に「張込む」や「投込む」などと表記されてきたが注 1)、技法と















に達すると一般的に考えられている 6) 注 4)。
ここで、「引込垂木法」により設計されたと思われる近世遺構が「現代軒規矩術法」で作図された例を、



























「引込垂木法」の古い事例である『秘伝書図解』の類型本である坂上家文書注 5) を図 2 に掲げた。図







木面に直接平の断面の主要な墨 ( 垂木上端、木負・茅負の前面 ) を幾何学的に描くもので、平と隅と





図 2　引込垂木法の軒規矩図 ( 坂上家文書に加筆 )
図 1　現代軒規矩術法による軒規矩図 ( 備中国分寺五重塔の規矩図　文献 7) より引用・加筆 )






















茅負正面図 ( 図 5) で比較すると、「現代軒規矩術法」では、軒桁真は出中墨となり、隅木片中裏目
戻った位置が入中墨となる。茅負前面は垂直に起した姿図とし、反り上がりは口脇までを取ることが










居を定めた小林家の９代目で、大工として源蔵を名乗るようになってからは 3 代目にあたる。寛政 7
年 (1785) 生まれ、安政 5 年 (1858) 江戸にて築地本願寺御堂の施工途中に没した。
　若くして京都へ出て修業を重ね、天保 3 年 (1832) には京大工組の西六条組の組頭水口若狭宗勝に
弟子入りし、後には本願寺御堂において棟梁水口伊豆を助け脇棟梁を務めたと言う。
　源蔵の作品は嘉永 2 年 (1849) に完成した神光寺三重塔があるが、明治 3 年に同寺が廃絶したため
貞祥寺に移築され、現在は長野県の文化財に指定されている 12) 注 8)。
3-2.『独稽古隅矩雛形』の書誌

















六角軒 ( 二軒 )、扇垂木と続き、最後は九輪割という内容になっている。
　扇垂木以下を除くと一軒から六角軒までの構成は表 1 の通りで、一軒の説明は「四十九 茅負反」、











垂木長」、「五十二 反物壱軒隅木」の 4 節によって構成されている。
　『隅矩雛形』以前の「引込垂木法」である『秘伝書図解』の類型本と比較すると、「四十九 茅負反」
一　　軒 二　　軒 六角 (二軒 )
 　四十九 茅負反  　五十三  弐軒茅負幷木負反  　五十六 六角弐軒茅負木負反
 　五十   引込垂木 ― ―
 　五十一  反物壱軒配附垂木長  　五十四  弐軒配附垂木長  　五十七　六角弐軒配附棰長
 　五十二  反物壱軒隅木　  　五十五  弐軒隅木  　五十八　六角弐軒隅木




と「五十 引込垂木」を合わせたものが図 2 の下段の図 ( 平の断面図、茅負正面図 ) に該当し、「五十二 

















つまり、この出中 ( 墨 ) の位置で『隅矩雛形』は隅木の側面を基準としている事が明確にされている。
　続く「五十 引込垂木」はまさに「引込垂木法」を説明した項目である。図は平の断面だけでなく、
隅木が軒桁に落掛る組手部分の伏図も添えられていて、部材や墨の関係はわかり易い ( 図 9)。
　説明では、「引込垂木ハかや負に反あるときに当たり前より垂木の長さを引込て短く切によりて名

















ではなかった考えであるため、間違いやすかったに違いなく ( 現代でも間違いやすい )、この節の説
明の最後に「平の垂木長さハ隅木の片中うらの目ほどをろく水にさし出し長くして丸桁の真と定むへ































































































　次に軒規矩の基本である二軒繁垂木の軒規矩について見ていきたい。一軒の 4 節に続いて、「五十三 




　「五十三 弐軒茅負幷木負反」( 図 12) は、茅負、木負廻りの反りなどの納まりを述べている。また、
引込垂木の基本である配付垂木割を地垂木 4 枝、飛檐垂木 3 枝とし、腰掛垂木 ( 論治垂木 ) を茅負先
から 3 番目の位置に押えている。茅負下端の垂木毎の反りを垂木左側で立水にとり、同じ反りを木
負に写している。
























































































　また、茅負の反りを茅負成 1 本反ることを指定しているが、一軒と同様に茅負口脇位置において 1
本反るという意味である。これは「現代軒規矩術法」から見ると当然であるが、茅負の反り寸法を口
脇で押えることは古くからおこなわれている訳ではなく、元々は茅負留先位置までの反りを指定して
いた。確認出来る例で言うと、享保 12 年 (1727) の『大工雛形秘伝書図解』15) にはじまり、宝暦 14






































































































































































































分類の結果、全 31 冊の内 28 冊が従来からの「引込垂木法」である A で、『隅矩雛形』の影響と思
われる引込垂木口脇法 B はわずか 2 冊、その他 C が 1 冊という結果となった。
一般的な「引込垂木法」A に分類出来るものは、『規矩真術軒廻図解』、『矩術新書』、『新撰早引匠
家雛形』21) などの版木本を引用したものや明治初期の規矩術書の類本も多く、いずれの軒規矩も従
来からの「引込垂木法」である。例えば、明治 41 年 (1908) に東京高等工業学校教員の斎藤平次郎
が著した『日本建築規矩術』22) や、建仁寺嫡流を継ぐ大島盈株の遺作集で昭和 4 年 (1929) に刊行さ
れた『日本建築図集』23) においても、茅負や平の軒断面に出中はなく、従来の「引込垂木法」と認
められる内容で、『矩術新書』をそのまま引用した個所もある。




もう 1 冊の明治 43(1910) 年刊の岡田金兵著『規矩合雛形』25)26) 注 12) は、新規に書き下ろされたもので、
一軒、二軒の軒規矩は「四十六 二タ軒茅負圖」、「四十七 二タ軒配付棰長圖」、「四十八 二タ軒隅木圖」
の 3 図からなり、『隅矩雛形』の二軒の軒規矩と同じ構成になっている。また、図面の内容も「四十六 
二タ軒茅負圖」では茅負正面図の軒桁真を出中墨とし、「四十七 二タ軒配付棰長圖」では平の断面図
において軒桁真から隅木片中裏目出た位置に出中墨を引き垂木割の基準としていて、隅木側面を基準




番号 書 　名 著　者
出 版 年
軒形式
引　用   本 
年号 西暦 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
1 建築伝法早割大工雛形 秋瀧友吉 明治 11 年 1878 A 　
2 明治新撰隅矩独稽古 内野清蔵 明治 15 年 1882 A/B ○ ○ ○
3 新撰軒廻大工雛形 荒井忠次郎 明治 15 年 1882 A ○
4 新撰規矩階梯 江崎規定 明治 15 年 1882 A ○
5 当世初心雛形 落合大賀範国 明治 16 年 1883 A ○
6 当世番匠雛形 山田藤助 明治 20 年 1887 A ○
7 明撰雛形工匠技術図解初編 秋田世高 明治 22 年 1889 A ○
8 実測秘法新撰隅矩雛形全 石井卯三郎 明治 28 年 1895 A ○
9 新撰早学匠家墨縄秘法 石井卯三郎 明治 28 年 1895 A ○
10 規矩準繩大匠新雛形大全 亀田吉郎平 明治 29 年 1896 A ○
11 新撰規矩雛形 石井卯三郎 明治 30 年 1897 A ○
12 改撰大工初心図解二篇 青山佐太郎 明治 31 年 1898 A ○
13 大工雛形隅矩独稽古全 泉幸次郎 明治 34 年 1902 A
14 明治新撰規矩的当図解 藤原金次郎 明治 36 年 1903 A ○ ○
15 日本建築規矩術 斉藤兵次郎 明治 37 年 1904 A ○
16 匠家必携 菅原春広 明治 39 年 1907 A ○
17 明治 新隅矩早学 又間安三郎 明治 40 年 1907 A ○
18 和洋建築新雛形 亀田吉郎平 明治 40 年 1907 A ○
19 大工さしがねつかい 斉藤兵次郎 明治 41 年 1908 A ○ 　
20 和洋建築軒隅絃法図解 亀田吉郎平 明治 41 年 1908 A ○
21 規矩合雛形 岡田金兵 明治 43 年 1910 B ○
22 和洋建築規矩術 津田信良 明治 45 年 1912 A ○
23 大工雛形 平島国太郎 明治 45 年 1912 C
24 新式規矩術 大竹巽他 大正 10 年 1921 A ○
25 良くわかる和洋規矩術 秋保安治 大正 15 年 1926 A ○ ○
26 規矩術　全 大沢一郎他 昭和 3年 1928 A ○
27 日本建築図譜 大島盈株 昭和 4年 1929 A ○
28 中村の規矩 中村只八 昭和 7年 1932 A ○
29 改良規矩術さしかね使ひ 高藪良二 昭和 8年 1933 A ○
30 規矩術 山本一次 昭和 9年 1934 A ○ ○




　軒形式は A= 引込垂木、B= 引込垂木口脇法、C= その他
　引用本は　① = 大工雛形秘伝書図解　② = 軒廻垂木雛形　③ = 増補初心伝　 ④ = 規矩真術軒廻図解　    





数少ない刊本と言える ( 図 15)。
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14) 前掲 3) に同じ。  
15) 西村権右衛門：『大工雛形秘伝書図解』, 永田長兵衛版開版 , 享保 12 年 (1727)
16)  前掲 11) に同じ。
17)  赤井幸七恒嘉：『極秘六角雛形』, 須原茂兵衛版 , 寛政 2 年 (1795)
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(1856)、三編は明治 8 年 (1875) に刊行された。本林は平内延臣の門弟で、その著作においても『匠
家矩術新書』の影響が見てとれる。






24)  内野清蔵：『明治新撰隅矩独稽古』, 出版人林斧介 , 明治 15 年 (1882)
25)  岡田金兵 :『規矩合雛形』, 出版人同人 , 明治 43 年 (1910.12)
26) 富合村誌編さん委員会：『富合村誌』 ,1971.7 
27) 平島国太郎：『大工雛形』, 出版人同人 , 明治 45 年 (1912.2)
　
注
注 1)  「引込む」は他に手中家文書『類聚倭木経』に見られ、「張込む」は石川県立博物館蔵の荒木家文書、
「投込む」は『匠家矩術新書』にある。表現は違うが全て「引込垂木法」である。













注 5) 坂上家文書は文献 1) で紹介した『秘伝書図解』類型本のひとつで
ある。現在は甲賀市教育委員会所蔵。
注 6) 図 2 に掲げた坂上家文書では軒桁真を入中墨とし、『秘伝書図解』
では出中墨とするなど類型本の間においても混乱があるが、時代
が下がる滑川市立博物館蔵岩城家文書 (21-7-1) では「柱間」、木子
文庫林家傳家絵図の二軒反り隅法 [ 木 021-3-44] では「柱中墨」と
するなど、入中墨、出中墨などの表現を避けている。










県指定文化財になっている ( 右写真 )。
　　　元は小梅町松原の神光寺に嘉永 2 年 (1849) に建立され









注 9)  出羽の人で天童藩の文学や三河田原藩藩校成章館教授などを歴任した儒学者。
注 10)  文献 3) 他において、引込垂木は「五十引込垂木」だけで、それ以外は引込垂木ではなく「当り前」
の技法としている。
注 11)  『独稽古隅矩雛形』中巻「丗三 小平起垂木」に小平起しの技法の説明がある。
注 12) 岡田金兵は、熊本県下益城郡杉合村の宮大工で、『規矩合雛形』の著作のほか、地元では技量
に優れ多くの門人を率いて社寺や神輿を建立したことが文献 25) に紹介されている。
注 13) 注 2) に同じ。















第 3 編は、中世から近世まで通して見られる軒規矩術法の変容過程について考察するもので、第 9











































図 1　善光寺造営図の内の鐘楼古図 ( 複写 ) の実測図
元図は縮尺 1/10 の建地割図である。それを等倍に複写した軒廻り部分を計測した図である。
平の茅負投げ勾配に茅負 1.5 本反りがった位置に茅負留先がある。



































茅負 / 木負引込法 無 木負、 茅負ともに引込む方法で引込垂木法と同じ方法である
茅負引込 / 木負按分法 無 茅負を引込むが木負は平の軒出を按分して決定する
非引込型







3. 茅負 / 木負引込法による平の軒出の決定方法
「茅負 / 木負引込法」は、平の茅負、木負位置を、ともに隅の軒出である茅負及び木負の留先位置
から平の高さまで引込んで平の軒出を定めるもので、茅負、木負の外下角は矩 ( 直角 ) に木造られる。




図 2　茅負 / 木負引込式の計画法







こうした納まりを整理すると、平の軒出は以下の工程で計画されたと考えることが出来る ( 図 3)。
①留先法で、隅木真上の茅負、木負の留先位置を定める。










































にして隅木側面上で押えた位置は茅負口脇と考えられる ( 図 3)。
この時、茅負の反り出しは平の軒出から隅木片中裏目だけ出たことになる。茅負の投げ勾配は一般
的に 1/10 ～ 2/10 程であるから、反り出しの大きい 2/10 の投げ注 3) とし、隅木幅を 5 寸とすると茅
負の口脇位置は、平から 3.5 寸ほど反り出すことになる。それだけの反り出しとなるには、茅負の投
げ 2/10 勾配で 1.8 尺 ( 垂直方向で ) の反りが必要となる。一方「匠用小割」の木割の記載によれば、
隅木下幅に対し茅負の成は 1.25 倍注 4) の木割であるから、隅木 5 寸の場合茅負の成は 6.25 寸となり、



























































示す。隅の軒出 L0( 出 ) は平の断面図上に表現しているので、ここでは全て表目尺である。





図 7　茅負廻りの平と隅の関係 図 8　茅負廻りの平と隅の関係
　投げ勾配が急で撓込みが必要となる場合
そこから茅負留先までを茅負留先長さ L2 とし、L1 と L2 を合せた全体つまり隅木基準墨から茅負留先
まで (「隅の軒出」) を L0 とする。なお、L1、L0 において、出中墨を基準とする場合は L1( 出 )、L0( 出 )、
本中墨の場合は L1( 本 )、L0( 本 )、入中墨の場合は L1( 入 )、L0( 入 ) と基準墨の種別を併記することとする。
「出中押え法」は、出中墨から茅負留先までの隅の軒出 L0( 出 ) と平の軒出ｌが一致する技法である。
さらに、茅負、木負の留先と平の位置が投げ勾配上に納まるためには、茅負の反出しが隅木片中裏
目の半分に一致する必要がある。つまり、茅負の反出しを D、隅木幅を W とすると、D ＝ W × 0.35
になる様に、隅木の幅、茅負の反りと投げ勾配を決めなければならない ( 図 7)。
こうした「出中押え法」の納まりが可能となるのは茅負が平均的な反りとなる軒で、茅負が大きく




















1.008 尺注 6) として現尺では 8.06 尺となる。報告書の軒規矩図の平の軒出は 8.04 尺であるから、そ
の誤差は２分だけであるので、平の軒出は当初尺で 8.00 尺として考察する ( 軒の出の内、地垂木の
出の斑は全体で 5.6 寸もあるので 2 分の誤差は小さいと言える。飛檐垂木の出の実測値は記載がない )。
飛檐隅木鼻のコキが無いものとすれば ( 報告書でもほとんど無かったと推測されている )、隅の軒
出は、作図によって出中墨から茅負留先 L0( 出 ) までが、現尺で裏目尺 8.05 尺となる。その値は仮定
した平の軒出と 1 分だけの違いである。つまり当初の軒出は隅、平とも当初尺で 8.00 尺 ( 現尺 8.06
尺 ) としても問題がなく、「出中押え法」であると言える。それを整理したのが図 6 である。図中の
寸法は現尺で、(　) 内が当初尺である。
軒規矩全体を「留先法」で分析すると、隅は出中墨から木負留先まで L1( 出 ) は当初尺で 4.5 尺、木
負留先から茅負留先まで L2 が当初尺で 3.5 尺の完数で留先が決定されていることが判る。また、平
は全体の軒出 8.0 尺を、地軒：飛檐を 7：4 に按分して決定されたと推察される。
隅木の幅は 8.6 寸であるから隅木片中裏目の半分の値は 0.35 を乗じて 3 寸となる。隅の軒出と平
の軒出が揃う「出中押え法」であるから、この 3 寸が茅負の反出しとして必要になる。しかし、軒













一乗寺三重塔二層 9)・10)：承安元年 (1171) は、初層から三層まで入中を基準とした「留先法」の軒
であるが、「出中押え法」になっているのは二層目で、撓込みも認められる。初層は隅の軒出に比べ
て平の軒出が長く、三層は飛檐隅木に当初材が残っていなかった。
二層の軒規矩を「留先法」で分析すると、隅の軒出が入中墨を基準に木負留先まで L1( 入 ) が裏目 3.8 尺、
木負留先から茅負留先まで L2 が裏目 2.1 尺と完数で決められていて、全体の隅の軒出 L0( 入 ) は裏目
5.9 尺と考えられる。隅木幅は 4.4 寸である。
図 9　當麻寺本堂の軒廻りの納まり ( 当初計画の推定案 )




「留先法」では隅の軒出は入中墨を基準に決められているが、出中墨から茅負留先まで L0( 出 ) をとる
と、隅木片中裏目 (4.4 寸× 0.707=3.1 寸 ) を全体から引いて裏目 5.59 尺となる。一方、平の軒出は
5.57 尺であるから 2 分の誤差があるが、ほぼ一致していると見て良く、この軒も「出中押え法」と
言える。平の軒出は當麻寺本堂と同様に、全体の軒出を地軒：飛檐で 7：4 に按分されて決定されて
いると考えられる。
茅負の反出しは隅木片中裏目の半分が必要であるから、隅木幅に 0.35 を乗じた値 1.5 寸が必要と














海住山寺五重塔初層 11)：建保 2 年 (1214)
同塔は、すでに第 2 章において「留先法」によって分析したが、本中墨を基準に木負留先まで L1(
本 ) 裏目 2.47 尺 (6 枝 )、木負留先から茅負留先まで L1 裏目 1.64 尺 (4 枝 ) とし、全体の隅の軒出 L0( 本
) は裏目 4.11 尺 (11 枝 ) となる ( 図 13)。
この値は本中墨から茅負留先までの長さであるから、出中墨からの長さをとるために隅木片中裏目
の半分を引くと、隅木幅 3.4 寸に 0.35 を乗じた 1.2 寸を減じて裏目 3.99 尺となる。これは 1 分の誤
差があるが平の軒出 4.0 尺と一致するので、「出中押え法」の条件を満たし、復原も正確と考えられた。
平の軒出は全体の出を、地軒：飛檐で 3：2 に按分されているものと思われる。
茅負の反出しは 1.2 寸となり、茅負前面の投げ勾配 1.7 寸に対し計算上は 7.0 寸の反りが必要にな





同様の納まりは、明通寺三重塔初層：文永 7 年 (1270) や時代は下るが室町時代の道成寺本堂：天











室町時代前期では、明王院五重塔初層：貞和 4 年 (1348) が古例で、當麻寺本堂と同じく撓込みが
ある事例である。撓込みを必要とせずに「出中押え法」となる例は、幾分誤差があるが法隆寺地蔵堂：
応安 5 年 (1372) が可能性のある古例である。
納まりの良いものは、圓福寺本堂 12)：応安 4 年 (1371) が挙げられる ( 図 14)。隅は入中墨を基準
に茅負留先まで L0( 入 ) を裏目 4.7 尺とし、それを 5：3 に按分して木負留先を定めている。出中墨か
ら茅負留先まで L0( 出 ) は、隅木幅は 3.6 寸であるから隅木片中裏目 (2.6 寸 ) を引いて 4.44 寸となる。
平の軒出は 4.43 尺であるから誤差は 1 分で納まる。反出しは隅木幅に 0.35 を乗じて 1.26 寸となるが、
茅負投げは 2 寸勾配で、口脇まで 6.8 寸の反りは 1.3 寸の反出しになるからほぼ一致する。
その他では、福祥寺本堂宮殿：応安元年 (1368)、宝福寺三重塔三層：永和 2 年 (1376)、宝幢寺本堂：
室町時代前期、などを挙げることが出来る。
室町時代中期では、撓込みのある例として西郷寺本堂 13)：応永 13 年 (1406) が挙げられる ( 図
15)。隅は本中墨から木負留先まで L1( 本 ) を 6 枝 ( 裏目 3.91 尺 )、木負留先から茅負留先まで L1 を 4
枝 ( 裏目 2.61 尺 ) と定め、全体で L0( 本 )10 枝 ( 裏目 6.52 尺 ) の出となる。隅木幅は 4.7 寸である。
出中墨から茅負留先まで L0( 出 ) は、隅木片中裏目の半分 ( 裏目 1.7 寸 ) を引いて裏目 6.35 尺となる。
平の軒出は 6.33 尺であるから 2 分ほどの誤差で納まり「出中押え法」であると判断出来る。平の軒
出はそれを地軒・飛檐を 3：2 に按分している。
反出しは 1.7 寸が必要であるが、茅負投げ勾配が 6 分、口脇までの反りが 9 寸で 5 分ほどの反出し





例としては、小規模ではあるが建築に近い雨錫寺阿弥陀堂宮殿 14)：永正 11 年 (1514) が挙げられる (
図 16)。隅は本中墨から茅負留先まで L0( 本 ) 裏目 4.20 尺とし、それを 9：5 に按分して木負留先を定
めている。出中墨から茅負留先まで L0( 出 ) は L0( 本 ) から隅木幅 3.2 寸の隅木片中裏目の半分 1.1 寸を
引いて裏目 4.09 尺となり、平の軒出と一致し「出中押え法」である。茅負は投げ 2.1 寸で、口脇位
置まで 4.6 寸の反りでは 3 分足らず撓込んで納めている。
撓込みのないものは、広八幡神社楼門：文明 7 年 (1475)、竹林寺本堂：永正 8 年 (1544)、大威
徳寺多宝塔：永正 12 年 (1515)、東光寺本堂宮殿：永正 14 年 (1517)、立石寺三重小塔：永正 17 年















金剛峯寺奥院経蔵 15)：慶長 4 年 (1599) は、隅の軒出を出中墨から茅負留先まで L0( 出 ) 裏目 5.2 尺
で定め、木負留先は 8：7 の按分で決めている。平の軒出は 5.19 尺で 1 分の誤差で一致する。隅木
幅 3.7 寸で、片中裏目の半分はそれに 0.35 を乗じて 1.3 寸となり反出し寸法が定まる。茅負投げ勾
配は 1.7 寸で 7.6 寸の反りであるから 1.3 寸の反出しとなり「出中押え法」としてよく一致する ( 図
17)。
その他の遺構としては、勝鬘院多宝塔下層：慶長 2 年 (1597)、法華寺本堂：慶長 6 年 (1601)、都
久夫須麻神社本殿身舎：慶長 7 年 (1602)、白鬚神社本殿：慶長 8 年 (1603)、聖神社本殿：慶長 9 年
(1604)、高台寺開山堂：慶長 10 年 (1605)、吉野水分神社楼門：同、醍醐寺如意輪堂：慶長 11 年





桃山時代には確認出来なかった撓込みのあるものも 1 例ある。天徳寺三門 16)：宝永 6 年 (1709) では、
隅の軒出を入中墨から茅負留先まで L0( 入 ) を完数で裏目 7.8 尺と定め、6：5 に按分して木負留先を決
定している。出中隅から茅負留先まで L0( 出 ) は隅木幅 4.8 寸の片中裏目 3.4 寸を引いて裏目 7.46 尺と
なり、平の軒出 7.47 尺と 1 分の誤差で納まる。茅負の反出しは隅木幅に 0.35 を乗じて 1.7 寸ほど必
要になるが、茅負投げ勾配は 1.8 寸で口脇まで 4.5 寸の反りに 8 分の反出ししかなく 9 分ほどの不足
を撓込みとしている ( 図 18)。
それ以外では、知恩院三門下層：元和 7 年 (1620)、教王護国寺灌頂院：寛永 6 年 (1629)、當麻寺





(1430) が古例で、後期では雨錫寺阿弥陀堂：永正 11 年 (1514)、白山神社拝殿 ( 滋賀 )：室町後期、
新長谷寺阿弥陀堂：同を挙げられる。この内、雨錫寺阿弥陀堂 17) は撓込みがある形式である。二軒
繁垂木で紹介した同寺の宮殿でも「出中押え法」で撓込みのある軒であった。隅の軒出を出中墨から










乗じた値 2.4 寸が必要であるが、茅負投げ勾配が 1.9 寸に反りが 7.2 寸では 1.5 寸ほど足りず撓込み
を必要としている ( 図 19)。
桃山時代では、方丈や書院造りで確認出来る。二条城台所：慶長 7 年 (1602)、妙心寺小方丈：慶
長 8 年 (1603)、長命寺護摩堂：慶長 11 年 (1606) などが挙げられる。




鎌倉時代では、東大寺開山堂 18)：建長 2 年 (1250) が古い例である。報告書によれば工事中に変更
があった可能性が指摘されているが、当初材の保存状況も良く納まりも大変良い。隅の軒出は出中か
ら茅負留先まで L0( 出 )4.70 尺とし、そのまま平の軒出とも一致する。隅木幅 5.4 寸に 0.35 を乗じて反
出し 1.9 寸を得る。茅負投げ勾配は 3.9 寸、反りは口脇で 4.8 寸となり良く納まるが、そう納めるた
めに茅負外下角を鈍角に木造り投げ勾配を調整している ( 図 20)。
室町時代は薬王院観音堂：貞和 3 年 (1347)、円証寺本堂：天文 21 年 (1552) を挙げることが出来る。




室町時代では、洞春寺観音堂身舎：永享 2 年 (1430)、慈照寺銀閣下層：長享 3 年 (1489) などがある。
桃山時代は、園城寺唐院大師堂 19)：慶長 3 年 (1598) や同灌頂堂：同では、飛檐隅木鼻にコキが無
い場合に良く納まる。
江戸時代では、伊賀八幡宮随身門：寛永 13 年 (1636)、性海寺本堂：慶安がある。
5-3-5. 扇垂木の事例
鎌倉時代はないが、室町時代では、向上寺三重塔初層 20)：永享 4 年 (1432)、西明寺楼門：明応 3
年 (1494)、東観音寺多宝塔：大永 8 年 (1528) などを挙げることが出来る。
向上寺三重塔は平行垂木の三層目も「出中押え法」として良く納まる。初層は隅の軒出を出中墨か
ら茅負留先まで L0( 出 ) を裏目 4.6 尺と完数で定め、それを 7：５に按分して木負留先を決定する。平
の軒出は 4.62 尺であるから 2 分ほどの誤差で揃う。地軒：飛檐は√ 2：1 に按分されている。茅負
投げ勾配は 1.8 寸で 7.3 寸の反りで、撓込みを付けず良く納まるが、それは茅負外下角を鈍角に木造
って投げ勾配を調整しているためである。




























「出中押え法」は、隅の軒出と平の軒出が揃う ( 同じ寸法 ) 納まりであったが、「比例法」は隅の軒
出に対して平の軒出をさらに短く定めるものである。具体的には、「留先法」で隅の軒出を定めた後、

















のに対し、平の軒出は 8.56 尺であることから、隅の軒出の 0.9 倍を平の軒出に当てていることが判る。
美的な何ものかは別にして、大きな撓込みの根拠は隅の軒出に対し 0.9 倍という比例によって決定さ
れていると説明出来る ( 図 23)。
　円教寺食堂の例は少し極端な例ではあるが、撓込みのあるもので同様の事例は、明王院本堂：元応
3 年 (1321) の 0.94、桑実寺本堂 ( 復原 )：室町時代前期の 0.96、小山寺三重塔：寛正 6 年 (1465) の
0.95、清水寺本堂：明徳 4 年 (1495) の 0.95、木幡神社楼門：室町時代中期の 0.95、新海三社神社三
重塔二層：永正 12 年 (1515) の 0.95、同三層の 0.93 などを挙げることが出来る。
6-2-2. 扇垂木の遺構例
　正福寺地蔵堂：応永 14 年 (1407) については、すでに第 4 章で述べた通り、隅の軒出 L0( 出 ) の






　同様の事例は、善光寺薬師堂厨子：文明 15 年 (1483) の 0.90( 隅の軒出は L0( 入 ) として算出 )、新
海三社神社三重塔初層：永正 12 年 (1515) の 0.95、円通寺本堂：室町時代後期の 0.95 などを挙げる
ことが出来る。
6-2-3. 茅負を鈍角にする事例
　三明寺三重塔 22)：享禄 4 年 (1531) は、初層、二層を平行垂木とし三層だけを扇垂木とするが、各
層ともに大きく反出す軒に特徴がある。部材は初層を除き保存状態は良好で、特徴ある軒規矩の技法
が確認出来る。
　各層とも同様な茅負の納め方をしているが、ここでは三層の扇垂木の納まりを検討する ( 図 25)。
　軒の計画は「留先法」によって、入中墨を基準に茅負留先位置 L0( 入 ) を裏目 4.0 尺で定めているが、
茅負留先位置を本中墨からとると L0( 出 )3.92 尺となる。一方、平の軒出は 3.55 尺であるから、「比例法」
によって隅の軒出の約 0.90 倍で定められていることが判る。




2.2 寸とするのが一般的である。この場合の反出しは 5.0 寸ほどになるが、先に定められている留先








　類似の例は、すでに第 4 章でも指摘したが、東観音寺多宝塔下層・上層：大永 8 年 (1528)、観音





と呼ぶ )、木負も引込むもの (「茅負 / 木負引込法」) と茅負だけを引込み、平の軒出を按分して木負
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3)　河田克博編著：『日本建築古典叢書 3  近世建築書 堂宮雛形 2 建仁寺流』, 大龍堂書店 ,1988.12
4)　大上直樹 , 西澤正浩 , 望月義伸 , 谷直樹：「軒の出と「引込垂木」について　近世軒規矩術の研究
－その 2」, 日本建築学会計画系論文集　第 670 号 ,pp.2411-2420,2011.12( 本論文第 7 章 )
5)    木子文庫 林家伝家文書『木摧』[ 木 20-3]( 東京都立図書館蔵 ), 天正 5 年 (1577)
6)　鎌倉市文化財総合目録編さん委員会 ( 関口欣也 )：「鎌倉造営名目」『鎌倉市文化財総合目録―建
造物篇―』所収 , 同朋舎出版 ,1987.10
7)    『大工雛形秘伝書図解』西村権右衛門 , 享保 12 年 (1727)
8)　『国宝当麻寺本堂修理工事報告書』( 奈良県教育委員会 ),1960.10
9)　乾兼松：規矩『明治前日本建築技術史』所収 , 臨川書店 ,1982.5
10)『国宝・重要文化財 ( 建造物 ) 実測図集』, 文化庁
11)『国宝海住山寺五重塔修理工事報告書』( 京都府教育庁 ),1963.3
12)  前掲 10) に同じ。
13)『重要文化財西郷寺本堂修理工事報告書』( 同修理委員会 ),1965.10
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23)  大岡實：「茅負における特殊なる技法」「建築史」 第 2 巻第 3 号所収 ,pp248-254,1940.5
注
注 1) 文献 1) において、大森健二は柱長さに対する軒出の比率を投げ勾配として軒出を捉える方法を
提案している。
注 2) 文献 2) において、上層では撓込みが各面同じように 5 分確認されているが、計画性はなく現場
で施工上の調整とされている。




















我国の社寺建造物の意匠において、軒廻りは重要な要素であり、茅負の曲線、軒出 ( 長さ )、垂木
の勾配などの組み合わせによって構成されている。
近世における木割書では、垂木の勾配は単位水平長さに対する垂直高さで指示されるのが一般的で、














なお、本章では便宜的に 4 寸勾配 (4/10) 等によって指定される垂木勾配を〈絶対勾配〉、「六ツ連」

























斎藤家文書「木砕之注文」は、新見貫次、永井規男の論考 4) によれば、永禄 5 年 (1562) または天











































を 7 尺と仮定すると、長押下端から桁天端までが 2.8 尺であるから、図 1 の通り、長押下端、垂木下端、
桁天端を結んだ 4 寸の勾配を作図することが出来る。
７尺の軒出と 4 寸勾配は、少し出すぎで急に思えるが、同じ日本番匠記系本の『番匠之秘伝集』(
静嘉堂文庫 ) 9) では、
「壁之高、長押従下端、桁上端一尺八寸用之也。是、軒柱木棑也。」










「軒柱勾配」と類似する遺構例として、園城寺光浄院客殿 10) を図 2 に掲げる。身舎の蟻壁長押下端
を基準陸水として軒桁下端と地垂木下端を揃え、軒出 5.13 尺、基準陸水から桁上端まで 1.23 尺で、
地垂木の引通し勾配は 2.4 寸となる。
この技法は、その他の書院造りや方丈等の建物でも確認出来る。図は省略するが、黄梅院本堂 11)：
天正 14 年 (1586)、飛長押下端と垂木下端で 2.3 寸勾配、衡梅院本堂 12)：慶長 9 年 (1604)、桁下端
と垂木下端で 2.3 寸勾配、天球院本堂 13)：寛永、桁下端と垂木下端で 2.8 寸勾配、勧修寺書院 14)：

































る ( 図 4)。木負は垂木幅、茅負は垂木の成だけ下がるから、茅負は木負から垂木幅の 2 割ほど低く
納めるという指定になる。
3-2-3.『新撰大工雛形』巻二「平楼門」














































『新編武家雛形』のこの記述は、享保 2 年 (1717) に出版された同系本の『大匠雛形』にも掲載され
ている。




とあり、図においても木負、茅負の下端に陸墨が描かれている ( 図 5)。ただし、桁は表現されてお














とあり、ここでは舞殿形式の拝殿の軒を「六ツ連」(3 点 ) の勾配で納めると、自然な勾配になると
する。しかし、一般的には「六ツ連」は、甲良家文書「門集」と同様に、古い勾配と認識されていた
ようで、林家伝家文書の明治 22 年林宗栄作図の「弐タ軒アバラ木舞物軒地割」25)( 図 6) の書込みに、
「飛檐棰勾倍六ツ連位とあり、但六ツ連勾倍ノ軒納リ付而ハ古風之作ニシテ賀茂禁中之造図有」




「六ツ連」の定義については、明治 39 年 (1906) に中村達太郎が著した『日本建築辞彙』27) によれば、
「むつづれのこーばい ( 六連の勾配 ) 茅負木負及び丸桁ノ各下端ガ同水平ニアルヲ「六連」トイフ斯
ノ如キ様ニ棰勾配ヲ定メタル場合ニ之ヲ「六ツ連の勾配」ヨイフ。」
とあり、ここでは木負、茅負と桁下端 (3 点 ) が揃う納まりとする。








それ以後では、斎藤兵次郎が明治 37 年 (1904) に著した『日本建築規矩術』29) が重要である。「六ツ連」
の他に、後述する「喉違」、「半木下り」が図とともに説明されていて、こうした納まりがよく理解出
来る ( 図 7)。同書で斎藤は、「此れらの仕方は勾配によりて定まらざるもの」と記述している。つまり、
〈絶対勾配〉に依らない垂木勾配の指定方法であると解説している。
また、同書で「二タ軒に稱々ありて古風のものにてありては茅負は木負下バ角の水平線より下るを
忌み共に水平線中にをくものとせり之を [ 六っ連納め ] といふ」と、「六ツ連」を古風な技法とする
認識も示している。同じ図を斎藤は、明治 41 年 (1908) の『大工さしがねつかい』30) にも掲載して
いる。
この後、斎藤の説明は、前述した明治 39 年 (1906)『日本建築辞彙』や、明治 41 年の亀田吉郎平の『和
図 7　「六ツ連」,「喉違」,「半木下り」( 上から ) の概念図
( 明治 37 年刊『日本建築規矩術』から転載 )
図 8　「六ツ連 (3 点 )」の実例　永保寺開山堂拝堂










実際の事例を掲げると、「六ツ連 (2 点 )」は、海住山寺五重塔初層 31)：建保 2 年 (1214)、法隆寺東
院鐘楼 32)：鎌倉時代前期など鎌倉時代の遺構から確認出来る。一方「六ツ連 (3 点 )」の事例は少なく、





で納めた後、飛檐垂木を茅負が木負から下がった位置 ( 高さ ) に納める〈相対勾配〉を総称して「萱違い」
としている。
さらに、「萱違い」を茅負の下がった寸法に応じて、「喉違い」、「半下り ( 萱半下がり )」、「成違い」
の 3 種類に分類している。
その内の「喉違い」は、林家伝家文書『木摧』[ 木 20-3] 注 4) の「第一広間」において、
「一椽板高配　三寸八分　ひえんハ　ノトチカイ」
とあり、( 地 ) 垂木を 3.8 寸の〈絶対勾配〉とし、飛檐垂木を喉違いとなるような勾配に納めるとする。





















林家伝家文書の寛永 20 年 (1643) に林作左衛門が著した『嵯峨様軒廻之覚』[ 木 20-5] 37) には、
「一広間・客殿　軒勾配は先三寸八分　飛椽の萱違は萱半分也と言う」





その他、『木摧』[ 木 20-3] の「廿一三間四面堂」においても、飛檐垂木の勾配を「喉違」とするの





木負より茅負が成 1 本下がって納まるもので、林家伝家文書『木摧』[ 木 20-3] に見える。その他「十七
楼門覚」、「廿四唐様之計別」、「廿五唐様之佛殿」など反りの強い唐様において採用されている。






















「絶対－相対式」は、木負と茅負の位置 ( 高さ ) の差によって名称が異なるから、高低の関係を仮に
不等式 ( 高＞低 ) で示すと、「六ツ連」は [ 木負＝茅負 ]、「萱違い」は [ 木負＞茅負 ] と表現すること
が出来る。一方、実際の建物遺構について修理工事報告書等の図面から検証すると、茅負の方が木負
より上に納まる [ 木負＜茅負 ] となるものが多く、特に中世遺構にその傾向が顕著である。
そこで、木負と茅負の関係を下記に示す A 類から C 類までの 3 種類に分類し、さらに事例の多い
形式のものを図 9 で示す小分類に分類した。
①　A 類：[ 木負＜茅負 ] となるもので、A1 ～ A3 まで分類し、それ以外は A でまとめた。
　　A1 は木負、茅負の上端が揃うもの、A2 は木負下端と飛檐垂木下端が揃うもの、A3 は木負の
　　　飛檐垂木下端位置と茅負下端が揃うものとした ( 実際は他にいろいろなパターンがあるが煩雑
　　　になるので A とし、適宜備考に記載した )。
②　B 類：[ 木負＝茅負 ] となるもので、「六ツ連」である。
　　「六ツ連」(3 点 ) を B1、「六ツ連」(3 点 ) で桁以外に揃えるものを B2、「六ツ連」(2 点 ) を B3 とした。
　　　
③　C 類：[ 木負＞茅負 ] となるもので、「萱違い」である。
その内、「喉違い」を C1、「半木下り」を C2、「成違い」とそれ以上のものを C3 とした。
　この分類に基づき、文化財建造物のうち鎌倉時代から江戸時代までの軒廻りが詳細に判明する規矩
図のあるものを選び、軒廻りの諸寸法を整理し上記の区分に従い分類をおこなったものが表 1 であ







































醍醐寺五重塔 1 天暦 6 952 0.23 0.13 5.23 2.68 A2
法隆寺大講堂 - 正暦 1 990 0.37 0.24 5.95 2.96 A1
平等院鳳凰堂 身舎 天元 1 1053 0.34 0.21 5.06 2.85 A1裳階 天元 1 1053 0.18 0.08 3.14 1.81 A 茅負下端＝垂木掛け下端も
中尊寺金色堂 - 天治 1 1124 0.31 0.17 3.62 2.20 A2*
當麻寺本堂 - 永暦 2 1161 0.23 0.08 5.03 2.95 A
一乗寺三重塔
1 承安 1 1171 0.40 0.26 3.72 2.10 A*
2 承安 1 1171 0.36 0.21 3.52 2.05 A1









福智院本堂 - 建仁 3 1203 0.28 0.12 4.46 3.20 A
海住山寺五重塔
1 建保 2 1214 0.35 0.23 2.37 1.63 B3
2 建保 2 1215 0.31 0.19 2.29 1.49 A
5 建保 2 1216 0.31 0.19 1.96 1.40 A3
大報恩寺本堂 - 安貞 1 1227 0.22 0.08 4.82 2.87 A
法隆寺夢殿 （鎌倉改造 ) - 寛喜 2 1230 0.43 0.23 6.44 3.88 B3*
東大寺念仏堂 - 嘉禎 3 1237 0.45 0.25 3.50 2.86 C2
元興寺極楽坊本 - 寛元 2 1244 0.30 0.18 5.27 2.54 A
光明寺楼門 下 宝治 2 1248 0.32 0.11 2.56 2.35 A2上 宝治 2 1248 0.36 0.15 2.66 2.24 A2
法隆寺西円堂 - 建長 2 1250 0.34 0.27 6.17 3.26 B3*
新薬師寺地蔵堂 - 文永 3 1266 0.28 0.12 2.85 2.24 A3 桁下端＝飛檐垂木下端も
明通寺三重塔
1 文永 7 1270 0.36 0.17 3.40 2.50 A
2 文永 7 1270 0.33 0.17 3.40 2.50 A2
3 文永 7 1270 0.33 0.12 3.40 2.50 A2
西明寺本堂 - 鎌倉前 1274 0.25 0.09 4.56 3.19 A3
長寿寺本堂 - 鎌倉前 1274 0.30 0.09 4.22 3.15 A2
如意寺阿弥陀堂 - 鎌倉前 1274 0.26 0.12 3.10 2.35 A2
法隆寺東院鐘楼 - 鎌倉前 1274 0.37 0.25 3.12 1.79 B3
金剛峯寺不動堂 背北 鎌倉前 1274 0.27 0.18 3.73 2.54 B3
長弓寺本堂 - 弘安 2 1279 0.25 0.16 5.00 3.00 A
大善寺本堂 - 弘安 9 1286 0.30 0.17 4.95 3.38 B3
海竜王寺経蔵 - 正応 1 1288 0.56 0.44 4.16 2.24 C3
明王院本堂 - 元応 3 1321 0.27 0.12 3.64 2.40 A2
豊満神社四脚門 - 元享 3 1323 0.26 0.12 3.28 2.30 A2*
浄土寺本堂 - 嘉暦 2 1327 0.24 0.14 4.25 3.10 A
日竜峯寺多宝塔 下 鎌倉後 1332 0.32 0.16 2.91 1.80 A上 鎌倉後 1332 0.32 0.16 2.44 1.40 A2
金蓮寺弥陀堂 - 鎌倉後 1332 0.26 0.17 3.14 2.10 A2 桁下端＝飛檐棰下端
石山寺鐘楼 - 鎌倉後 1332 0.36 0.14 3.28 2.44 A
西明寺三重塔
1 鎌倉後 1332 0.30 0.17 3.12 2.05 A
2 鎌倉後 1332 0.31 0.20 3.21 2.01 A
3 鎌倉後 1332 0.39 0.23 3.08 1.88 B3
法道寺食堂 - 鎌倉後 1332 0.28 0.16 3.15 2.10 A3
朝光寺鐘楼 - 鎌倉後 1332 0.27 0.18 2.42 1.59 A
安楽寺塔婆 - 鎌倉後 1332 0.31 0.15 3.20 2.20 A3
浄妙寺多宝塔 下 鎌倉後 1332 0.26 0.16 2.77 2.03 A 桁峠＝茅負外上角上 鎌倉後 1332 0.29 0.17 2.37 1.69 A 同上
石手寺三重塔
1 鎌倉後 1332 0.36 0.15 3.46 2.41 A2*
2 鎌倉後 1332 0.36 0.15 3.37 2.26 A3












浄土寺阿弥陀堂 - 貞和 1 1345 0.29 0.15 3.90 2.95 B3
延暦寺転法輪堂 - 貞和 3 1347 0.32 0.16 5.53 3.91 B3
明王院五重塔
1 貞和 4 1348 0.34 0.11 3.50 2.60 A2
2 貞和 4 1348 0.34 0.11 3.50 2.60 A2
3 貞和 4 1348 0.34 0.11 3.50 2.60 A2
4 貞和 4 1348 0.34 0.11 3.50 2.60 A3 桁下端＝地垂木鼻上端
5 貞和 4 1348 0.34 0.11 3.50 2.60 A3 同上
石津寺本堂 - 延文 1360 0.33 0.20 3.97 2.53 B3
福祥寺本堂宮殿 - 応安 1 1368 0.28 0.25 1.61 1.15 B1
圓福寺本堂 - 応安 4 1371 0.24 0.20 2.69 1.73 A 桁峠＝木負外下角
法隆寺地蔵堂 - 応安 5 1372 0.24 0.20 3.05 1.93 B3*
興隆寺本堂 - 文中 4 1375 0.28 0.14 3.76 2.95 A2*
宝福寺三重塔
1 永和 2 1376 0.38 0.24 2.58 1.72 B3
2 永和 2 1376 0.41 0.18 2.35 1.67 A2*
3 永和 2 1376 0.38 0.17 2.33 1.67 B3
道成寺本堂 - 天授 4 1378 0.30 0.15 5.60 3.40 A2* 桁下端＝木負下駄欠き
如意寺三重塔
1 至徳 2 1385 0.30 0.18 3.29 2.22  B1
2 至徳 2 1385 0.30 0.18 3.19 2.24 A2*
3 至徳 2 1385 0.30 0.18 3.19 2.24 A
西国寺金堂 - 至徳 3 1386 0.30 0.16 4.32 2.64 A3
温泉寺本堂 - 至徳 4 1387 0.27 0.17 4.43 3.01 A2*
竜吟庵方丈 - 嘉慶 1 1387 0.28 0.14 3.68 2.94 B3
滝山寺三門 - 室町前 1392 0.30 0.17 4.72 3.35 B3
妙楽寺本堂 - 室町前 1392 0.31 0.11 4.00 3.10 A2
桑実寺本堂 - 室町前 1392 0.33 0.16 4.13 3.4 B3
春日神社本殿 - 室町前 1392 0.30 0.14 2.03 1.33 A2*
宝幢寺本堂 - 室町前 1392 0.32 0.17 3.97 2.80 B3 桁下端＝木負下駄欠き
喜光寺本堂 身舎 室町前 1392 0.33 0.18 5.54 3.51 A
鞆淵神社大日堂 - 室町前 1392 0.30 0.19 4.84 2.82 B3
同　厨子 厨子 室町前 1392 0.35 0.35 1.30 0.96 B3
清水寺本堂 - 室町前 1392 0.32 0.11 6.06 4.17 A2*
永保寺開山堂 拝堂 室町前 1392 0.44 0.18 2.35 1.95 B1奥院 室町前 1392 0.28 0.14 2.73 2.05 A2
金剛寺鐘楼 - 室町前 1392 0.43 0.22 3.19 2.24 ≒ B1
室生寺御影堂 - 室町前 1392 0.28 0.19 2.97 2.14 ≒ B1
常徳寺円通殿 - 応永 8 1401 0.24 0.05 3.61 2.05 A2
東福寺三門 下 応永 12 1405 0.39 0.24 5.93 3.98 A上 応永 12 1405 0.45 0.33 5.88 3.76 C1
西郷寺本堂 - 応永 13 1406 0.26 0.09 3.77 2.55 A3
正福寺地蔵堂 身舎 応永 14 1407 0.42 0.26 2.57 1.90 B2*
東大寺大湯屋 - 応永 15 1408 0.45 0.25 2.99 2.00 A  
吉川八幡宮本殿 - 応永 15 1408 0.40 0.22 3.47 3.26 B3*
遍照院三重塔
1 応永 23 1416 0.42 0.27 3.02 2.02 C1
2 応永 23 1416 0.35 0.25 3.06 1.98 B3*
3 応永 23 1416 0.36 0.34 3.06 1.95 C2
興福寺東金堂 - 応永 22 1425 0.38 0.24 3.06 1.95 B3 桁下端＝木負下駄欠き
洞春寺観音堂 上 永享 2 1430 0.30 0.30 3.30 2.22 C2
向上寺三重塔
1 永享 4 1432 0.38 0.17 2.74 1.91 A
2 永享 4 1432 0.23 0.20 2.78 1.95 B3*
3 永享 4 1432 0.20 0.17 2.45 1.96 B3




































不動院鐘楼 - 永享 5 1433 0.30 0.20 2.10 1.60 B3
円教寺大講堂 下 永享 12 1440 0.37 0.16 5.98 3.78 B3
当麻寺薬師堂 - 文安 4 1447 0.28 0.22 3.64 2.13 B3
護国院多宝塔 下 文安 6 1449 0.30 0.19 3.73 2.81 C1上 文安 6 1449 0.40 0.25 3.06 2.15 B3
円教寺常行堂 - 享徳 2 1453 0.34 0.12 5.40 4.00 A2*
如意寺文殊堂 - 享徳 2 1453 0.32 0.16 3.90 3.00 A
新長谷寺本堂 - 長禄 4 1460 0.33 0.23 3.93 2.50 C1
円教寺大講堂 上 寛正 3 1462 0.36 0.16 5.16 3.88 B3
小山寺三重塔 - 寛正 6 1465 0.36 0.25 2.70 1.90 B3
円教寺食堂 - 寛正頃 1466 0.30 0.14 4.87 3.70 B3
中尊寺旧覆堂 - 室町中 1466 0.25 0.15 3.50 2.31 A
木幡神社楼門 - 室町中 1466 0.38 0.22 2.45 1.96 B3 B1 に近い
熊野神社本殿 - 室町中 1466 0.40 0.25 1.58 1.24 B3
密蔵院多宝塔 下 室町中 1466 0.34 0.16 2.83 2.13 B3 B1 に近い上 室町中 1466 0.36 0.16 3.02 2.01 B3
性海寺多宝塔 下 室町中 1466 0.32 0.14 2.52 1.74 A 桁下端＝飛檐棰下端上 室町中 1466 0.25 0.10 2.03 1.25 A2
玉鳳院開山堂 - 室町中 1466 0.31 0.14 3.85 2.58 A
久安寺楼門 - 室町中 1466 0.37 0.16 4.47 2.47 A3 桁下端＝木負下駄欠き
石峯寺三重塔
1 室町中 1466 0.27 0.17 3.61 2.37 A2* 桁下端＝木負下駄欠き
2 室町中 1466 0.38 0.17 3.61 2.37 A3 桁下端＝木負下駄欠き
3 室町中 1466 0.37 0.17 3.61 2.47 A3
興福寺大湯屋 - 室町中 1466 0.48 0.31 4.30 2.95 B3*
南法華寺礼堂 - 室町中 1466 0.34 0.17 5.60 4.14 B3
護国院楼門 - 室町中 1466 0.42 0.35 3.72 2.36 C2
真光寺三重塔
1 室町中 1466 0.37 0.21 2.74 1.99 B1
2 室町中 1466 0.36 0.20 2.74 1.94 B3
3 室町中 1466 0.32 0.13 2.76 1.94 A3
厳島神社宝蔵 - 室町中 1466 0.30 0.22 3.75 2.42 B3
安国寺釈迦堂 - 室町中 1466 0.42 0.26 4.47 3.31 C1
善光寺本堂 ( 大分 ) - 室町中 1466 0.28 0.11 4.24 3.02 B2 茅負＝木負＝肘木上端
常福院薬師堂 - 室町中 1466 0.40 0.21 3.47 2.26 C2 桁下端＝木負外上角か
寶塔寺多宝塔 下 永享 10 1468 0.34 0.20 2.05 1.43 B3上 永享 10 1468 0.50 0.16 2.05 1.50 B3
広八幡神社楼門 - 文明 7 1475 0.30 0.19 3.32 2.11 A
烏帽子形八幡本殿 - 文明 12 1480 0.31 0.16 2.44 1.63 A3
不動院本堂 ( 奈良 ) - 文明 15 1483 0.27 0.23 4.54 2.68 C1
善光寺薬師堂厨子 - 文明 15 1483 0.72 0.26 0.65 0.53 B3*
慈照寺東求堂 - 文明 17 1485 0.28 0.17 3.24 2.36 B3
慈照寺銀閣 上 長享 3 1489 0.30 0.20 3.15 3.10 C2
教王護国寺講堂 - 延徳 3 1491 0.32 0.22 6.35 3.60 A
本蓮寺本堂 - 明応 1 1492 0.33 0.23 3.97 2.96 C2 桁下端＝木負下駄欠き
定光寺本堂 裳階 明応 2 1493 0.31 0.22 3.20 2.50 C2 桁下端＝木負下駄欠き
西明寺楼門 - 明応 3 1494 0.40 0.25 2.34 1.98 B3
石峯寺薬師堂厨子 - 明応頃 1501 0.28 0.25 1.61 1.15 B1
本蓮寺番神堂中祠 - 明応 1501 0.31 0.21 1.71 1.31 A3
龍正院二王門 - 文亀 4 1504 0.30 0.12 3.19 2.33 A3
若松寺観音堂 - 永正 6 1509 0.27 0.16 3.19 2.33 B1
長光寺地蔵堂 - 永正 7 1510 0.32 0.31 4.44 3.14 C3
地蔵峰寺本堂 - 永正 10 1513 0.27 0.14 3.89 2.88 A 桁下端＝木負下駄欠き
雨錫寺阿弥陀堂 厨子 永正 11 1514 0.37 0.22 2.65 1.44 B3
新海三社神社三重塔
1 永正 12 1515 0.27 0.17 2.56 1.92 A
2 永正 12 1515 0.31 0.18 2.53 1.56 A
3 永正 12 1515 0.35 0.23 2.52 1.46 A
大威徳寺多宝塔 - 永正 12 1515 0.38 0.25 2.14 1.50 B3
霊山寺仁王門 - 永正 13 1516 0.30 0.13 2.48 1.80 A2
東光寺本堂 - 永正 14 1517 0.37 0.14 4.84 3.73 B3
東光寺本堂厨子 - 永正 14 1517 0.35 0.19 2.18 1.32 A
平等寺薬師堂 - 永正 16 1519 0.43 0.19 2.95 2.37 B3
成法寺観音堂 - 永正 1522 0.35 0.25 2.86 2.67  C2
名草神社三重塔
1 大永 7 1527 0.36 0.11 3.32 2.37 A2
2 大永 7 1527 0.40 0.15 3.30 2.40 A2* 桁下端＝木負下駄欠き
3 大永 7 1527 0.40 0.15 3.30 2.40 A2* 桁下端＝木負下駄欠き
久麻久神社本殿 - 大永 7 1527 0.32 0.10 2.50 1.77 A
東観音寺多宝塔 下 大永 8 1528 0.28 0.10 2.60 1.91 A3上 大永 8 1528 0.40 0.15 2.41 1.68 B3
薬王院本堂 - 享禄 2 1529 0.39 0.23 4.70 3.70 C1
三明寺三重塔
1 享禄 4 1531 0.31 0.15 2.04 1.50 A3
2 享禄 4 1531 0.36 0.26 1.99 1.33 B3
3 享禄 4 1531 0.29 0.22 2.08 1.47 B3
観音寺多宝塔 下 天文 5 1536 0.30 0.10 2.56 2.00 A3上 天文 5 1536 0.38 0.11 2.33 1.67 A3  
西明寺三重塔 ( 栃木 )
1 天文 6 1537 0.40 0.24 2.34 2.02 B3*
2 天文 6 1537 0.35 0.22 2.10 1.90 B1*
3 天文 6 1537 0.40 0.22 1.99 1.75 B1
多治速比売神社 - 天文 10 1541 0.38 0.28 2.32 1.43 C2
地蔵院本堂 - 天文 11 1542 0.30 0.23 3.42 2.41 B1
円教寺金剛堂 - 天文 13 1544 0.30 0.14 2.84 2.04 B3
遠照寺釈迦堂 - 天文 18 1549 0.28 0.14 3.23 2.46 A2*
小菅神社奥社本殿 - 天文 1555 0.38 0.24 4.75 3.44 B3
根来寺多宝塔 下 天文 1555 0.35 0.22 5.76 3.49 B3上 天文 1555 0.39 0.25 5.95 3.75  C1
円通寺本堂 - 天文 1555 0.42 0.23 3.60 2.70 B2*
慈光寺開山塔 - 天文 25 1556 0.22 0.15 1.07 0.73 A2
護徳寺観音堂 - 弘治 3 1557 0.40 0.34 4.43 2.45 C2
勝福寺観音堂 - 永禄 1 1558 0.36 0.17 3.40 2.45 B3
都久夫須麻神社本殿 庇 永禄 10 1567 0.30 0.16 3.10 2.58 B3*
興臨院本堂 - 永禄 1569 0.29 0.21 3.54 2.56 C2
土佐神社本殿 - 元亀 2 1571 0.35 0.19 4.35 2.62 ≒ B3
円満寺観音堂 - 室町後 1572 0.22 0.03 2.63 1.70 A
大聖寺不動堂 - 室町後 1572 0.33 0.15 2.90 1.94 A3
観音寺観音堂 - 室町後 1572 0.23 0.17 4.15 1.86 A
建長寺昭堂 - 室町後 1572 0.34 0.25 3.13 2.06 B3
前山寺三重塔
1 室町後 1572 0.33 0.20 2.52 1.52 A
2 室町後 1572 0.30 0.20 2.21 1.53 A
3 室町後 1572 0.24 0.20 2.23 1.55 B3
雲峰寺仁王門 - 室町後 1572 0.36 0.20 2.52 2.06 B3*
浄厳院本堂 - 室町後 1572 0.30 0.15 4.27 3.13 A 　




























丈六寺三門 下 室町後 1572 0.32 0.25 2.61 1.85 C1上 室町後 1572 0.30 0.20 2.53 2.12 C1











長楽寺仏殿 身舎 天正 5 1577 0.36 0.21 3.44 2.37 C1 桁下端＝茅負外上角
不動院楼門 下 文禄 3 1593 0.43 0.33 4.09 3.09 C3上 文禄 3 1593 0.43 0.35 3.43 2.48 C2
延暦寺常行堂法華堂 - 文禄 4 1595 0.27 0.20 4.50 2.65 B3*
羽黒山正善院黄金堂 - 文禄 5 1596 0.34 0.19 4.53 3.22 B3
笠森寺観音堂 - 文禄 6 1597 0.33 0.28 3.97 2.68 B3
長命寺三重塔 1 慶長 2 1597 0.30 0.17 3.50 2.11 A
3 慶長 2 1597 0.30 0.17 3.49 2.11 A 桁下端＝飛檐棰下端
勝鬘院塔婆 下 慶長 2 1597 0.35 0.25 5.00 3.30 B3*上 慶長 2 1597 0.38 0.22 3.21 2.44 B3
薬師堂 ( 群馬 ) - 慶長 3 1598 0.30 0.23 3.86 1.86 C2
園城寺唐院大師堂 - 慶長 3 1598 0.30 0.20 4.05 2.30 B3*
園城寺唐院灌頂堂 - 慶長 3 1598 0.30 0.18 4.55 2.30 B3
三宝院純浄観 - 慶長 3 1598 0.30 0.187 3.89 2.72 C1
妙心寺山門 下 慶長 4 1599 0.36 0.23 5.03 2.87 C1 桁下端＝茅負外上角上 慶長 4 1599 0.38 0.29 4.99 3.72 B1
金剛峯寺奥院経蔵 - 慶長 4 1599 0.33 0.20 2.84 2.35 　 C1
法華寺本堂 - 慶長 6 1601 0.30 0.18 4.42 3.30 B3*
石山寺礼堂 - 慶長 7 1602 0.25 0.14 5.47 3.58 A
都久夫須麻神社本殿 身舎 慶長 7 1602 0.32 0.21 3.53 2.48 B3
教王護国寺金堂 裳階 慶長 8 1603 0.48 0.31 6.23 3.35 B3*身舎 慶長 8 1603 0.40 0.23 6.23 3.55 B3 桁下端＝木負下駄欠き
白鬚神社本殿 - 慶長 8 1603 0.32 0.20 5.32 2.60 C1
寶積寺三重塔 - 慶長 9 1604 0.40 0.21 2.71 2.00 B3
聖神社本殿 - 慶長 9 1604 0.30 0.21 2.96 2.01 B3
高台寺開山堂 - 慶長 10 1605 0.33 0.22 3.00 2.22 B3*
吉野水分神社楼門 - 慶長 10 1605 0.32 0.12 3.17 2.21 A3
天満神社楼門 - 慶長 10 1605 0.43 0.32 3.12 2.34 C2
金剛寺塔婆 下 慶長 11 1606 0.40 0.15 2.74 1.82 B3 桁下端＝木負下駄欠き上 慶長 11 1606 0.29 0.20 3.27 2.29 A3
大崎八幡宮本殿 - 慶長 12 1607 0.33 0.23 3.60 2.15 B3*
竜泉寺仁王門 - 慶長 12 1607 0.30 0.16 2.42 1.84 A3
与杼神社拝殿 - 慶長 12 1607 0.41 0.27 3.00 2.60 C2
本圀寺経蔵 - 慶長 12 1607 0.35 0.18 3.95 2.15 B3
本門寺五重塔
1 慶長 12 1607 0.36 0.18 3.52 2.50 B3
2 慶長 12 1607 0.36 0.18 3.42 2.61 B3
3 慶長 12 1607 0.36 0.18 3.42 2.61 B3
4 慶長 12 1607 0.36 0.18 3.42 2.61 B3
5 慶長 12 1607 0.40 0.20 3.42 2.61 B3
金剛證寺本堂 - 慶長 14 1609 0.42 0.19 5.47 2.97 B3*
金剛證寺宮殿 宮殿 慶長 14 1609 0.30 0.10 1.31 0.57 A
油山寺三重塔
1 慶長 16 1611 0.37 0.22 2.80 1.93 B3
2 慶長 16 1611 0.30 0.22 2.80 1.93 B1
3 慶長 16 1611 0.43 0.43 2.40 1.97 C3 木負から茅負成 1.5 本下がり
弘前八幡宮唐門 - 慶長 17 1612 0.31 0.16 2.65 2.18 B3
岡寺仁王門 - 慶長 17 1612 0.31 0.18 2.78 2.37 B3
青井阿蘇神社楼門 - 慶長 18 1613 0.40 0.20 2.56 1.73 A3
与賀神社楼門 - 桃山 1614 0.46 0.20 2.70 1.80 C1
護国院鐘楼 - 桃山 1614 0.40 0.20 2.40 1.74 B1
石山寺多宝塔 下 桃山 1614 0.27 0.20 3.46 2.38 B3上 桃山 1614 0.35 0.22 3.33 2.35 C1
油日神社拝殿 - 慶長 1614 0.25 0.18 3.43 2.30 C1










飯野八幡宮本殿 - 元和 2 1616 0.34 0.15 3.21 2.13 A 桁上端＝茅負上端
本興寺開山堂 - 元和 3 1617 0.37 0.22 3.70 2.45 C1
古熊神社本殿 - 元和 4 1618 0.25 0.22 2.60 2.13 C2
屋島寺本堂 - 元和 4 1618 0.40 0.21 4.04 2.55 B3
本願寺書院 - 元和 4 1618 0.38 0.28 3.72 2.85 C2
乙宝寺三重塔 3 元和 5 1619 0.32 0.23 3.74 2.06 A
鹿島神宮仮殿 - 元和 5 1619 0.42 0.28 3.91 2.91 C2
知恩院三門 下 元和 7 1621 0.34 0.20 7.50 5.00 C1 桁下端＝木負下駄欠き上 元和 7 1621 0.40 0.16 5.88 4.22 A
薦神神社神門 下 元和 8 1622 0.48 0.36 2.55 1.70 C2上 元和 8 1622 0.43 0.27 3.15 2.40 C2 桁下端＝木負下駄欠き
四天王寺元三大師堂 元和 9 1623 0.32 0.18 5.24 3.34 B3*
四天王寺五智光院 - 元和 9 1623 0.36 0.23 5.00 3.60 C1 桁下端＝木負下駄欠き
四天王寺六時堂 - 元和 9 1623 0.34 0.18 5.18 4.18 B1
長遠寺本堂 - 元和 9 1623 0.40 0.25 5.35 2.86 C2
生善院観音堂 - 寛永 2 1625 0.35 0.25 2.20 2.00 C1
二条城遠侍 - 寛永 3 1626 0.32 0.22 3.97 3.54 C1
甚目寺三重塔 1 寛永 4 1627 0.36 0.18 4.02 2.82 A
3 寛永 4 1627 0.30 0.22 3.98 2.78 B1
律学院本堂 - 寛永 4 1627 0.38 0.22 3.80 2.55 B3*
南禅寺三門 下 寛永 5 1628 0.35 0.19 6.16 4.14 B3*上 寛永 5 1628 0.44 0.29 4.83 3.77 C2
東照宮本殿 ( 青森 ) - 寛永 5 1628 0.40 0.30 2.20 1.65 C2
長勝寺三門 - 寛永 6 1629 0.40 0.38 3.94 3.06 C3
教王護国寺灌頂院 - 寛永 6 1629 0.23 0.22 5.15 3.60 B3*
寛永寺清水堂 - 寛永 8 1631 0.35 0.20 4.20 3.12 C1
清水寺三重塔 - 寛永 9 1632 0.34 0.22 4.52 3.32 C1
曼陀羅寺正堂 - 寛永 9 1632 0.32 0.18 4.62 3.26 C1
延暦寺大講堂 - 寛永 11 1634 0.35 0.20 6.34 3.38 B3
東照宮上社務所 - 寛永 13 1636 0.35 0.25 3.45 2.15 B1*
大徳寺経蔵 - 寛永 13 1636 0.30 0.24 3.98 2.83 C1
伊賀八幡宮御供所 - 寛永 13 1636 0.40 0.30 2.42 1.98 C2
伊賀八幡宮随身門 - 寛永 13 1636 0.37 0.21 3.43 2.44 C1
延暦寺根本中堂 - 寛永 17 1640 0.35 0.26 6.30 4.46 B3*
那谷寺三重塔
1 寛永 19 1642 0.35 0.22 1.23 1.11 B3
2 寛永 19 1642 0.36 0.22 1.44 1.18 B3
3 寛永 19 1642 0.35 0.18 1.44 1.18 A
真禅院三重塔
1 寛永 19 1642 0.32 0.20 3.30 2.38 B3
2 寛永 19 1642 0.36 0.24 3.25 2.33 B1
3 寛永 19 1642 0.40 0.28 3.20 2.28 C1
教王護国寺五重塔 - 寛永 20 1643 0.32 0.15 5.23 2.68 A3
仁和寺鐘楼 - 寛永 21 1644 0.38 0.25 3.75 2.60 C1
日御碕日沈宮門客社 寛永 21 1644 0.38 0.36 2.44 1.44 C2










A 類 ( 木負 < 茅負 ) B 類 ( 木負 = 茅負 ) C 類 ( 木負 > 茅負 )
A1 A2 A3 A B1 B2 B3 C1 C2 C3
平安時代 3 2 - 4 - - - - - -
( 小計 ) 9 - -
鎌倉時代 - 11 7 14 - - 7 - 1 1 
( 小計 ) 32 7 2 
室町時代 - 22 16 23 12 3 54 11 11 1 
( 小計 ) 61 69 23 
桃山時代 - - 4 4 3 - 27 8 5 2 
( 小計 ) 8 30 15 
江戸時代 - 3 1 13 5 - 25 25 31 7 
( 小計 ) 17 30 63 
全　　　体 3 38 28 57 20 3 114 44 48 11 
( 総計 ) 127 136 103
表 2　木負と茅負の関係総括表
時代




















崇福寺大雄宝殿 下 正保 3 1646 0.30 0.15 2.69 2.46 A2 桁口脇＝茅負外下角上 正保 3 1646 0.40 0.27 4.49 2.99 C1
雲竜院本堂 - 正保 3 1646 0.30 0.15 3.86 3.23 B3
三輪神社須賀社本殿 - 正保 4 1647 0.30 0.16 2.39 1.65 A
当麻寺奥院鐘楼門 - 正保 4 1647 0.27 0.22 3.05 2.05 B3
伽耶院多宝塔 下 正保 5 1648 0.35 0.22 3.10 2.10 B1上 正保 5 1648 0.40 0.21 3.05 2.05 B3
那谷寺鐘楼 - 慶安 2 1649 0.36 0.29 2.57 1.73 C1









土佐神社鼓楼 - 慶安 2 1649 0.50 0.26 3.43 2.44 C3
旧一乗院宸殿 - 慶安 2 1649 0.32 0.18 3.49 2.54 A 木負外下角＝飛檐垂木小口上端
本山寺三重塔
1 承応 1 1652 0.29 0.10 3.88 2.73 A2* 桁下端＝飛檐垂木下端
2 承応 1 1652 0.30 0.15 3.93 2.68 A
3 承応 1 1652 0.30 0.14 3.92 2.66 A
広八幡社天神社本殿　 - 慶安 5 1652 0.44 0.26 2.94 1.98 C2
性海寺宝塔 - 慶安 1652 0.33 0.03 0.37 0.27 A
輪王寺大猷院二天門　 - 承応 1 1652 0.40 0.22 3.30 2.60 C1
性海寺本堂 - 慶安 1652 0.35 0.25 3.00 2.49 C3
輪王寺大猷院霊供所　 - 承応 2 1653 0.33 0.22 3.04 2.05 B3
瑞龍寺仏殿 裳階 万治 2 1659 0.42 0.24 4.27 2.60 C1身舎 万治 2 1659 0.42 0.23 4.16 3.12 C2
津軽為信霊屋 - 江戸前 1660 0.21 0.16 3.55 2.42 A2*
塩沢寺地蔵堂 - 江戸前 1660 0.30 0.23 2.60 1.91 B3
尾張大国霊社楼門 - 江戸前 1660 0.36 0.23 3.68 2.47 C1
臨済寺本堂 - 江戸前 1660 0.22 0.15 3.46 2.71 A
久米寺多宝塔 下 江戸前 1660 0.31 0.21 2.97 2.06 C1上 江戸前 1660 0.31 0.23 2.47 1.66 B3
高良大社拝殿 - 寛文 1 1661 0.38 0.28 3.50 2.70 C2 桁下端＝木負下駄欠き
萬福寺寿蔵 - 寛文 3 1663 0.30 0.22 3.00 2.02 B3*
最勝院五重塔 1 寛文 6 1666 0.30 0.20 3.31 2.34 B3
2 寛文 6 1666 0.30 0.20 3.75 2.34 ≒ B3
専修寺御影堂 ( 三重 ) - 寛文 6 1666 0.37 0.27 7.29 4.42 C2
萬福寺天王殿 - 寛文 8 1668 0.32 0.22 5.30 3.50 C1
妙成寺経堂 - 寛文 10 1670 0.45 0.34 3.14 2.22 C3 木負から茅負成 1.5 本下がり
古熊神社拝殿 - 寛文 1673 0.36 0.30 2.60 2.13 C2
観音寺金堂 - 延宝 5 1677 0.31 0.18 3.96 2.47 B3
法華経寺祖師堂 - 延宝 6 1678 0.38 0.28 4.92 3.57 C3
道成寺仁王門 - 元禄 7 1694 0.36 0.27 4.59 2.75 C2 桁下端＝木負下駄欠き
地蔵院本堂 ( 三重 )　 - 元禄 13 1700 0.47 0.30 4.91 3.54 C3
二荒山神社中宮 - 元禄 14 1701 0.40 0.32 3.56 2.48 C2
大乗寺仏殿 下 元禄 15 1702 0.40 0.17 3.42 2.42 C1上 元禄 15 1702 0.40 0.25 3.42 2.42 C2
天徳寺山門 - 宝永 6 1709 0.30 0.23 4.10 3.37 C2
東大寺中門 - 正徳 4 1714 0.38 0.20 6.23 3.67 A
神明社観音堂 - 享保 19 1734 0.30 0.20 1.59 1.12 B3
東大寺回廊 - 元文 2 1737 0.40 0.32 4.00 2.54 C2
東大寺回廊 - 元文 2 1737 0.40 0.36 3.96 2.59 C2
専修寺如来堂 ( 三重 ) 下 延享 5 1748 0.37 0.25 7.38 4.92 C2上 延享 5 1748 0.37 0.25 6.58 4.44 C2
粉河寺大門 - 宝永 4 1754 0.35 0.21 4.80 3.25 B3*
善光寺山門 ( 山梨 ) - 明和 4 1767 0.30 0.23 5.40 3.40 C2
国分寺金堂 下 安永 8 1779 0.50 0.25 5.00 4.10 C3上 安永 8 1779 0.50 0.25 4.30 3.50 C2
善光寺本堂 ( 山梨 ) 下 寛政 1 1789 0.32 0.23 5.93 4.41 C2上 寛政 1 1789 0.32 0.23 5.16 3.76 C2
東光寺三門 下 文化 9 1812 0.40 0.20 4.69 2.93 B3*上 文化 9 1812 0.37 0.27 3.77 2.69 C2
東照宮五重塔 1 文政 1 1818 0.35 0.29 3.50 2.35 C2
5 文政 1 1818 0.43 0.35 3.50 2.35 C2
妙心寺仏殿 下 文政 10 1827 0.37 0.27 4.96 3.66 C2上 文政 10 1827 0.39 0.23 4.99 3.73 C1
備中国分寺五重塔
1 文政 1830 0.30 0.21 3.97 2.38 B3
2 文政 1830 0.30 0.23 3.96 2.47 C1
3 文政 1830 0.31 0.25 3.94 2.35 C1
4 文政 1830 0.30 0.25 3.93 2.37 C1





表 1 の内容のうち木負と茅負の関係を総括したのが表 2 で、それをグラフに表現したのが図 10( 実
数 )、図 11( 比率 ) である。
グラフから木負と茅負の関係は、古代から中世を経て近世に至るまで、A 類 [ 木負＜茅負 ] から、B
類 [ 木負 = 茅負 ] を経て、C 類 [ 木負＞茅負 ] へと、つまり茅負が木負に対し相対的に下がっていく
変容過程が認められる。こうした変化の理由は、時代が下るにつれて棟が高くなり、屋根の引渡し勾
配も急勾配に変化していくことに呼応しているものと考えられる。
個々に見ると、A 類 [ 木負＜茅負 ] は、飛檐垂木の勾配が緩く、古い時代ほど多い形式で、平安時
代後期では 100%、鎌倉時代でも 78％に達するが、室町時代には 40% まで半減し、桃山時代以降は
15% にとどまる。
A 類といっても多様な納め方法がある。事例が多いものでは室町時代の A2 や A3 が目立つが、木





























































木割書にある「六ツ連」(3 点 ) は、実際例はそう多いわけではない。鎌倉寺時代には確認出来ず、
室町時代以後に 20 例 (「六ツ連」全体の 15％以下 ) を数える程度であった。
C 類 [ 木負＞茅負 ] は、「萱違い」で、鎌倉時代に散見出来るが、はっきり確認されるようになるの
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注 1) 文献 6）「殿屋集」で古法主殿の木割で軒の出を柱間寸法に揃えることを指定している。古法 
       書院で柱間寸法が 7 尺であった例は、竜吟庵方丈前身建物の例が修理工事報告書で報告されてい
       る。









注 4) 木子文庫林家伝家文書『木摧』[ 木 20-3] は、「天正五年二月洛陽上賀茂庄 林作左衛門宗廣 / 寛
永年間 / 巻末増補 / 林作左衛門宗相」の奥書があり、天正 5 年 (1577) に宗廣が著したものに寛
永年間に宗相が書き加えた木割書で、割印の有無、用語の相違から前半部は天正 5 年のものと
思われる。
注 5) 例えば、立川富房が宝暦 14 年 (1764) に著した『軒廻棰雛形』, 赤井幸七 が寛政 7(1795) に著
した『極秘六角雛形』, 弘化 4 年 (1847) の『規矩真術軒廻図解』, 平内延臣が嘉永元年 (1848)
に著した『匠家矩術新書』, 本林常将が嘉永 4 年本 (1851) に著した　『新撰早引匠家雛形』, 山







































　茅負曲線が円弧によるという意味は、図 3 において桁真から茅負口脇までを結んだ直線 BC を、円
弧の絃として中央にタルミ長さ HM を取り、CMB の 3 点を結んだ円弧になるというもので、実務的
には大変分かりやすい。
　なお、タルミ長さは実長では軒の規模で異なるから、絃との比 HM/BC を求め、それをタルミと呼
んでいる。歴代の北尾家・稲垣家は、代々この方法によってタルミを 1 分から 1 寸までの定規を作
成して軒の設計に使用していたという。
　北尾嘉弘の論考は、検討した実例が中世 22 件、近世 16 件と十分とは言い難く、「タルミは各時代
を通じて 1.3/1.00 ～ 2.9/100 程度」と結論付けている点は、もう少し検証が必要であろう。
　しかし、実務に準じた示唆に富む方法で、本章でもこの考え方を基本に改良を加えて検証する。
図 1　茅負曲線の時代別の比較図　文献 1) より転載











　基本的な考え方は、北尾案を参考に茅負曲線が円弧によるものかを検討し、その [ タルミ ] の値を
確認する。[ タルミ ] の値は、図 3 で示された〈タルミ長さ / 円弧の絃注 2) の長さ〉で求めることとす
る。ただし、北尾案は茅負口脇位置までの絃から求めた [ タルミ ] とするが、本論文でこれまで論じ
てきたように、軒規矩の基準は茅負留先であるとの考えから、[ タルミ ] も茅負留先位置まで引いた
絃を基準とした値とする。なお、ここで茅負曲線とは茅負下端線のことを言う。
　さらに、[ タルミ ] のみによって円弧の曲線の性質を指摘するだけでは不十分と考え、茅負の角度
を茅負曲線の分析に加えることとする。つまり、円弧の絃がどの程度反っているか、それを把握する
概念を新たに [ 茅負勾配 ] として加える。これは今までの軒規矩術にはなかった概念である注 3)。
　茅負の形状は [ 茅負勾配 ] によって茅負全体の反りが決定され、それに [ タルミ ] を付けて茅負の
曲線の性質が決定されると考えることが可能で、本章では、この [ 茅負勾配 ] と [ タルミ ] の 2 つの
指標で茅負曲線を検証することとする。
　[ 茅負勾配 ] と [ タルミ ] の具体的な求め方は図 4 に示す通り、桁真から茅負留先までの引渡し墨 (
絃 ) を L とし、L で茅負下端と絃の中央の距離タルミ長さ ( 矢 ) ｄを除した値 d/L=A を茅負の [ タル
ミ ](A) とする。
　[ 茅負勾配 ](F) は、桁真から留先までの水平距離 E で桁真から茅負留先までの垂直の反り D を除し




た値 D/E ＝ F とする。本章ではタルミと勾配の値を混同しないように勾配を F/1.0 と表記する。
　この 2 つの指標によって、はじめに中世と近世の大工文書等の書誌資料の検証をおこない、次に
実際の歴史的建造物について検証をおこなうこととする。
　参照した資料は、文化財建造物修理工事報告書と、『国宝・重要文化財 ( 建造物 ) 実測図集』から
規矩図のあるものを選定し、さらに後世の改造が少なく図面の精度のよい 268 例を選定した。
　算出方法は、規矩図をスキャナーで取り込み、CAD ソフト (MicroGDS) 上で桁真、茅負留先、同中
央の 3 点円弧と引渡しを作図して、それから [ 茅負勾配 ](F)、[ タルミ ](A) を算出した注 4)。






　文明 6 年 (1474) 善光寺焼失後の享禄 4 年 (1531) に描かれた 6 棟分 9 図の 1 枚で、縮尺は 10 分
の 1 である 5)。
　茅負は比較的正確に描かれていて、茅負の反り元は桁真から茅負留先までを返した位置で、ほぼ脇
間の中央と考えられる。ここでは、反り元を基準に留先まで引渡し線を引き [ 茅負勾配 ] を求めると
0.1/1.0 を得る。反りの部分は円弧からなり [ タルミ ] は 0.022 ほどである。
4-1-2. 都久夫須麻神社本殿古図
修理工事報告書 6) に掲載されている断面図 2 面は、享徳 4 年 (1455) の年紀がある 7) とされるが、
現在は所在が不明である。精度は十分とは言えないが参考に検証した。
桁真に反り元を置き、反り自体は少ないが茅負下端曲線は円弧と認められる。[ 茅負勾配 ] はほぼ
水平に近い 0.04/1.0 で、[ タルミ ] は 0.022 であった。





図 5　善光寺古図鐘楼の茅負のタルミ　文献 5) より転載・加筆
図 6　都久夫須麻神社古図の茅負タルミ　文献 6) より転載・加筆
通り、室町時代の二軒繁垂木の実際の遺構の [ タルミ ] の平均値は 0.023 であるから良く近似した値








] と [ タルミ ] の検証をおこなった。





図 7　久保田家文書 (『秘伝書図解』類型本 ) に加筆
図 8　坂上家文書 (『秘伝書図解』類型本 ) に加筆
4-2-1.『大工雛形秘伝書図解』とその類型本





口脇から茅負口脇までに引渡し墨が引かれているのがわかる ( 図 7 で『秘伝書図解』類型本の久保田
家文書に矢印で示した )。
　この引渡し墨は木負、茅負の反りを隅木に移すためのもので、引渡し墨から [ タルミ ] を取り、隅
木でも対応する位置に引渡し墨を引き、木負、茅負で取った [ タルミ ] を隅木に写して隅木の形状を
定めることは、第 6 章で指摘した通りであるが、茅負曲線が [ タルミ ] で指定出来るということは、
茅負は円弧からなることを示す根拠と言える。
　実際に茅負曲線は図 8 の通り円弧として良く納まり、[ 茅負勾配 ] を得るために桁真から茅負留先
まで引渡し墨を作図すると 0.23/1.0 を得る。[ タルミ ] は 0.040 となった。[ 茅負勾配 ]、[ タルミ ]
ともに近世の値としては大きく、反りが強く丸味の大きい茅負曲線であると言える。
4-2-2.『軒廻棰雛形』










　神奈川県大山の手中家文書のうちの『類聚倭木経 』( 以下『倭木経』という ) は、安永 9 年 (1780)




茅負曲線は実際に円弧として良く乗り、桁真から茅負留先に引渡し線を引き [ 茅負勾配 ] を求めると
0.09/1.0、[ タルミ ] は 0.016 程の値となり、『軒廻棰雛形』に比べて茅負勾配はほぼ同じであるが、茅
負曲線の丸味が少なくなり直線に近い値になっている ( 図 10)。
4-2-4.『規矩真術軒廻図解』
　『規矩真術軒廻図解』は、鈴木正豊によって弘化 4 年 (1847) に出版された規矩術の版木本である。
上下二冊からなる大形の折れ本で、図面の精度は高い ( 図 11)。
　茅負の反り元を桁真に置き留先で 1 本反り上がり、隅の増しは 2 割とする。茅負曲線は円弧から
なり、桁真から茅負留先まで引渡し線を引き [ 茅負勾配 ] を求めるとちょうど 0.1/1.0 を得る。一方 [
タルミ ] は 0.020 と切れのいい値となることから、良く計画されて作図されたものと思われる。
4-2-5.『匠家矩術新書』
　平内延臣が嘉永元年 (1848) に著した大判の規矩術書で、近世規矩術書の数学的頂点とされる 10)。
　茅負の反り元を通例通り桁真に置き茅負留先まで引渡し線を引いて [ 茅負勾配 ] を求めると
0.13/1.0 を得る。[ タルミ ] は 0.030 程で、反り、タルミともに比較的大きい値である ( 図 12)。
4-2-6.『新撰早引匠家雛形』
　平内延臣の弟子で盛岡藩出身の大工本林常将が嘉永 4 年 (1851) に著した木割書、軒規矩術書で下
巻が軒規矩術書である。
　桁真に反り元を置き、そこから茅負留先まで引渡し墨を引き [ 茅負勾配 ] を求めると 0.12/1.0 を得
る。[ タルミ ] は 0.022 となり、反りともに『規矩真術軒廻図解』の値に近い ( 図 13)。
4-2-7.『独稽古隅矩雛形』
　小林源蔵が安政 4 年 (1857) に出版した 3 巻からなる軒規矩術書である。
　茅負は桁真から反り、留先まで円弧となるが若干ズレが認められる。茅負の反りは口脇で 1 本と
する。桁真から茅負留先まで引渡し線を引き [ 茅負勾配 ] を求めると 0.15/1.0、[ タルミ ] は 0.050



























割り垂線を引き、絃の垂線との交点から円弧を描いて軒反りを定めるものと思われる ( 図 15)。
　反り元は桁真から留先までの間の 10 分 1 の移動した位置から始まり反り、上がり寸法は既定して
いないが、それが決まれば反りは一義的に決まる。つまり、[ タルミ ] を加減する余地はなく茅負曲
線を自在に作図することは出来ない。







　検証の結果をまとめたのが表 1 である。[ 茅負勾配 ] は 0.08/1.0 ～ 0.23/1.0、[ タルミ ] は 0.016
～ 0.050 と共に幅のある値であった。後述する江戸時代の二軒繁垂木の実際の遺構の平均値は [ 茅負





[ タルミ ] ともに計画性が感じられ、もっとも近世的な軒規矩であると言える。
表 1　近世書誌資料における二軒繁垂木の [ 茅負勾配 ] と [ タルミ ] 一覧
区分 年代 西暦 茅負勾配 タルミ
　『秘伝書図解』 享保 12 1727 0.23/1.0 0.040 
　『軒廻棰雛形』 宝暦 14 1764 0.08/1.0 0.019 
　『類聚倭木経』 安永 9 1780 0.09/1.0 0.016 
　『軒廻規矩真術』 弘化 4 1847 0.10/1.0 0.020 
　『匠家矩術新書』 嘉永元 1848 0.13/1.0 0.030 
　『新撰早引匠家雛形』 嘉永 4 1851 0.12/1.0 0.024 






と [ タルミ ] の検証をおこない、軒形式ごとの時代の特徴について考察する。
5-1. 一軒疎垂木





　[ 茅負勾配 ] は、全時代の平均 0.11/1.0 で、室町時代が 0.12/1.0 で最も反りが強く、以下桃山時代
0.10/1.0、江戸時代 0.10/1.0 と茅負の反りは時代が下る方が緩くなっている。










体 B( 尺 )
反り桁真　
C ( 尺 )
反り桁外　









洞春寺観音堂 ( 板軒 ) 下 永享 2 1430 一間堂 0.027 0.49 0.06 0.43 4.50 0.11 
慈照寺銀閣 下 長享 3 1489 楼閣 0.010 0.54 0.10 0.45 5.33 0.10 
白山神社拝殿 ( 岐阜 ) 文亀 2 1502 拝殿 0.023 0.52 0.05 0.47 4.60 0.11 
雨錫寺阿弥陀堂 永正 11 1514 五間堂 0.021 0.85 0.14 0.71 7.14 0.12 
照蓮寺本堂 永正 1504 七間堂 0.022 0.45 0.01 0.44 8.10 0.06 
窪八幡神社若宮八幡社拝殿 天文 5 1536 拝殿 0.024 0.35 0.00 0.35 3.77 0.09 
白山神社拝殿 ( 滋賀 ) 室町後 1572 拝殿 0.020 0.72 0.07 0.65 4.63 0.16 
新長谷寺阿弥陀堂 室町後 1572 三間堂 0.027 0.70 0.04 0.66 5.33 0.13 
新長谷寺鎮守堂 室町後 1572 三間堂 0.024 0.75 0.04 0.71 5.53 0.14 




聚光院本堂 天正 11 1583 方丈 0.017 0.43 0.00 0.43 6.00 0.07 
二条城台所 慶長 7 1602 台所 0.030 0.85 0.05 0.80 6.75 0.13 
妙心寺小方丈 慶長 8 1603 方丈 0.011 0.54 0.05 0.49 5.86 0.09 
衡梅院本堂 慶長 9 1604 方丈 0.020 0.37 0.00 0.37 5.86 0.06 




広峯神社拝殿 寛永 3 1626 拝殿 0.029 0.50 0.00 0.50 4.23 0.12 
丈六寺本堂 寛永 6 1629 方丈 0.009 0.65 0.14 0.51 5.14 0.13 
大津別院本堂 慶安 2 1649 九間堂 0.013 0.91 0.14 0.77 7.00 0.13 
曼殊院本堂 明暦 2 1656 方丈 0.018 0.40 0.00 0.40 4.84 0.08 
国前寺本堂 下 寛文 11 1671 九間堂 0.017 0.63 0.04 0.59 6.15 0.10 
国前寺本堂 上 寛文 11 1671 九間堂 0.011 0.99 0.15 0.84 5.66 0.17 
曼陀羅寺書院 延宝 2 1674 書院 0.020 0.45 0.03 0.42 4.80 0.09 
東光寺鐘楼 下 宝永 1696 鐘楼 0.026 0.21 0.03 0.18 3.34 0.06 
東光寺鐘楼 上 宝永 1696 鐘楼 0.016 0.49 0.05 0.44 3.36 0.15 
勧修寺書院 江戸中 1699 書院 0.011 0.23 0.01 0.22 4.57 0.05 
多久聖廟 宝永 5 1708 霊廟 0.016 0.41 0.00 0.41 6.12 0.07 







　鎌倉時代 2 件、室町時代 10 件、桃山時代 1 件、江戸時代 5 件の検討をおこなった。結果は表 3 に
掲げる。
　一軒繁垂木は、時代を通じて小規模な仏堂が中心である他、近世では霊廟建築でも採用されている。
　[ 茅 負 勾 配 ] は、 全 時 代 の 平 均 で 0.11/1.0、 鎌 倉 時 代 及 び 室 町 時 代 が 0.10/1.0、 桃 山 時 代 が
0.09/1.0 であるのに対し、江戸時代では逆に 0.12/1.0 と急になる。
　 [ タルミ ] の全時代の平均は 0.018 と一軒疎垂木と同等である。鎌倉時代は 0.015、室町時代
0.019、桃山時代は 1 件のみで 0.016、江戸時代は 0.018 という結果である。鎌倉時代が室町時代よ
り [ タルミ ] が小さいのは他の軒形式でも認められる傾向である。
　鎌倉時代と室町時代は [ 茅負勾配 ] は同じであるが、[ タルミ ] は室町時代の方が大きいことから、
反りは同じで、室町時代の方が丸味をおびていることになる。　　　




一軒繁 ( 半繁 ) 垂木でも建立されるようになったことも原因のひとつとして考えられる。
5-3. 二軒疎垂木




　[ 茅負勾配 ] は、全時代の平均で 0.10/1.0。室町時代は 0.12/1.0、桃山時代 0.09/1.0、江戸時代
0.10/1.0 とやはり室町時代が最も反るが、もともと反り自体が小さく時代差もあまりない。
　[ タルミ ] の全時代の平均は 0.017 と全ての軒形式の内で、もっとも小さい。時代毎に見ると、室
町時代 0.019、桃山時代 0.017、江戸時代 0.016 と室町時代を頂点に暫時減少していく傾向が見られる。
















体 B( 尺 )
反り桁真　
C ( 尺 )
反り桁外　
　D=B-C　   
( 尺 )







竜吟庵方丈 嘉慶 1 1387 方丈 0.012 0.68 0.13 0.55 6.62 0.08 
室生寺御影堂 室町前 1392 三間堂 0.019 1.00 0.23 0.77 5.23 0.15 
洞春寺観音堂 身舎 永享 2 1430 一間堂 0.018 0.77 0.05 0.72 5.66 0.13 
安国寺釈迦堂 室町中 1466 三間堂 0.025 1.83 0.28 1.55 8.11 0.19 
慈照寺東求堂 文明 17 1485 会所 0.019 0.28 0.00 0.28 5.62 0.05 
本蓮寺本堂 明応 1 1492 五間堂 0.029 1.27 0.22 1.05 7.00 0.15 
本蓮寺番神堂中祠 明応 1501 一間社 0.020 0.36 0.05 0.31 3.02 0.10 
興臨院本堂 永禄 1569 方丈 0.020 0.47 0.00 0.47 6.14 0.08 
東光寺仏殿 身舎 室町後 1572 三間堂 0.010 0.68 0.23 0.45 4.10 0.11 
桃山
園城寺唐院大師堂 慶長 3 1598 三間堂 0.015 0.53 0.05 0.48 6.50 0.07 
園城寺唐院灌頂堂 慶長 3 1598 五間堂 0.014 0.63 0.05 0.58 7.00 0.08 
与杼神社拝殿 ( 半繁垂木 ) 慶長 12 1607 拝殿 0.012 0.60 0.07 0.53 5.73 0.09 





本願寺書院 元和 4 1618 書院 0.022 1.00 0.19 0.81 6.77 0.12 
二条城遠侍 寛永 3 1626 書院 0.011 0.74 0.18 0.56 8.22 0.07 
曼陀羅寺正堂 寛永 9 1632 七間堂 0.019 1.18 0.11 1.07 8.23 0.13 
伊賀八幡宮御供所 寛永 13 1636 御供所 0.013 0.31 0.02 0.29 4.50 0.06 
伊賀八幡宮随身門 寛永 13 1636 楼門 0.020 0.85 0.16 0.70 6.03 0.12 
雲竜院本堂　 正保 3 1646 五間堂 0.015 0.51 0.00 0.51 7.15 0.07 
旧一乗院宸殿 慶安 2 1649 書院 0.010 0.70 0.14 0.56 6.10 0.09 
性海寺本堂 慶安 1652 三間堂 0.010 0.63 0.14 0.49 5.70 0.09 
小松天満宮拝殿 ( 半繁 ) 明歴 3 1657 拝殿 0.025 0.48 0.00 0.48 5.14 0.09 
塩沢寺地蔵堂 ( 半繁垂木 ) 江戸前 1660 三間堂 0.021 0.56 0.03 0.54 4.63 0.12 
臨済寺本堂 江戸前 1660 方丈 0.013 0.88 0.13 0.76 6.45 0.12 









体 B( 尺 )
反り桁真　
C ( 尺 )
反り桁外　
　D=B-C　      
( 尺 )





東大寺開山堂 建長 2 1250 三間堂 0.016 0.54 0.09 0.45 4.89 0.09 




浄光寺薬師堂 応永 15 1408 三間堂 0.023 0.65 0.07 0.58 6.31 0.09 
蓮華峰寺金堂 ( 半繁 ) 室町中 1459 五間堂 0.022 0.91 0.11 0.80 7.40 0.11 
正蓮寺大日堂 ( 半繁 ) 文明 10 1478 三間堂 0.016 0.75 0.15 0.61 6.23 0.10 
堂山王子神社本殿 ( 半繁 ) 明応 7 1498 五間堂 0.013 0.47 0.06 0.41 5.45 0.08 
石峯寺薬師堂 明応頃 1501 五間堂 0.018 1.02 0.18 0.84 6.34 0.13 
円証寺本堂 天文 21 1552 五間堂 0.016 0.90 0.14 0.77 6.75 0.11 
魚沼神社阿弥陀堂 ( 半繁 ) 永禄 6 1563 三間堂 0.024 0.46 0.00 0.46 7.46 0.06 
広徳寺大御堂 室町後 1572 三間堂 0.021 0.94 0.18 0.76 5.13 0.15 
泉福寺薬師堂 室町後 1572 三間堂 0.013 0.45 0.10 0.35 4.37 0.08 
奥之院弁天堂 室町後 1572 三間堂 0.019 0.45 0.12 0.34 2.49 0.13 




慈恩寺本堂 元和 4 1618 七間堂 0.025 0.50 0.00 0.50 4.95 0.10 
真田信重霊屋 慶安 1 1648 霊廟 0.023 0.50 0.01 0.49 5.40 0.09 
東大寺三昧堂 ( 半繁 ) 裳階 延宝 9 1681 三間堂 0.013 0.80 0.12 0.68 4.63 0.15 
東大寺三昧堂 ( 半繁 ) 身舎 延宝 9 1681 三間堂 0.014 0.89 0.16 0.74 4.64 0.16 
浄興寺本堂 延宝 1681 九間堂 0.017 0.70 0.08 0.62 5.40 0.11 












体 B( 尺 )
反り桁真　
C ( 尺 )
反り桁外　
　D=B-C　   
( 尺 )






醍醐寺五重塔 1 天暦 6 952 五重塔 0.022 1.00 0.11 0.89 8.04 0.11 
平等院鳳凰堂 身舎 天元 1 1053 三間堂 0.029 1.70 0.40 1.30 8.28 0.16 
平等院鳳凰堂 裳階 天元 1 1053 三間堂 0.014 0.58 0.16 0.42 5.21 0.08 
中尊寺金色堂 天治 1 1124 三間堂 0.029 0.57 0.00 0.57 5.82 0.10 
當麻寺本堂 永暦 2 1161 七間堂 0.025 1.46 0.50 0.96 8.30 0.12 





福智院本堂 ( 軒は貞和か ) 建仁 3 1203 一間堂 0.017 0.78 0.07 0.71 7.76 0.09 
海住山寺五重塔 1 建保 2 1214 五重塔 0.019 0.50 0.05 0.45 4.52 0.10 
大報恩寺本堂 安貞 1 1227 五間堂 0.018 0.90 0.18 0.72 7.90 0.09 
東大寺念仏堂 嘉禎 3 1237 三間堂 0.015 0.63 0.13 0.50 6.50 0.08 
元興寺極楽坊本堂 寛元 2 1244 六間堂 0.012 1.05 0.26 0.79 6.80 0.12 
光明寺楼門 上 宝治 2 1248 二重門 0.021 0.50 0.10 0.40 5.00 0.08 
釈尊寺観音堂宮殿 正嘉 2 1258 宮殿 0.015 0.26 0.02 0.24 1.04 0.23 
新薬師寺地蔵堂 文永 3 1266 一間堂 0.014 0.47 0.04 0.44 4.66 0.09 
明通寺三重塔 1 文永 7 1270 三重塔 0.017 0.72 0.13 0.59 6.06 0.10 
如意寺阿弥陀堂 ( 当初 ) 鎌倉前 1274 三間堂 0.013 0.53 0.14 0.39 5.72 0.07 
法隆寺東院鐘楼 鎌倉前 1274 袴腰鐘楼 0.018 0.75 0.12 0.63 5.00 0.13 
金剛峯寺不動堂 鎌倉前 1274 三間堂 0.006 0.79 0.14 0.65 6.28 0.10 
大善寺本堂 弘安 9 1286 五間堂 0.019 1.13 0.23 0.90 8.61 0.10 
海竜王寺経蔵 正応 1 1288 三間堂 0.016 0.68 0.06 0.62 6.70 0.09 
鑁阿寺本堂 正安 1 1299 五間堂 0.029 2.00 0.29 1.71 11.21 0.15 
明王院本堂 元応 3 1321 五間堂 0.052 1.73 0.12 1.61 6.40 0.25 
豊満神社四脚門 元享 3 1323 四脚門 0.039 0.80 0.04 0.75 5.66 0.13 
浄土寺本堂 嘉暦 2 1327 五間堂 0.013 1.10 0.19 0.91 7.52 0.12 
日竜峯寺多宝塔 下 鎌倉後 1332 多宝塔 0.025 0.46 0.02 0.45 4.77 0.09 
日竜峯寺多宝塔 上 鎌倉後 1332 多宝塔 0.021 0.48 0.04 0.44 3.91 0.11 
西明寺三重塔 1 鎌倉後 1332 三重塔 0.026 1.03 0.20 0.83 5.35 0.16 
法道寺食堂 鎌倉後 1332 食堂 0.019 1.05 0.16 0.89 5.37 0.17 
浄妙寺多宝塔 下 鎌倉後 1332 多宝塔 0.022 1.08 0.26 0.82 4.89 0.17 
石手寺三重塔 1 鎌倉後 1332 三間堂 0.022 1.03 0.16 0.87 6.00 0.15 
 浄土寺阿弥陀堂 貞和 1 1345 五間堂 0.015 1.39 0.39 1.00 6.98 0.14 
明王院五重塔 1 貞和 4 1348 五重塔 0.02 1.06 0.15 0.91 6.25 0.15 
圓福寺本堂 応安 4 1371 三間堂 0.026 0.76 0.20 0.56 4.57 0.12 
法隆寺地蔵堂 応安 5 1372 三間堂 0.017 0.70 0.15 0.55 5.07 0.11 
興隆寺本堂 文中 4 1375 五間堂 0.032 1.29 0.13 1.16 6.86 0.17 
宝福寺三重塔 1 永和 2 1376 三重塔 0.012 1.14 0.15 0.99 4.56 0.22 
道成寺本堂 天授 4 1378 五間堂 0.022 1.36 0.17 1.19 9.23 0.13 
如意寺三重塔 1 至徳 2 1385 三重塔 0.04 1.30 0.27 1.03 5.76 0.18 
西国寺金堂 至徳 3 1386 五間堂 0.021 1.13 0.23 0.90 7.27 0.12 
妙楽寺本堂 室町前 1392 五間堂 0.016 0.98 0.05 0.93 7.28 0.13 
宝幢寺本堂 室町前 1392 五間堂 0.022 1.69 0.39 1.30 6.95 0.19 
鞆淵神社大日堂厨子 室町前 1392 厨子 0.036 0.70 0.08 0.62 2.47 0.25 
清水寺本堂 室町前 1392 七間堂 0.014 2.14 0.28 1.87 10.70 0.17 
常徳寺円通殿 応永 8 1401 三間堂 0.033 0.79 0.04 0.75 5.66 0.13 
東福寺三門 下 応永 12 1405 二重門 0.035 2.45 0.47 1.98 10.33 0.19 
東福寺三門 上 応永 12 1405 二重門 0.038 2.37 0.40 1.97 10.35 0.19 
吉川八幡宮本殿 応永 15 1408 五間社 0.018 0.70 0.10 0.60 9.56 0.06 
遍照院三重塔 1 応永 23 1416 三重塔 0.023 1.45 0.25 1.20 5.47 0.22 
興福寺東金堂 応永 22 1425 七間堂 0.021 2.27 0.77 1.50 9.43 0.16 
円教寺大講堂 下 永享 12 1440 七間堂 0.017 1.78 0.40 1.38 10.11 0.14 
当麻寺薬師堂 文安 4 1447 三間堂 0.018 1.14 0.23 0.91 5.94 0.15 
護国院多宝塔 下 文安 6 1449 多宝塔 0.026 1.24 0.08 1.16 6.66 0.17 
護国院多宝塔 上 文安 6 1449 多宝塔 0.037 1.24 0.08 1.16 5.34 0.22 
円教寺常行堂 享徳 2 1453 五間堂 0.026 1.80 0.07 1.73 9.89 0.17 
如意寺文殊堂 享徳 2 1453 三間堂 0.03 1.18 0.18 1.00 7.00 0.14 
新長谷寺本堂 長禄 4 1460 五間堂 0.024 1.38 0.30 1.08 6.70 0.16 
円教寺大講堂 上 寛正 3 1462 七間堂 0.036 1.50 0.30 1.20 9.17 0.13 
小山寺三重塔 寛正 6 1465 三重塔 0.03 1.16 0.18 0.98 4.85 0.20 
円教寺食堂 寛正頃 1466 十五間堂 0.018 1.82 0.47 1.35 12.04 0.11 
木幡神社楼門 室町中 1466 楼門 0.014 0.81 0.23 0.58 4.61 0.13 
密蔵院多宝塔 下 室町中 1466 多宝塔 0.016 0.68 0.10 0.58 5.10 0.11 
性海寺多宝塔 下 室町中 1466 多宝塔 0.028 0.53 0.03 0.50 4.79 0.10 
久安寺楼門 室町中 1466 楼門 0.032 1.44 0.22 1.22 7.07 0.17 












体 B( 尺 )
反り桁真　
C ( 尺 )
反り桁外　
　D=B-C　   
( 尺 )





     町
興福寺大湯屋 室町中 1466 湯屋 0.022 1.26 0.32 0.94 7.50 0.12 
真光寺三重塔 1 室町中 1466 三重塔 0.023 0.91 0.11 0.80 4.85 0.16 
厳島神社宝蔵 室町中 1466 校蔵 0.018 0.67 0.03 0.64 8.86 0.07 
善光寺本堂 室町中 1466 五間堂 0.03 1.00 0.04 0.96 7.41 0.13 
広八幡神社楼門 文明 7 1475 楼門 0.032 0.97 0.07 0.90 5.57 0.16 
不動院本堂 文明 15 1483 五間堂 0.02 1.27 0.20 1.07 7.50 0.14 
教王護国寺講堂 延徳 3 1491 九間堂 0.015 1.42 0.26 1.16 10.21 0.11 
龍正院二王門 文亀 4 1504 八脚門 0.027 0.86 0.09 0.77 5.84 0.13 
若松寺観音堂 永正 6 1509 五間堂 0.022 1.05 0.08 0.97 7.75 0.13 
地蔵峰寺本堂 永正 10 1513 三間堂 0.025 1.10 0.13 0.97 6.92 0.14 
雨錫寺阿弥陀堂宮殿 永正 11 1514 宮殿 0.021 0.50 0.06 0.44 4.20 0.10 
大威徳寺多宝塔 上 永正 12 1515 多宝塔 0.022 0.63 0.12 0.51 3.75 0.14 
霊山寺仁王門 永正 13 1516 八脚門 0.011 0.45 0.10 0.35 4.36 0.08 
東光寺本堂 永正 14 1517 五間堂 0.02 1.06 0.21 0.85 8.72 0.10 
成法寺観音堂 永正 1522 三間堂 0.021 0.55 0.00 0.55 5.52 0.10 
名草神社三重塔 1 大永 7 1527 三重塔 0.024 0.85 0.06 0.79 5.80 0.14 
薬王院本堂 享禄 2 1529 七間堂 0.009 1.35 0.49 0.86 8.63 0.10 
三明寺三重塔 1 享禄 4 1531 三重塔 0.013 0.58 0.11 0.47 3.71 0.13 
多治速比売神社本殿 天文 10 1541 三間社 0.007 0.36 0.04 0.32 3.80 0.08 
地蔵院本堂 天文 11 1542 五間堂 0.016 0.90 0.20 0.70 6.19 0.11 
円教寺金剛堂 天文 13 1544 三間堂 0.017 0.72 0.08 0.64 4.92 0.13 
遠照寺釈迦堂 天文 18 1549 三間堂 0.046 1.42 0.10 1.32 5.99 0.22 
小菅神社奥社本殿 天文 1555 四間堂 0.025 0.77 0.08 0.69 6.74 0.10 
根来寺多宝塔 下 天文 1555 多宝塔 0.03 1.88 0.47 1.41 9.57 0.15 
根来寺多宝塔 上 天文 1555 多宝塔 0.02 2.43 0.47 1.96 10.23 0.19 
護徳寺観音堂 弘治 3 1557 三間堂 0.035 0.98 0.00 0.98 10.00 0.10 
勝福寺観音堂 永禄 1 1558 三間堂 0.021 1.07 0.27 0.80 6.10 0.13 
都久布須麻神社本殿 庇 永禄 10 1567 五間社 0.027 0.57 0.00 0.57 5.81 0.10 
土佐神社本殿 元亀 2 1571 五間社 0.034 1.38 0.19 1.19 7.14 0.17 
三輪神社須賀神社本殿 室町後 1572 三間社 0.011 0.37 0.04 0.33 4.08 0.08 
大聖寺不動堂 室町後 1572 三間堂 0.034 0.85 0.04 0.81 4.08 0.20 
雲峰寺仁王門 室町後 1572 八脚門 0.025 0.48 0.02 0.46 4.64 0.10 
浄厳院本堂 室町後 1572 ７間堂 0.032 1.96 0.35 1.61 7.63 0.21 
金剛寺仁王門 室町後 1572 楼門 0.012 1.05 0.15 0.90 5.38 0.17 





延暦寺常行堂及び法華堂 文禄 4 1595 五間堂 0.019 0.72 0.06 0.65 7.33 0.09 
羽黒山正善院黄金堂 文禄 5 1596 五間堂 0.031 0.70 0.00 0.70 7.91 0.09 
笠森寺観音堂 文禄 6 1597 五間堂 0.019 0.72 0.10 0.62 6.79 0.09 
長命寺三重塔 1 慶長 2 1597 三重塔 0.023 0.57 0.00 0.57 5.66 0.10 
金剛峯寺奥院経蔵 慶長 4 1599 三間経蔵 0.021 0.80 0.09 0.71 5.33 0.13 
都久布須麻神社本殿 身舎 慶長 7 1602 五間社 0.015 0.82 0.10 0.72 6.18 0.12 
教王護国寺金堂 上 慶長 8 1603 七間堂 0.02 2.30 0.44 1.86 10.32 0.18 
白鬚神社本殿 慶長 8 1603 三間社 0.015 0.70 0.27 0.43 8.06 0.05 
寶積寺三重塔 慶長 9 1604 三重塔 0.029 0.93 0.11 0.82 4.90 0.17 
聖神社本殿 慶長 9 1604 三間社 0.023 0.69 0.03 0.66 5.07 0.13 
高台寺開山堂　 慶長 10 1605 三間堂 0.027 1.12 0.29 0.83 5.42 0.15 
吉野水分神社楼門 慶長 10 1605 楼門 0.02 0.80 0.10 0.70 5.50 0.13 
金剛寺塔婆 ( 改造 ) 下 慶長 11 1606 多宝塔 0.017 0.68 0.13 0.55 4.67 0.12 
金剛寺塔婆 ( 改造 ) 上 慶長 11 1606 多宝塔 0.017 0.70 0.06 0.65 5.73 0.11 
大崎八幡宮本殿 慶長 12 1607 五間社 0.022 0.84 0.06 0.78 5.91 0.13 
本門寺五重塔 01 1 慶長 12 1607 五間堂 0.022 0.87 0.12 0.75 6.16 0.12 
竜泉寺仁王門 慶長 12 1607 楼門 0.032 0.65 0.18 0.47 4.37 0.11 
本圀寺経蔵 慶長 12 1607 経蔵 0.01 0.76 0.07 0.69 3.23 0.21 
金剛證寺本堂 慶長 14 1609 七間堂 0.028 1.95 0.15 1.80 9.06 0.20 
青井阿蘇神社楼門 慶長 18 1613 楼門 0.027 0.53 0.00 0.53 4.33 0.12 
与賀神社楼門 桃山 1614 楼門 0.023 0.44 0.00 0.44 4.56 0.10 
石山寺東大門 桃山 1614 八脚門 0.016 1.41 0.41 1.00 7.72 0.13 
石山寺多宝塔 ( 慶長修理 ) 下 桃山 1614 多宝塔 0.017 0.68 0.09 0.59 6.16 0.10 
石山寺多宝塔 ( 慶長修理 ) 上 桃山 1614 多宝塔 0.02 1.00 0.17 0.83 5.88 0.14 
江戸
 
飯野八幡宮本殿 元和 2 1616 三間社 0.015 0.50 0.05 0.45 5.22 0.09 
屋島寺本堂 元和 4 1618 五間堂 0.033 1.22 0.18 1.04 6.79 0.15 
乙宝寺三重塔三層 元和 5 1619 三重塔 0.019 0.67 0.06 0.62 5.97 0.10 
鹿島神宮仮殿 元和 5 1619 三間社 0.016 0.37 0.00 0.37 7.00 0.05 









　[ 茅負勾配 ] は、全時代の平均 0.12/1.0 と扇垂木に次いで急である。
　平安時代はデータが少ないが、0.11/1.0 と江戸時代とあまり変わらず反り上りは少ない。
　鎌倉時代は 0.12/1.0 と全平均と等しく、続く室町時代と比べると [ タルミ ] と同様に小さく、茅負
の反りは全体におとなしいと言える。










体 B( 尺 )
反り桁真　
C ( 尺 )
反り桁外　
　D=B-C　   
( 尺 )







知恩院三門 下 元和 7 1621 二重門 0.013 1.88 0.43 1.45 13.36 0.11 
薦神神社神門 下 元和 8 1622 二重門 0.019 0.59 0.08 0.51 4.42 0.12 
薦神神社神門 上 元和 8 1622 二重門 0.02 0.54 0.00 0.54 5.60 0.10 
四天王寺元三大師堂 元和 9 1623 三間堂 0.011 0.64 0.08 0.56 7.70 0.07 
四天王寺五智光院　 元和 9 1623 七間堂 0.012 1.13 0.20 0.93 8.87 0.10 
四天王寺六時堂 元和 9 1623 五間堂 0.019 1.48 0.20 1.28 9.57 0.13 
生善院観音堂 寛永 2 1625 三間堂 0.018 0.60 0.03 0.57 4.26 0.13 
甚目寺三重塔 1 寛永 4 1627 三重塔 0.018 0.76 0.04 0.72 6.94 0.10 
南禅寺三門 下 寛永 5 1628 二重門 0.008 1.35 0.28 1.08 10.53 0.10 
律学院本堂 寛永 4 1627 七間堂 0.016 0.64 0.06 0.58 6.53 0.09 
東照宮本殿 ( 青森 )　 寛永 5 1628 三間社 0.026 0.48 0.00 0.48 3.99 0.12 
長勝寺三門　 寛永 6 1629 楼門 0.024 1.16 0.18 0.98 7.49 0.13 
教王護国寺灌頂院 寛永 6 1629 七間堂 0.018 1.21 0.12 1.09 8.99 0.12 
寛永寺清水堂 寛永 8 1631 五間堂 0.015 0.81 0.07 0.74 7.47 0.10 
清水寺三重塔 寛永 9 1632 三重塔 0.032 0.91 0.15 0.76 8.00 0.10 
延暦寺大講堂 ( 旧東照宮讃仏堂 ) 寛永 11 1634 七間堂 0.016 1.50 0.27 1.23 9.95 0.12 
大徳寺経蔵 寛永 13 1636 経蔵 0.013 0.76 0.11 0.66 6.91 0.09 
真禅院三重塔 1 寛永 19 1642 三重塔 0.012 0.66 0.11 0.55 5.80 0.09 
教王護国寺五重塔 寛永 20 1643 五重塔 0.019 1.08 0.07 1.01 8.14 0.12 
仁和寺鐘楼 寛永 21 1644 鐘楼 0.019 0.78 0.08 0.70 6.53 0.11 
伽耶院本堂 正保 3 1646 五間堂 0.022 0.70 0.00 0.70 6.88 0.10 
当麻寺奥院鐘楼門 正保 4 1647 楼門 0.027 0.55 0.01 0.54 5.25 0.10 
伽耶院多宝塔 下 正保 5 1648 多宝塔 0.02 0.41 0.02 0.39 5.28 0.07 
飯道神社本殿 慶安 2 1649 三間社 0.016 0.44 0.08 0.36 4.84 0.07 
本山寺三重塔 1 承応 1 1652 三重塔 0.014 0.61 0.02 0.59 6.67 0.09 
広八幡神社天神社本殿 慶安 5 1652 一間社 0.014 0.21 0.00 0.21 5.00 0.04 
久米寺多宝塔 下 江戸前 1660 多宝塔 0.024 0.70 0.08 0.62 5.23 0.12 
久米寺多宝塔 上 江戸前 1660 多宝塔 0.025 0.76 0.08 0.68 4.28 0.16 
古熊神社拝殿 寛文 1673 楼門 0.02 0.47 0.01 0.46 4.87 0.09 
道成寺仁王門 元禄 7 1694 楼門 0.024 0.76 0.00 0.76 7.51 0.10 
地蔵院本堂 元禄 13 1700 五間堂 0.021 0.63 0.00 0.63 8.61 0.07 
二荒山神社中宮祀拝殿 元禄 14 1701 拝殿 0.01 0.23 0.00 0.23 6.27 0.04 
天徳寺山門　 宝永 6 1709 楼門 0.011 0.50 0.02 0.49 7.63 0.06 
東大寺中門 正徳 4 1714 楼門 0.022 1.70 0.74 0.96 10.29 0.09 
神明社観音堂　 享保 19 1734 一間社 0.019 0.30 0.03 0.27 2.73 0.10 
東照宮五重塔 1 文政 1 1818 五重塔 0.012 0.41 0.00 0.41 3.99 0.10 
妙心寺仏殿 下 文政 10 1827 三間堂 0.017 1.35 0.23 1.13 8.91 0.13 
備中国分寺五重塔 1 文政 1830 五重塔 0.009 0.27 0.00 0.27 6.40 0.04 









　[ タルミ ] の全時代の平均は 0.021 と扇垂木とともにもっとも大きい。




　室町時代は 0.023 とさらに大きくなる傾向が認められ、0.030 以上の例も少なくない。
　桃山時代は 0.021 と室町時代より減少するのは、[ 茅負勾配 ] と同様の傾向で、茅負曲線は全体に
おとなしくなり値の振幅の幅も減少し茅負曲線は平準化していく。
　江戸時代は 0.018 と [ 茅負勾配 ] ともに値は小さくなっていく。幕末時代 ( 文政 ) の備中国分寺五
重塔では 0.010 を切りほとんど直線的なものもある。
5-5. 扇垂木




　[ 茅負勾配 ] は、全時代の平均で 0.16/1.0 と全ての軒形式の中で最も急である。時代別では室町時
代の 0.19/1.0 を最高に桃山時代 0.14/1.0、江戸時代 0.15/1.0 となる。
　[ タルミ ] の全時代の平均は 0.021 と二軒繁垂木と同じであるが、時代別にみると室町時代の
0.027 は全ての時代、軒形式で最も大きく、禅宗様の長刀反りを思わせる結果であると言える。一方、
桃山時代は 0.019( 二軒繁垂木 0.021)、江戸時代は 0.015( 同 0.018) と二軒繁垂木より [ タルミ ] の値
は小さい点が注目される。特に江戸時代では、他のいずれの軒形式よりも [ タルミ ] が小さい。
　桃山時代、江戸時代の扇垂木の [ 茅負勾配 ] は他の軒形式より急であるが、逆に [ タルミ ] は小さ
いことから、茅負は直線的に大きく反っていると言える。
5-6. 八角軒、六角軒
　鎌倉時代の八角堂 3 件と江戸時代の八角堂 1 件、六角堂 1 件の検討をおこなった。各建物の詳細
は表 7 に掲げたが、比較検討するには事例数が少ない。法隆寺夢殿は天平 11 年 (739) の建立である
が現在の軒は寛喜 2 年 (1230) の改造によるため鎌倉時代のものとして検証した。




ない値であるが、 [ タルミ ] は 0.014 ～ 0.017 と二軒繁垂木より小さい値となる。これは、円堂系の
建造物では軒真からの茅負留先までの長さが短いために、[ 茅負勾配 ] を二軒繁垂木と同じように [
タルミ ] 付けると、隅で急に反り過ぎる形状になる可能性があることから [ タルミ ] を加減したもの
と推察される。
　江戸時代は 2 例しかなく、興福寺南円堂は北円堂に近い茅負と言える。一方、万福寺寿堂は、反









体 B( 尺 )
反り桁真　
C ( 尺 )
反り桁外　
　D=B-C　      
( 尺 )







永保寺開山堂 拝堂 室町前 1392 三間堂 0.016 1.29 0.20 1.09 4.41 0.25 
金剛寺鐘楼 室町前 1392 鐘楼 0.018 0.77 0.07 0.70 5.60 0.12 
正福寺地蔵堂 身舎 応永 14 1407 三間堂 0.027 1.25 0.30 0.95 5.11 0.19 
向上寺三重塔 1 永享 4 1432 三重塔 0.020 0.81 0.15 0.66 4.76 0.14 
不動院鐘楼 永享 5 1433 鐘楼 0.029 1.00 0.11 0.89 3.91 0.23 
玉鳳院開山堂 室町中 1466 三間堂 0.048 1.80 0.29 1.51 6.90 0.22 
西明寺楼門 明応 3 1494 楼門 0.027 0.90 0.14 0.76 4.43 0.17 
新海三社神社三重塔 1 永正 12 1515 三重塔 0.027 1.02 0.28 0.74 4.70 0.16 
東観音寺多宝塔 上 大永 8 1528 多宝塔 0.020 0.62 0.18 0.44 4.30 0.10 
三明寺三重塔 3 享禄 4 1531 三重塔 0.036 1.17 0.07 1.10 3.92 0.28 
観音寺多宝塔 上 天文 5 1536 多宝塔 0.023 0.69 0.13 0.56 4.22 0.13 
西明寺三重塔 2 天文 6 1537 三重塔 0.027 1.04 0.21 0.83 4.08 0.20 
円通寺本堂 天文 1555 三間堂 0.027 1.92 0.31 1.61 6.65 0.24 




長楽寺仏殿 身舎 天正 5 1577 三間堂 0.021 0.84 0.23 0.61 6.00 0.10 
勝鬘院塔婆 上 慶長 2 1597 多宝塔 0.013 1.25 0.34 0.91 6.07 0.15 
妙心寺山門 上 慶長 4 1599 二重門 0.020 1.74 0.41 1.33 6.51 0.20 
天満神社楼門 慶長 10 1605 楼門 0.016 0.91 0.32 0.59 5.75 0.10 
本門寺五重塔 2 慶長 12 1607 五重塔 0.022 0.85 0.13 0.72 6.17 0.12 
金剛證寺宮殿 慶長 14 1609 宮殿 0.034 0.61 0.10 0.51 2.00 0.25 
油山寺三重塔 3 慶長 16 1611 三重塔 0.017 0.50 0.04 0.47 4.60 0.10 
岡寺仁王門 慶長 17 1612 楼門 0.019 0.63 0.05 0.58 5.23 0.11 




知恩院三門 上 元和 7 1621 二重門 0.013 2.68 0.58 2.10 10.47 0.20 
南禅寺三門 下 寛永 5 1628 二重門 0.011 1.56 0.35 1.21 9.00 0.13 
伽耶院多宝塔 上 正保 5 1648 多宝塔 0.017 0.87 0.09 0.78 5.27 0.15 
輪王寺大猷院霊廟二天門 承応 1 1652 楼門 0.017 0.86 0.18 0.68 6.15 0.11 
専修寺如来堂 上 寛文 6 1666 七間堂 0.014 2.13 0.49 1.64 11.50 0.14 
大乗寺仏殿 下 元禄 15 1702 五間堂 0.006 0.93 0.12 0.81 7.92 0.10 
国分寺金堂 上 安永 8 1779 七間堂 0.023 1.12 0.06 1.06 8.04 0.13 
妙心寺仏殿 上 文政 10 1827 五間堂 0.017 2.40 0.53 1.88 9.21 0.20 










C ( 尺 )
反り桁外　
　D=B-C　   
( 尺 )




鎌倉法隆寺東院夢殿 天平 11 739 八角堂 0.017 0.63 0.12 0.51 4.32 0.12 
興福寺北円堂 承元 4 1210 八角堂 0.017 0.88 0.17 0.71 4.91 0.15 
法隆寺西円堂 建長 2 1250 八角堂 0.014 0.70 0.21 0.49 4.00 0.12 
江戸
萬福寺寿蔵 寛文 3 1663 六角堂 0.028 0.36 0.06 0.30 2.93 0.10 
興福寺南円堂 寛保 1 1741 八角堂 0.019 1.06 0.30 0.76 5.72 0.13 




時代 一軒疎垂木 一軒繁垂木 二軒疎垂木 二軒繁垂木 扇垂木 八角 ・ 六角
平安時代 - - - 0.024 - -
鎌倉時代 - 0.015 - 0.020 - 0.016 
室町時代 0.021 0.019 0.019 0.023 0.027 -
桃山時代 0.020 0.016 0.017 0.021 0.019 -
江戸時代 0.017 0.018 0.016 0.018 0.015 0.024 
全体 0.019 0.018 0.017 0.021 0.021 0.019 
表 9　軒形式ごとの茅負 [ タルミ ] の時代別総括表
時代 一軒疎垂木 一軒繁垂木 二軒疎垂木 二軒繁垂木 扇垂木 八角 ・ 六角
 　平安時代 - - - 0.11 /1.0 - -
鎌倉時代 - 0.10 /1.0 - 0.12 /1.0 - 0.13 /1.0
室町時代 0.12 /1.0 0.10 /1.0 0.12 /1.0 0.14 /1.0 0.19 /1.0 -
桃山時代 0.10 /1.0 0.09 /1.0 0.09 /1.0 0.13 /1.0 0.14 /1.0 -
江戸時代 0.10 /1.0 0.12 /1.0 0.10/1.0 0.10 /1.0 0.15 /1.0 0.12 /1.0
全体 0.11 /1.0 0.11 /1.0 0.10 /1.0 0.12 /1.0 0.16 /1.0 0.12 /1.0
表 8　軒形式ごとの [ 茅負勾配 ] の時代別総括表
5-7. 歴史的建造物の茅負の形状の総括
　[ 茅負勾配 ] は、全時代の平均で扇垂木 0.16/1.0 が全体でもっとも急勾配で、特に室町時代は
0.19/1.0 と江戸時代の一軒や二軒疎垂木の 2 倍近い値である。
　二軒繁垂木は平安時代、鎌倉時代、室町時代の年代順に勾配が急に変化し、室町時代に最大に達し
た後、暫時緩くなっていく。江戸時代になると、平行垂木における [ 茅負勾配 ] はどの軒形式であっ
てもあまり差はなくなる。
　[ タルミ ] の軒形式別の全平均で見ると、扇垂木、二軒繁垂木が 0.020 を超え、それ以外は 0.020




時代 一軒疎垂木 一軒繁垂木 二軒疎垂木 二軒繁垂木 扇垂木 八角 ・ 六角
平安時代 - - - 0.22 - -
鎌倉時代 - 0.15 - 0.17 - 0.12
室町時代 0.18 0.19 0.16 0.16 0.14 -
桃山時代 0.20 0.18 0.19 0.16 0.14 -
江戸時代 0.17 0.15 0.16 0.18 0.10 0.20
全体 0.17 0.16 0.17 0.18 0.13 0.16




　その他、繁垂木より疎垂木、二軒より一軒の方が一般的に [ タルミ ] が小さいが、疎垂木は一軒よ
り二軒の方が [ タルミ ] が小さい。
　次に、各時代の [ タルミ ] と [ 茅負勾配 ] の平均値を組み合わせたものを、その時代の平均的な茅
負の形状として実際の遺構を選定してみた。
　室町時代の扇垂木の平均値は、[ タルミ ]0.027、[ 茅負勾配 ]0.19 で ( 図 16 上 )、この条件が当て
はまる遺構として、正福寺地蔵堂が挙げられる。
　室町時代の二軒繁垂木の平均値は、[ タルミ ]0.023、[ 茅負勾配 ]0.14 であるが ( 図 16 中 )、値の
近い遺構は名草神社三重塔初層、大威徳寺多宝塔初層、雨錫寺本堂宮殿などを挙げることが出来る。
　もっとも緩い江戸時代の一軒疎垂木は [ タルミ ]0.010、[ 茅負勾配 ]0.17 で ( 図 16 下 )、値の近い
遺構は国前寺本堂下層を挙げることが出来る。
　また、[ 茅負勾配 ] と [ タルミ ] の関係性を捉えるために、[ タルミ ] を [ 茅負勾配 ] で除した値をま
とめたのが表 10 である。
　[ 茅負勾配 ] と [ タルミ ] ともに値の幅はあまりないが、平安時代を除くとすべて 0.10 ～ 0.20 の範
囲に納まり、0.17 前後の値となるものが多い。つまり、[ 茅負勾配 ] が決まればその値に 0.1 ～ 0.2
を乗じた (1 ～ 2 割 ) 値を [ タルミ ] として定められていると言える。
6. 小　結
　本章では、伝統的建造物の軒の曲線を定める技法として、円弧を用いる方法について、すでにある
[ タルミ ] による分析方法と新たに提案した [ 茅負勾配 ] という 2 つの指標によって、書誌資料と歴
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2)   麓和善他 3 名：「ＣＡＤによる日本伝統建築の軒反り曲線設計法」日本建築学会計画系論文集 第
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いが、茅負成によって反りは異なる訳で、[ タルミ ] との関係性も見出し難い。また、修理工事報告
書などでは茅負の曲線の性質は客観的な指標をもたず、茅負曲線の定め方を考察したものはほとんど
見られない。
　今回提案した [ 茅負勾配 ] を、既存の茅負曲線の [ タルミ ] による分析方法に加えることによって、
茅負反りをより客観的に検証し、比較することが可能になったと思われる。
　実際の設計工程においても、近世以前は建地割図が先に作図された可能性が高いことから、茅負の


































































































　出中押え法は、隅の軒出 ( 出中墨から茅負留先 ) を平の軒出とするもので、茅負の反出し量を隅木
幅の片中裏目の半分に固定する技法である。茅負投げ勾配が急な場合撓込みが生じる。






















　なお、「引込」は、他に「張込む」( 荒木家文書 )、「投げ込む」(『匠家矩術新書』) などと表現され
ることがあり必ずしも一定していないが、いずれも留先から平の位置まで投げ勾配で下ろして平の軒
出を定める意味である。






























































れは平の軒出を指定しているものと解されていた。例えば、7 枝 5 枝との記述は、平の断面図におい




























　例えば、7 枝 5 枝と指定されている場合、ひとつは 7 枝目が木負口脇ないし論治垂木真を指定し





古い形式より 1 枝 ( 本 ) 垂木数は多くなる。
　このように、「引込垂木法」においては、同じ枝数による軒出の指定であっても、実際の垂木数や
平の軒出は異なる場合がある。


































































































































































木負、茅負の外下角を矩 ( 直角 ) 以外の角度で木造ることによって、投げ勾配で調整するのが最も納
めやすい。




こなうと推察される ( 久安寺楼門、多治早比売神社本殿 )。







































































開基されたと伝えられる。近在の金剛輪寺 ( 愛知郡秦荘町 )、
百済寺 ( 東近江市 ) とともに湖東三山として知られ、多くの
建造物や美術工芸品等の文化財を有している。
境内は全体に西面しており、総門からほぼ直線状に続く

























本堂は前述の通り、明治 30 年 12 月 28 日に内務省告示第 87 号によって、古社寺保存法第４条に
規定する特別保護建造物に指定された。その後、法律が文化財保護法へ変更されるにともない昭和
27 年 11 月 22 日に国宝に指定されたが、いずれも法隆寺や唐招提寺などの諸堂と同じ第１期の指定
であり、当時からきわめて重要な歴史的建造物と認識されていた。
2-2. 建立と修理の経緯




























































大きな問題は平面寸法の決定方法である。柱間寸法は、標準間 9.366 尺、中央間 10.48 尺と明ら
かに古代の技法である完数制ではなく、支割制によると思われるが、それぞれ１支寸法を求めると標








































































では、昭和 14 年の修理とその後の昭和 57 年の修理における調査とその問題点を整理する。　
4-1. 平面の変遷





















































































































　標準間＝ 14 支× 0.669 尺（１支）→ 9.366 尺





　標準間　実際の軒 14 支→内陣化粧屋根裏垂木 16 支× .585 尺（１支）





なお、当初から標準間の支数が 14 支であったことは、当初隅木の実測で判明している 7)。
同じように背面の後端間を２支多い計画上の支割と仮定して考えると
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　(1)　 善光寺造営図 ( 八舗一巻､ 享禄四年 1531)
　(2)　 談山神社本殿造営並所用具図 ( 八舗､ 四枚永禄二年 1559)















(2) 木負、茅負の断面形状が L 字形で、化粧垂木も中世の特徴を備えている。













No 建 物 形 式 図 面 種 別 記載されている図面名 様　式 備　　　考
1 唐棟門 梁間断面図 からむ祢かと 禅宗様 一部に木割 (垂木の数 )あり
2 唐四脚門 梁間断面図 から四ツ足門 禅宗様
3 向唐門その一 桁行断面図 むかひからと折戸之門 禅宗様 木割あり
4 向唐門その二 桁行断面図 むかひへいち門 和　様 木割あり
5 向唐門その三 桁行断面図 むかひから門 禅宗様 木割あり
6 平唐門 梁間断面図 から門 和　様











4-1. 棟門 ( 図 1)























　この図と大変良く似た実際の遺構が１棟存在する。重要文化財建仁寺勅使門 ( 矢の根門 ) がそれで、






































　この木割書の内容は、柱間が 1 丈 4 尺の時は柱間の内法を取り、蹴放の上端 ( ここでは今日の楣と
思われる ) と砂すり ( 地面と思われる ) を同じ寸法とする。軒の出は前の間 ( この場合正面の柱間の
外々 ) 寸法を４等分して、その１つを柱心から茅負外面までとする。この立面は茅負のひとつなかし
とする ( 木負のない一軒の形式を意味するか )。これは、平面が 1 丈の時の立面である。柱間が 1 丈
の時は柱真をとり、蹴放 ( 楣か ) 上端と砂すり ( 地面 ) を同じ寸法にする。
　という内容と思われる。少し曖昧な部分もあるが、柱間 1 丈 4 尺の場合と 1 丈の場合が述べられ
























図 6　桁行き断面図 ( 以下 4 図とも文献 5 より転載 ) 図 7　同左　桁行き断面図












































　２行ほど簡単な木割を書込みがある。前室 ( 庇 )、身舎そして脇障子の支数が記載されている。また、










　向拝廻りの木割の内容は、「中ノ間ニはしかくしハ     二しゆひろし」と、正面中央にはしかくし ( 木






4-8. 一間社春日造 ( 図 12､13)
　図にタイトルの記載はないが、縋破風式の一間社春日造り社殿で、桁行断面図、正面図、梁間断面
図の３図によって描かれている。木割の記載はない。
　特に桁行断面図が描かれたのは縋破風や背面破風の位置 ( 傍軒の出 ) を示す必要があるためで、近
世木割書でも同じような表現となる。向拝繋虹梁は海老虹梁とするが地垂木には反りがあり、間違い
































　　第 411 号 ,1990.5
　　同：「東近江五群の「群組」について」日本建築学会学術講演梗概集 ( 東海 ),1976.10




4)　乾兼松：「木割」『明治前技術史』所収 , 臨川書店 ,1982.5
5)　『重要文化財園城寺大師堂 ･ 唐門 ･ 毘沙門堂修理工事報告書』( 滋賀県教育委員会 ),1990.3
6)　『重文玉鳳院開山堂幷表門修理工事報告書』( 京都府教育庁 ),1958.3
7)　伊藤要太郎：『匠明・匠明五巻考』, 鹿島出版会 ,1971.12
8)　大上直樹：「中世近江における三間社前室付流造について」　日本建築学会学術講演梗概集 ( 関  
       東 ),1979.9
注
注 1) 調査よると小山大工の関わったことが資料ないし伝承でわかるものは以下のものがある。
　　・安楽寺本堂 ( 甲南町葛木 ) 享保 19 年 ･ 棟札
　　・慈音寺本堂 ( 同寺庄 ) 延享 5 年 ･ 寺伝
　　・日吉神社本殿 ( 同野川 ) 宝永 5 年 (1708) 棟札：大工藤原朝臣小山金次
　　・浄福寺本堂 ( 同深川 ) 文化 4 年 (1807) 棟札：請負大工九兵衛
　　・天満神社本殿 ( 同深川 ) 文政 6 年 (1823) 棟札：大工九兵衛　
注 2) 朱で書かれており小山家の簡単な略歴と小山忠右衛門が大阪の陣に出陣した記録が主である。
注 3) 谷直樹が昭和 51 年に作成した文書目録による。















　　　日本建築学会計画系論文集　第 669 号 ,pp.2205-2214, 2011.11( 第 1 章 )
3　大上直樹・西澤正浩・望月義伸・谷直樹
　　「軒の出と「引込垂木」について　近世軒規矩術の研究－その 2」
　　　日本建築学会計画系論文集　第 670 号 ,pp.2411-2420, 2011.12 ( 第 7 章 )
4　大上直樹・西澤正浩・望月義伸・谷直樹
　　「垂木勾配の決定方法とその変容過程について」　
　　　日本建築学会計画系論文集　第 670 号 ,pp.2421-2430, 2011.12, ( 第 10 章 )
5　大上直樹・西澤正浩・望月義伸・谷直樹
　　「引込垂木の変容―『独稽古隅矩雛形』と現代軒規矩術法―　近世軒規矩術の研究－その 3」
　　　日本建築学会計画系論文集　第 676 号 ( 掲載決定 ) ( 第 8 章 )
6　大上直樹・谷直樹
　　「伝統的日本建築における軒反りの決定方法について」
　　生活科学研究誌　vol.10(2011) ( 掲載決定 ) ( 第 11 章 )
7　大上直樹
　　「西明寺本堂の前身小屋組の復原」　
　　大阪人間科学紀要「Human Sciences」第 5 号 ,pp.117-131, 2006.3( 補論 第 1 章 )
8　大上直樹
　　「小山家所蔵の中世木割書について」
















　和歌山県の鳴海祥博氏、科研の研究協力者である ( 公財 ) 文化財建造物保存技術協会の西澤正浩氏、
同じく伊藤平左エ門事務所の望月義伸氏、他に金剛寺修理事務所長の青木弘治氏、善導寺修理事務所
長の東坂和弘氏、姫路城修理事務所長の加藤修治氏、永保寺修理事務所長の加藤雅大氏、文建築協大
阪事務所の丸石暢彦氏、国宝出雲大社修理事務所長の岡信治氏、大阪支部九州事務所の柴田国広氏、
京都市元離宮二条城修理事務所の後藤玉樹氏
　資料の閲覧等では、以下の教育委員会、博物館、図書館及び所有者の方にお世話になりました。
　甲賀市教育委員会、伊賀市教育委員会、京都府立総合資料館、高松市教育委員会、同市立博物館、
石川県立博物館、滑川市教育委員会、同博物館、阿南市教育委員会、仙台市歴史博物館、洲本市立淡
路文化資料館、東京都立中央図書館特別文庫室、神奈川県立公文書館、鎌倉市立図書館、金沢市立図
書館玉川図書館、秋田県立図書館、岩手県立図書館、鶴岡市立図書館、山口県立公文書館
　手中家、久保田家、坂上家、小山家、安場家、成岡家、石川家、清水家
　以上、皆様にお礼申し上げます。
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